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平
等
性
智

舗
に
云
は
〈
、

一
大
理
系
の
技
僚
な
る
、
自
治
の
個
性
を
末
那
と
は
す
。

如
来
は
す
ぺ
て
を
自
我
と
し
て
、
平
等
性
智
に
統
ぺ
ら
る
。

斯
の
性
智
は
如
来
の
一
大
理
性
な
の
で
、
人
の
心
理
作
用
の
理
性
に
例
す
ぺ
き
智
に
て
、
即
丸
大

自
我
で
あ
る
。
此
性
智
は
宇
宙
の
一
大
心
霊
に
寓
物
を
統
一
し
樺
現
す
る
慮
の
理
性
と
し
て
存
す
。

一
大
心
霊
よ
り
接
展
せ
ら
れ
た
る
世
界
に
は
、
因
縁
因
果
の
理
性
と
し
て
寓
物
生
成
の
統
一
秩
序
を

錯
し
て
を
る
。
世
界
の
因
縁
よb
分
身
涙
生
せ
し
衆
生
な
れ
ば
、
一
切
の
個
々
に
も
、
小
は
小
乍
ら

自
己
統
制
自
治
髄
を
矯
し
て
を
る
。
故
に
自
我
で
あ
る
。

宇
宙
に
物
質
精
紳
界
を
統
一
揖
現
す
る
理
性
即
も
大
我
が
存
在
し
、一
切
の
個
々
に
も
統
制
自
治

慢
を
な
さ
し
む
る
理
性
ゐ
b
o

即
も
法
身
の
理
性
智
と
名
づ
〈
。

-
O
七



-
O八

大
仁
し
で
は
宇
宙
全
館
よb
小
に
し
て
は
、
衆
生
の
個
性
に
至
る
迄
を
三
位
に
分
り
て
性
を
明
さ

ぽ

一
、
法
身
一
大
理
性

二
、
世
界
因
果
性

三
、
業
生
性

如
来
自
己
は
絶
封
な
る
一
大
限
性
と
し
て
寓
有
内
存
し
て
寓
有
を
統
一
揖
理
す
。
夫
よ
b

稜
展
せ

ら
れ
た
る
一
面
を
世
界
依
他
起
性
と
す
。
相
待
的
に
因
縁
因
果
の
理
法
と
し
て
寓
物
生
成
の
秩
序
を

整
ふ
。
三
展
せ
ら
れ
て
世
界
の
因
果
に
規
定
せ
ら
れ
て
生
成
し
た
の
が
衆
生
性
で
あ
る
。

捨
身
の
現
性
は
寓
物
の
複
雑
極
ま
れ
る
を
統
一
し
揖
却
す
る
性
を
有
し
て
、
ま
た
物
質
界
と
精
神

界
即
も
無
形
と
有
形
と
を
統
一
構
想
の
理
性
あ
り
。
之
即
も
法
身
の
性
智
で
あ
る
。

華
巌
の
理
法
界
と
事
法
界
の
中
に
、
現
法
界
と
は
今
の
法
身
一
大
理
性
な
の
で
、
事
法
界
と
は
宇

宙
現
象
界
の
有
ら
ゆ
る
依
正
色
心
無
数
の
差
別
の
寓
物
で
あ
る
。
其
高
物
に
は
各
冷
自
己
の
特
性
を

有
し
て
居
る
。
差
別
の
寓
物
を
統
一
す
る
の
一
大
理
性
と
は
大
海
の
水
と
渡
と
に
喰
へ
ら
れ
て
居
る
。



一
、
法
与
の
一
大
理
性
は
寓
物
の
根
底

高
物
の
同
一
本
性
。
植
物
と
動
物
と
の
同
一
本
性

此
地
上
に
繁
札
せ
る
慮
の
植
物
と
動
物
即
も
依
報
と
正
報
と
は
静
と
動
と
の
反
卦
な
る
雨
性
を
現

守
る
り
れ
ど
も
、
斯
雨
物
は
同
じ
〈
有
機
性
即
も
生
物
で
あ
る
。
植
物
の
替
養
機
能
は
根
が
地
中
に

在
ち
て
即
ち
下
部
に
在
り
、
動
物
の
食
物
を
掻
取
す
る
日
時
上
部
に
位
し
て
を
る
。
叉
律
殖
の
機
能

は
動
物
は
下
部
r
h在
b

て
植
物
の
技
僚
に
峡
〈
花
は
上
位
に
在b
o

生
殖
を
管
む
こ
と
は
其
位
置
が

何
れ
も
反
動
な
れ
E

も
何
れ
も
替
養
と
生
殖
と
の
有
機
作
用
を
以
て
生
活
す
る
性
に
於
て
一
致
す
。

叉
此
雨
性
の
進
化
の
起
原
に
遡
る
時
は
同
一
原
始
の
積
性
よ
り
起
因
す
と
は
準
化
論
者
の
設
〈
慮
で

あ
る
。
故
に
此
雨
性
は
同
一
性
よ
り
雨
方
面
に
向
っ
て
進
化
し
た
る
結
果
に
於
て
静
動
相
反
す
る
如

き
ち
、
本
同
一
性
の
相
劃
的
進
化
の
雨
性
な
h
y
と
云
は
F
る
ぺ
か
ら
A
Y
o故
に
同
一
本
性
と
云
ふ
ζ

之
を
得
ぺ
し
。
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物
心
同
一
性

一
切
高
物
は
有
形
の
物
質
と
無
形
の
心
質
と
の
こ
性
を
出
で
歩
。
此
の
物
と
心
と
の
雨
質
は
同
→

本
性
の
内
外
雨
面
の
相
符
的
現
の
二
性
な
b

と
云
ふ
こ
と
を
得
ぺ
し
。
同
一
睡
を
外
よ
b

見
れ
ば
物

質
に
し
て
内
観
す
る
時
は
心
質
な
り
と
す
。
此
の
雨
性
は
無
形
無
碍
な
る
と
有
形
有
硬
な
る
E

の
反

封
な
る
雨
性
と
鋳
る
も
、
之
が
統
一
存
在
の
本
性
に
於
て
一
致
せg
る
べ
か
ら
す
。
是
致
一
哲
皐
の

設
〈
慮
で
あ
る
。

化
皐
元
素
の
一
大
元

叉
地
上
の
一
切
寓
有
の
元
素
な
る
化
皐
の
元
素
は
現
在
世
に
接
見
せ
ら
れ
た
る
物
八
十
有
能
の
歎

に
上
b

た
る
も
、
或
設
に
よ
れ
ば
窓
〈
載
多
の
元
素
は
其
の
本
来
酸
水
窒
の
四
大
元
素
に
障
す
ぺ
し

t
o

又
或
設
に
よ
れ
は
一
切
元
素
の
本
源
は
一
大
元
素
に
蹄
す
ぺ
し
と
。
共
の
一
大
元
素
が
陰
と
陽

と
の
雨
作
用
に
よ
b

て
、
其
れ
が
因
と
縁
と
の
闘
係
よ
り
し
て
種
々
の
質
の
鍾
化
を
生
じ
、
現
在
の



元
素
に
麓
化
し
た
る
も
の
と
す
と
。

叉
高
物
を
構
成
す
る
臓
の
質
糧
と
鋳
る
ぺ
き
物
質
のn
T子
は
其
源
原
子
の
豪
合
た
る
も
の
に
て
、

原
子
は
ま
た
電
子
の
来
合
慢
で
あ
る
と
。
陰
陽
の
数
多
の
電
子
が
相
楽
合
し
て
原
子
と
錦b
、
ま
た

分
子
と
潟
b

て
、

一
切
寓
物
を
造
作
す
る
も
の
と
す
。
又
陰
陽
の
雨
性
会
〈
反
艶
の
性
が
相
扶
り
相

刺
敬
し
て
寓
物
を
遺
るo
即
も
陰
陽
の
二
気
は
大
に
し
て
は
太
陽
と
地
球
の
如
〈
、
小
に
し
て
は
電

子
の
陰
陽
二
位
の
如
〈
、
又
一
切
生
物
界
に
於
て
は
雌
雄
雨
性
の
如
〈
、
金
〈
相
反
艶
の
性
と
能
を

有
し
て
を
れ
E

色
、
然
も
互
に
相
扶
り
て
相
成
す
。
此
雨
性
は
其
本
源
は
同
一
本
性
の
相
待
的
に
按

れ
た
る
ち
の
で
あ
る
。一

一
法
身
の
一
大
理
智

法
身
は
宇
宙
一
大
理
性
に
し
て
一
切
差
別
性
の
本
源
な
る
と
共
に
、
秩
序
的
に
寓
物
を
組
織
し
構

成
す
る
理
智
の
性
が
存
す
る
こ
と
を
認
む
る
こ
と
を
得
ぺ
し
。
若
し
法
身
に
し
て
一
切
智
之
一
切
能

-
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と
の
二
属
性
を
具
す
と
鋳
さ
ぎ
れ
ば
、
一
切
高
物
の
生
成
化
育
の
理
を
解
す
ぺ
か
ら
す
。
彼
の
天
偶

無
数
の
星
宿
の
如
き
宇
宙
に
常
優
に
創
造
建
設
の
行
は
れ
て
あ
る
は
、
或
る
不
思
議
者
の
手
に
依
て

成
る
と
云
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
歩
。
勿
論
宇
宙
に
大
工
的
の
紳
の
存
在
す
と
は
思
は
れ
ぎ
る
色
、
高
物
内

存
の
理
智
構
成
の
存
在
は
否
定
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る
ぺ
し
。
是
を
小
に
し
て
寓
物
中
の
一
部
分
た
る

吾
人
の
身
慢
を
構
成
す
る
は
因
縁
因
果
の
理
法
に
よ
り
て
成

b

た
る
も
の
な
る
も
、
窓
の
如
〈
に
因

果
の
灘
法
を
矯
す
の
内
的
理
性
は
、
寓
物
内
存
の
一
切
智
一
切
能
の
所
作
なb
と
一
翼
ふ
こ
と
と
得
ぺ

し
。
試
み
に
吾
人
を
構
成
す
る
身
睡
の
四
支
五
官
五
臓
六
蹄
等
の
一
切
の
官
能
及
組
織
の
如
何
に
解

部
的
に
ち
生
現
的
に
も
巧
妙
を
極
め
た
る
を
調
ょ
。
窓
の
如
き
の
智
能
何
人
か
驚
嘆
せ
ざ
る
も
の
ぞ
。

貨
に
吾
人
の
身
穂
構
成
の
複
雑
緩
密
な
る
、
若
し
是
を
人
工
的
に
構
成
す
る
物
と
せ
ば
最
ち
完
全
な

る
智
能
が
な
〈
て
は
出
来
向
。
戴
華
、
解
剖
皐
、
生
理
事
、
物
理
事
、
化
皐
等
の
有
ゆ
る
完
全
な
る

智
之
最
巧
妙
な
る
伎
能
を
有
す
る
に
非
れ
ば
、
安
ん
ぞ
龍
〈
之
を
構
成
す
る
こ
と
を
得
ぺ
き
ぞ
。
今

吾
人
の
身
慢
の
一
部
分
た
る
脳
髄
の
機
関
の
解
剖
的
組
成
に
つ
い
て
見
る
も
、
之
を
構
成
組
織
す
る



無
数
の
細
胞
が
複
雑
極b
な
〈
相
成
し
て
其
巧
妙
な
る
、
有
ゆ
る
智
之
能
と
を
完
全
に
具
備
す
る
に

非
れ
ば
連
込
成
す
こ
と
能
は
向
。
其
の
人
工
的
種
々
の
器
械
や
器
具
薬
品
杯
を
要
せ
今
し
て
、
而
も

其
の
仕
揚
げ
の
完
全
な
る
に
至
つ
て
は
、
如
何
な
る
智
者
の
人
問
主
雄
驚
嘆
を
禁
守g
る
ぺ
し
。
居
跡

の
如
き
の
造
化
の
如
き
の
大
工
紳
の
造
立
と
云
は
官
、
其
の
賞
在
を
疑
ふ
者
ゐ
ら
ん
ち
、
寓
物
内
存

の
一
切
智
一
切
能
の
法
身
ピ
y
u
vヤ
ナ
の
賞
在
の
設
に
就
き
で
は
否
定
す
る
こ
と
能
は
g
る
ぺ
し
。

之
を
裏
書
す
れ
ば
、
高
物
内
存
の
理
性
即
も
一
切
智
一
一
切
能
の
性
が
寓
物
に
内
存
し
て
、
其
の
す
ぺ

て
を
統
一
し
揖
理
し
一
切
を
生
成
す
る
に
秩
序
を
錯
し
保
理
を
潟
す
慮
の
理
性
の
存
在
を
肯
定
せF

る
ぺ
か
ら
今
。
之
を
捨
身
の
一
大
理
性
ま
た
理
智
と
す
。

世
界
の
相
封
的
理
性

宇
宙
に
金
一
不
可
割
の
理
性
を
以
て
高
物
を
統
一
し
揖
理
す
る
は
、
捨
身
の
属
性
で
あ
る
こ
と
は

巴
に
論
じ
ぬ
。
此
の
絶
費
喰
一
の
理
性
を
絶
艶
根
底
と
し
て
、
世
界
の
方
面
に
は
相
待
的
の
性
能
と

ー-::: 
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し
て
現
は
れ
て
を
る
@
是
を
今
世
界
性
と
名
づ
〈
。
本
経
費
唯
一
の
理
性
よ
り
接
展
し
て
相
待
的
に

現
じ
て
は
反
動
な
る
雨
性
主
鋳hy
て
、
相
互
に
刺
激
し
ま
た
相
費
り
て
高
物
を
構
成
す
。
之
を
傭
敬

に
で
因
縁
性
と
す
。

本
一
の
大
理
性
よ
り
分
れ
て
相
待
の
雨
性
と
錦b
て
分
業
的
に
雨
性
能
が
相
資
相
成
し
て
寓
物
造

作
の
用
を
鋳
す
。
之
の
世
界
は
相
待
規
定
の
因
縁
の
相
闘
を
以
て
一
切
を
生
子
。
之
を
傭
教
に
て
因

縁
所
生
の
法
主
矯
す
。

叉
世
界
の
相
艶
性
と
は
、
儒
に
謂
ゆ
る
大
極
雨
儀
を
生
歩
、
是
で
あ
る
。
陰
と
陽
と
・
の
ご
気
雌
雄

の
二
位
、
物
質
艶
心
質
、
依
報
と
正
報
と
の
如
き
、
本
一
大
性
よ
b

相
符
的
に
雨
性
を
錯
し
て
を
る9

是
を
世
界
性
主
錯
す
。
斯
の
雨
佐
が
因'
c

縁
と
に
依
て
寓
物
を
構
成
す
。

ま
た
按
身
高
物
内
存
の
一
切
智
と
一
切
能
と
が
寓
物
を
叫
進
化
す
る
作
用
が
、
世
界
の
表
面
に
は
因

縁
相
依
り
て
其
れ
が
時
間
的
に
因
果
律
に
寓
物
生
成
せ
ら
る
。
故
に
法
身
の
一
切
智
之
一
一
切
能
と
の

作
用
主
因
縁
因
果
律
に
寓
物
を
造
作
す
と
は
、
同
一
物
を
内
よ
り
観
た
る
と
外
よ
ち
観
た
る
之
の
差



異
に
外
な
ら
や
。
寓
物
に
陰
陽
の
二
位
が
悶
縁
に
規
定
せ
ら
れ
て
、

一
切
高
差
の
裁
生
法
を
生
成
化

育
す
骨

四

衆
生
性

本
一
大
理
性
を
根
本
と
し
、
世
界
の
相
待
な
る
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
因
果
律
に
生
成
せ
ら
る
、
蕗

の
種
々
無
量
の
生
物
あ
り
。
是
を
衆
生
性
と
名
づ
〈
。
衆
生
に
無
量
あ
り
。
悌
敢
に
は
十
法
界
を
以

て
]
切
を
包
括
し
て
遣
す
こ
主
な
し
。
十
法
界
と
は
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
問
、
天
上
を

六
凡
・
と
名
づ
げ
、
ま
花
六
道
と
云
ふ
。
聾
閉
、
縁
費
、
普
藤
、
悌
陀
之
を
四
塾
ー
と
名
ヴ
〈
。
十
界
の
中

初
め
六
道
は
法
身
よ
り
出
た
る
世
界
の
性
の
上
に
在
る
衆
生
に
て
、
本
は
善
悪
の
雨
面
に
蕃
に
三
品

下
品
は
修
羅
道
、
中
品
は
人
開
港
、
上
品
は
天
道
で
あ
る
。
悪
の
三
口
聞
は
地
獄
餓
鬼
畜
生
で
あ
る
。

六
遺
品
菅
峰
婚
を
異
に
す
e

地
獄
に
は
地
獄
の
相
と
地
獄
の
性
が
あ
る
。
乃
至
人
間
は
人
聞
の
相
性
を

有
す
。
天
台
大
師
は
ナ
界
一
時
争
十
昇
を
具
L
-ま
た
十
界
毎
じ
相
、
峰
、
一
種
‘
力
、
作
、
困
、
縁
、
果
、

一
一
五



大

報
、
等
、
の
十
如
を
具
しτ
を
る
。
乃
至
二
千
の
理
を
以
て
す
ぺ
て
の
性
相
を
談
じ
て
を
る
。
其
@

続
理
想
と
し
て
は
抄
なb
k

雄
今
は
略
す
。

五

衆
生
性
の
無
蓋
(
種
頼
性
の
無
謀
)

地
上
に
分
布
す
る
慮
の
一
切
の
生
物
は
其
の
積
類
一
貫
に
無
数
で
あ
る
@
業
の
植
物
動
物
共
に
無
数

の
種
類
あ
b

。
例
へ
ば
植
物
に
て
も
、
樹
木
花
草
よ
ち
菌
嵐
に
至
る
迄
其
の
種
類
の
衆
多
な
る
こ
と

は
植
物
舟
類
皐
の
示
す
慮
、
動
物
に
て
も
陸
栖
水
栖
劣
等
な
る
動
物
よb
高
等
な
る
動
物
ま
た
精
紳

生
活
の
人
類
に
至
る
ま
で
、
其
の
種
類
貨
に
無
数
で
あ
る
。
其
の
無
数
の
種
類
に
各
々
共
の
相
の
如

〈
に
性
を
具
し
、
共
の
性
の
如
〈
に
檀
を
具
へ
、
其
の
髄
の
如
〈
力
用
を
具
へ
、
誕
の
カ
周
の
如
〈

に
作
用
を
矯
し
て
を
る
。
賓
に
其
種
類
に
随
っ
て
性
を
異
に
す
。
有
ゆ
る
生
物
に
種
類
性
あ
る
之
を

類
性
と
す
。
人
は
人
の
性
を
具
し
、
犬
は
犬
の
性
を
有
し
す
ぺ
て
の
類
性
あbo

此
の
類
性
な
る
も

の
を
以
て
我
k

す
れ
ば
、
人
我
、
畜
生
我
、
畜
類
も
種
々
の
類
性
の
我
を
有
っ
て
を
る
と
云
は
ね
ば



な
ら
ぬ
。
何
に
し
て
る
其
の
菓
〈
る
慮
の
性
質
の
異
る
慮
は
相
貌
の
殊
な
る
知
〈
に
差
が
あ
る
。
是

を
衆
生
類
性
の
無
重
と
す
。

原
始
生
物
の
草
細
胞
の
生
物
も
自
別
自
治
を
矯
し
て
を
る
己
上
は
、
個
性
を
ゆ
る
さ
ぎ
る
こ
と
を

得
ぬ
。
き
れ
ば
之
れ
小
我
の
形
式
を
具
備
し
た
る
の
で
あ
る
。
漸
々
に
進
化
し
て
種
々
の
因
縁
よ
9

し
て
無
数
の
種
類
に
麓
化
し
て
、
種
々
の
生
物
と
現
化
し
て
各
其
煩
性
を
錦
し
小
我
を
形
成
し
て
を

る
。
之
を
類
性
の
無
謹
と
す
。

ー且­
ノ、

個
性
の
特
殊
的

一
切
の
生
物
に
各
冷
其
種
類
の
殊
性
を
具
し
て
を
る
と
共
に
、
共
の
同
種
類
の
中
に
ち
亦
個
々
の

特
殊
性
を
錯
し
て
居
る
。
生
物
中
の
一
類
た
る
人
類
に
就
て
は
、
最
其
特
殊
の
個
性
が
額
著
で
あ
る
。

其
の
有
す
る
個
性
の
特
殊
な
る
こ
と
は
、
容
貌
の
異
る
如
〈
で
あ
る
。
現
在
世
界
に
は
幾
十
億
の
人

あ
b

、
其
の
特
殊
の
個
性
を
具
へ
て
を
る
。
地
球
上
に
人
類
ゐb
て
よ
り
巳
家
賃
に
無
数
値
抄
の
数

一
一
七
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な
ら
ん
。
然
る
に
億
一
〈
無
数
のλ
各
の
個
性
は
皆
特
殊
的
に
し
て
恐
ら
〈
一
人
と
し
て
同
一
の
者
な

か
ら
ん
。
其
は
一
切
の
人
が
其
容
貌
よ
り
乃
至
一
切
の
性
質
、
髄
格
、
カ
量
、
作
業
悉
く
特
殊
の
性
を

属
す
9

例
へ
ば
人
の
指
紋
の
特
殊
的
な
る
如
〈
一
切
の
身
鰹
部
分
は
皆
そ
れfI

の
特
殊
性
を
有
つ

て
を
る
。
是
を
類
属
一
に
分
つ
主
き
は
、
人
類
は
人
類
止
し
て
牛
馬
は
ー
牛
馬
と
し
て
、
皆
そ
れ
/
、
類

性
の
特
殊
性
を
有
し
て
、
ま
た
各
自
に
特
殊
の
個
性
を
錦
す
。
因
縁
に
至
り
て
は
質
に
複
雑
極
ま
b

な
き
閥
係
よ
り
来
れ
り
。
其
の
因
縁
の
一
部
た
る
遺
惇
の
依
り
て
来
れ
る
所
を
見
る
も
無
量
の
闘
係

を
有
っ
て
を
る
「O

一
人
の
人
に
も
其
の
父
母
あ
り
、
共
の
父
母
に
も
亦
父
母
あ
旬
、
怒
の
如
〈
展
轄

し
て
共
の
父
母
の
遺
体
性
の
雨
方
の
淵
源
に
遡
る
と
き
は
、
二
十
代
三
十
代
乃
至
百
代
の
誠
に
遡
ら

ば
、
質
に
何
寓
の
血
脈
の
混
靖
よ
b

、
今
此
個
性
に
遺
惇
し
来
れ
る
か
を
見
る
と
き
、
又
各
個
の
入

胎
前
後
の
腹
中
の
因
縁
其
嘗
時
の
四
闘
の
事
情
が
、
悉
〈
母
?
の
身
心
を
遁
じ
て
胎
鬼
に
及
ぼ
せ
る
影

響
よ
b

、
出
産
し
て
は
種
b

四
国
の
因
絡
に
薫
染
せ
ら
れ
て
各
々
の
個
性
の
特
殊
を
成
す
事
、
若
し

之
ぞ
個
性
成
立
の
依
て
来
れ
る
因
縁
を
巌
密
に
研
究
す
る
と
き
は
、
其
の
複
雑
な
る
賞
.
に
人
智
の
及



ぽ
ぎ
る
慮
で
あ
る
。
是
を
華
般
に
は
重
々
無
壷
の
縁
起
と
設
で
あ
る
。
貨
に
然
り
で
あ
る
。
人
類
に

於
て
蹴
に
然
り
、
一
切
の
生
物
其
の
資
性
に
受
げ
た
る
性
格
人
類
の
如
〈
複
雑
な
ら
ぎ
る
ぺ
き
も
、

其
の
有
機
的
の
内
的
性
質
の
各
個
の
特
殊
性
を
成
す
ぺ
き
事
は
理
に
於
て
同
じ
。
夫
等
ぞ
蹴
し
て
衆

生
性
と
名
づ
{
。
是
怯
身
の
一
大
理
性
よ
り
世
界
の
因
縁
因
果
に
よb
て
無
量
無
議
の
衆
生
性t
R
7

れ
る
'
所
以
で
あ
る
。高

物
の
統
揖

-
大
理
性
よb
癒
展
せ
ら
れ
た
る
世
界
の
寓
類
に
は
小
な
る
者
は
犬
な
る
者
に
統
揖
せ
ら
れ
、
下

位
の
者
は
上
位
者
に
統
制
せ
ら
る
、
理
性
存
す
。
生
物
中
の
最
微
小
の
生
物
に
も
自
己
を
統
制
す
る

位
を
有
っ
て
を
る
。
又
人
の
身
飽
中
の
一
部
分
た
る
一
事
ち
厳
多
の
細
施
を
褒
め
て
一
事
な
る
統
制

自
治
慢
を
成
し
て
を
る
。
而
ち
他
の
個
館
の
成
n
?と
混
静
向
。
共
の
統
制
は
貨
に
よ
り
以
上
の
部
に

よ
h
v

て
統
制
せ
ら
る
。
例
へ
ば
人
の
指
は
数
多
の
物
を
以
て
組
織
し
て
一
指ι
し
て
の
自
治
櫨
を
矯

一
品
え
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し
て
を
る
。
共
の
指
等
を
褒
め
て
掌
に
統
制
せ
ら
れ
掌
は
管
や
鴎
等
を
合
し
て
手
主
云
ふ
上
位
に
統

制
せ
ら
る
。
而
し
て
幾
多
の
手
や
足
の
如
き
、
四
肢
五
官
五
臓
六
蹄
等
の
一
切
が
、
自
治
檀
を
錫
し

て
、
相
互
に
各
自
の
聴
掌
を
掌b
て
混
雑
せ
今
、
自
制
自
治
し
て
然
も
一
の
身
穏
に
統
制
せ
ら
る
。

故
に
一
の
身
慢
中
に
は
戴
多
の
統
制
自
治
慢
を
震
し
て
居
る
。
此
の
個
睡
幾
多
か
を
来
合
し
た
る
圃

隊
を
一
家
と
一
冨
ふ
統
制
自
治
慢
と
錯
す
。
真
に
幾
多
の
家
庭
を
来
合
し
て
一
村
落
に
統
制
せ
ら
れ
、

其
上
に
蝶
制
あb
又
其
の
上
に
困
家
あb
o

備
数
多
の
圃
は
一
地
球
に
統
制
せ
ら
れ
、
地
球
の
如
き

衆
多
の
惑
星
は
一
の
太
陽
系
に
統
一
せ
ら
れ
、
窓
の
如
〈
展
轄
向
大
し
て
宇
宙
全
一
の
統
-
自
治
を

法
身
毘
庫
遮
那
と
す
。寓

物
自
制
自
造

一
大
理
性
よb
分
身
摂
生
せ
ら
れ
た
る
高
物
な
れ
ば
す
ぺ
て
の
有
機
性
は
各
自
に
自
制
自
礎
自
選

の
性
能
を
有
っ
て
を
る
。
例
へ
ば
賓
に
微
小
な
る
一
個
の
杉
の
呆
の
積
子
を
遮
嘗
せ
る
土
地
に
掃
き



気
候
の
温
と
潤
と
を
典
ふ
れ
ば
、
途
に
礎
芽
し
て
切
め
は
僅
か
に
二
葉
と
二
本
の
白
根
を
生
じ
た
る

も
、
漸
次
に
礎
育
す
る
に
随
て
、
技
を
按
展
し
枝
ょ.b
僚
と
錦
b

ま
た
葉
を
出
し
、
此
の
枝
僚
も
外

部
よ
り
附
し
た
る
物
な
ら
で
、
皆
自
己
に
有
す
る
勢
能
よ
か
接
し
た
る
も
の
に
で
、
皆
秩
序
的
に
成

長
す
る
に
随
っ
て
枝
よ
b

焼
、
保
よ
A
V

葉
を
出
し
司
自
接
的
に
生
育
し
て
を
る
。
ま
た
動
物
に
も
自

己
の
種
子
細
胞
の
身
世
の
四
肢
五
官
乃
至
一
切
の
機
能
等
各
部
分
悉
〈
具
有
し
て
、
夫
れ
が
成
長
す

る
に
随
っ
て
秩
序
的
に
接
蓬
し
、
一
喜
一
爪
も
他
よb
附
典
を
待
た
守
し
て
、
自
殺
的
に
自
治
自
制

自
活
的
で
あ
る
。
一
切
の
生
物
は
個
ム
ザ
皆
一
大
法
身
よ
り
分
身
し
た
る
小
法
身
な
れ
ば
、
大
法
身
が

大
造
化
と
し
て
、
自
治
自
制
高
物
を
統
蝿
す
る
如
〈
に
、
小
法
身
は
小
進
化
と
し
て
自
制
自
遣
の
作

用
を
模
倣
し
て
を
る
。
態
の
如
〈
大
法
身
が
統
一
揖
理
の
性
を
有
せ
る
如
〈
小
法
身
が
自
己
分
限
内

の
も
の
を
自
制
白
磁
的
に
造
化
の
性
能
を
有
し
て
を
る
。
貨
に
不
可
思
議
で
あ
る
。

七

我

末

那

-ー・
ー

一-



ー
一一ー
一

一
切
の
生
物
其
種
々
の
階
級
に
亙
り
て
高
〈
接
還
し
た
る
人
績
の
如
き
ち
ま
た
極
小
の
生
物
に
も

一
の
自
制
自
治
瞳
を
錯
す
者
は
即
ち
一
の
自
我
で
あ
る
。
自
我
は
己
が
掌
る
慮
の
分
を
守
る
。
他
と

の
混
乱
を
き
り
て
自
殺
的
自
制
自
治
自
造
の
性
を
有
て
を
る
。
い
か
に
微
小
な
る
生
物
も
能
く
自
管

を
銭
し
生
殖
を
錯
す
も
の
は
個
冷
の
小
我
で
あ
る
。
自
己
を
保
存
せ
ん
と
欲
す
る
性
能
あ
b

即
自
家

を
治
ん
と
す
る
衝
動
で
あ
る
。
ま
た
自
家
を
分
身
し
て
保
存
せ
ん
と
欲
す
る
気
を
有
す
。
即
も
生
殖

を
有
す
る
所
以
で
あ
る
。
自
己
保
存
の
道
と
し
て
飽
迄
管
養
分
を
捉
へ
ん
と
欲
す
る
と
共
に
、
又
自

己
を
食
は
ん
と
す
る
自
己
よ
り
大
な
る
我
の
餌
と
錦
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、
之
に
は
全
力
を
謹
し
て

防
禦
し
て
居
る
。
是
が
生
物
の
衝
動
か
ら
接
遣
し
て
、
人
類
の
如
き
高
等
な
る
精
神
生
活
を
管
む
生

物
に
至
り
て
る
、
此
の
動
物
欲
は
有
っ
て
を
る
。
否
還b
て
主
我
向
と
一
筋
っ
て
、
此
の
生
の
欲
が
接

注
し
て
、
食
膿
痴
慢
等
の
煩
悩
と
し
て
、
一
切
罪
悪
の
根
本
と
ま
で
云
は
るh
に
至
っ
た
。
之
の
自

制
自
治
の
我
な
る
も
の
を
飾
教
に
て
末
那
と
名
〈
0

・
即
ち
主
我
の
義
で
あ
る
。
即
も
我
痴
、
我
見
、

我
慢
、
我
愛
の
主
慨
で
あ
る
。



植
物
の
如
き
又
動
物
の
殺
生
階
級
に
在
る
胎
児
の
如
き
は
、
構
動
的
の
般
態
に
て
自
活
す
。
夫
よ

b

接
遼
し
て
小
児
と
鋳
ち
て
、
衝
動
的
に
自
替
性
を
錯
し
て
を
る
。
進
ん
で
人
類
に
至
る
る
天
性
我

は
動
物
と
同
じ
〈
唯
動
物
性
の
自
惜
生
活
を
管
む
に
過
ぎ
向
。
次
に
進
ん
で
理
性
我
と
な
・
9

て
人
類

特
殊
の
主
我
は
意
識
的
と
矯
・0
貧
眠
痴
慢
疑
等
の
我
欲
の
悪
を
も
接
遺
す
る
と
共
に
、
自
我
は
理
性

白
血
耳
と
し
て
人
類
舵
曾
を
組
織
し
て
、
相
互
の
問
に
樺
利
と
義
務
を
規
定
し
て
、
政
治
又
は
仁
義
五

常
道
徳
的
批
曾
を
組
織
す
る
に
は
必
要
候
「
ぺ
か
らF
る
精
紳
の
作
用
と
鋳
る
に
至
れ
b
o

入

理
性
我

人
類
は
地
上
に
於
て
最
進
歩
し
た
る
生
物
で
あ
る
。
殊
に
精
神
生
活
に
於
τ

最
能
く
接
遣
し
て
を

る
。
人
類
の
精
神
の
高
〈
他
動
物
に
超
え
た
る
物
の
中
殊
に
理
性
に
於
て
著
し
。
宇
宙
に
は
一
切
寓

物
の
根
底
に
横
る
理
性
存
す
。
寓
物
は
天
則
秩
序
の
理
性
に
律
せ
ら
れ
て
生
成
す
。
宇
宙
が
寓
物bh

構
成
す
る
慮
の
理
性
と
吾
人
脳
挫
に
戚
舞
せ
ら
れ
た
る
理
性
と
は
同
一
の
根
底
よ
り
受
け
て
を
る
。

ー
ー-== -
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理
性
は
高
有
に
貫
〈
も
の
な
れ
ば
自
己
の
理
性
と
他
人
の
理
性
と
は
同
一
本
性
の
差
別
的
現
象
な
れ

ぽ
、
本
来
一
慢
の
個
々
現
で
あ
る
。
故
に
寓
物
内
存
の
普
偏
的
理
性
が
吾
人
の
勝
中
に
在
b

て
高
等

な
る
心
理
作
用
の
現
性
智
と
し
て
活
動
す
る
。
吾
人
の
理
性
は
能
〈
自
然
の
理
法
を
剣
断
し
観
察
し

得
る
心
の
働
に
て
、
若
し
人
に
し
て
理
性
備
は
ら
ぎ
る
も
の
な
れ
ば
、
秩
序
を
整
正
し
た

b

ま
た
自

然
高
物
の
中
に
存
在
す
る
理
を
知
る
こ
と
能
はg
る
ぺ
し
。
高
物
に
は
一
・
と
し
て
自
然
理
法
の
存
せ

f
cる
は
無
い
。
即
ち
物
理
の
理
の
如
き
植
物
や
動
物
の
生
理
の
如
き
の
理
法
を
知

b

得
ら
る
、
も
の

は
吾
人
の
理
性
の
働
き
で
あ
る
。
理
性
我
な
る
も
の
は
法
律
上
の
自
家
の
纏
利
義
務
を
龍
〈
理
解
し
、

己
が
分
を
守
、
り
又
他
を
侵
害
す
る
こ
と
な
〈
正
義
を
金
う
し
、
ま
た
仁
慈
博
愛
他
に
及
ぽ
し
、
自
の

普
よ
b

推
し
τ

他
人
の
苦
を
恕
し
同
情
す
る
如
き
、
高
等
な
る
心
の
働
き
は
理
性
か
ら
戚
情
に
及
ぽ

す
必
の
作
用
で
あ
る
。
ま
た
正
見
を
以
て
自
己
の
行
震
を
照
し
て
正
道
な
ら
し
む
る
如
き
は
、
理
性

我
に
し
て
能
〈
す
る
慮
で
あ
る
。
此
一
理
性
は
人
の
統
率
的
心
理
に
しτ
自
家
を
統
一
し
て
自
制
自
律

自
治
せ
し
む
る
主
憶
な
れ
ば
、
法
律
に
も
道
徳
に
も
此
の
理
性
自
費
の
先
を
以
て
仁
義
組
智
の
人
道



的
行
矯
を
錯
す
・
』
と
を
得
。

理
性
自
費
の
我
は
人
格
の
中
心
と
し
て
す
ぺ
て
を
御
し
て
人
道
を
履
行
す
る
る
の
、
人
格
具
備
し

た
る
も
の
と
す

P

此
理
性
我
は
一
方
に
は
認
識
理
性
と
し
て
自
然
科
皐
の
範
聞
な
る
物
理
や
化
皐
等

の
す
ぺ
て
の
理
誌
を
知
b

得
る
智
に
て
、

一
方
仁
は
貫
行
理
性
と
し
て
法
律
及
び
道
徳
上
の
自
己
を

制
し
て
倫
理
上
の
完
全
な
る
働
き
を
作
す
ぺ
き
理
性
で
あ
る
。
理
性
我
に
し
て
完
全
な
る
人
格
具
備

す
る
ち
の
と
す
。

人
が
理
性
我
の
完
全
な
る
精
紳
生
活
を
得
る
に
至
る
は
法
身
の
範
固
に
し
て
、
之
を
宗
教
的
に
云

は
立
法
身
の
ミ
オ
ヤ
の
墨
意
に
契
ふ
人
なb
と
す
。
理
性
を
超
越
し
て
絶
劃
な
る
如
来
の
霊
光
の
ド

に
入
る
は
、
報
身
の
光
明
即
も
平
等
性
智
の
光
明
を
被
む
り
て
、
永
恒
の
生
命
と
し
固
浦
な
る
人
格

即
も
自
費
費
他
費
行
園
満
の
仰
と
潟
ら
ん
に
は
、
報
身
平
等
性
智
の
光
明
を
仰
が
ぎ
る
ぺ
か
ら
令
。

卒
等
性
智

-
一
一
五
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平
等
性
智
は
報
身
備
の
大
智
意
遁
昭
一
法
界
の
智
慧
に
で
、
世
界
因
縁
に
約
束
せ
ら
れ
て
有
限
な
る

吾
我
営
執
す
る
末
那
識
は
是
れ
衆
生
が
我
見
我
愛
等
の
惑
を
以
て
業
を
作
り
生
死
の
苦
を
受
〈
る
主

入
会
で
あ
る
。
此
ω
末
那
の
吾
我
を
執
す
る
惑
を
解
脱
し
て
、
吾
我
の
一
性
が
轄
化
し
て
大
智
の
光
明

頴
現
す
る
時
は
、
平
等
性
智
の
光
明
と
なb
て
、
自
己
の
本
然
清
滞
の
自
性
天
異
が
現
れ
来
る
。
之

を
唯
識
で
ほ
凡
夫
の
末
那
が
轄
じ
て
平
等
性
智
'
c
成
る
と
は
是
で
あ
る
。

平
等
性
智
は
一
大
心
霊
の
自
性
情
揮
の
性
智
の
光
明
に
し
て
、
自
然
に
照
す
智
患
で
あ
る
。
之
れ

本
長
の
智
慧
光
明
で
あ
る
。
諸
悌
最
正
畳
を
成
今
と
は
、
貨
を
云
は
な
、
菩
薩
無
量
却
の
修
行
の
最

絡
に
菩
提
樹
下
に
於
て
正
費
を
庇4
7る
時
は
始
め
て
舞
る
も
の
、
、
本
費
の
光
明
が
正
に
明
か
に
顕

は
れ
た
る
こ
主
で
あ
る
。
喰
へ
ば
朝
に
寝
よ
b

起
き
て
見
れ
ば
日
光
が
普
〈
天
地
を
照
し
て
を
るG

本
舞
踊
陀
の
光
明
は
日
光
の
如
〈
、
始
畳
の
備
は
嬉
め
た
る
人
の
如
〈
で
あ
る
。
本
畳
平
等
性
的
光

は
永
し
へ
に
照
せ
E

も
、
未
だ
畳
め
ぎ
る
入
は
知
見
す
る
こ
と
能
は
子
。
是
れ
諸
傭
正
舞
を
成
十
る

時

一
切
朝
刊
が
師
が
無
〈
ち
自
然
に
知
ら
る
、
は
此
の
掃
陀
の
本
然
の
智
が
始
め
て
成
備
す
る
心
に



現
は
れ
来
る
の
で
あ
る
。

前
の
大
図
録
智
は
心
の
相
に
て
平
等
性
智
は
心
の
性
で
あ
る
。

報
働
平
等
性
智
の
光
は
普
ね
〈
照
せE
も
、

一
切
衆
生
が
無
明
と
因
果
の
世
界
性
の
衆
生
性
の
人

我
と
法
我
の
震
め
に
約
束
せ
ら
れ
て
、
迷
の
我
性
生
死
を
股
す
る
こ
と
能
は
や
'
o

始
め
に
人
我
を
脱

す
る
は
因
果
無
人
を
悟
るo

即
ち
今
自
己
を
能
〈
理
解
す
れ
ば
、
種
々
の
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
た
る

我
に
貨
の
我
を
認
む
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
此
の
形
主
て
も
種
々
の
元
素
の
来
合
慌
に
統
一
自
治
鰹
を

な
し
て
を
る
も
の
を
椴
b

に
我
と
名
げ
た
る
る
の
に
で
、
元
来
の
我
は
不
可
得
で
あ
る
o

引
会
ょ
せ

て
結
ぺ
ば
柴
の
庵
なb
解
〈
れ
ば
本
の
野
原
な
り
げ
り
で
あ
る
。

法
身
の
一
大
理
性
よ
り
接
展
せ
ら
れ
て
世
界
の
因
縁
性
主
展
し
、
世
界
の
因
縁
性
よ
り
衆
生
性
と

産
出
せ
ら
れ
た
。
原
始
的
微
小
の
無
意
識
的
生
物
よh
起
b

て
漸
次
に
進
化
し
、
迭
に
人
類
の
如
き

意
識
的
動
物
に
進
み
、
意
識
我
と
なb
理
性
我
と
進
み
て
は
、
世
界
の
因
縁
因
果
に
規
定
せ
ら
れ
た

る
我
で
あ
る
。

七
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三
位
の
内
、
衆
生
性
は
世
界
の
種
々
の
因
縁
に
約
束
せ
ら
れ
て
成
立
た
個
性
を
全
く
自
我
と
執
し

て
、
我
見
我
慢
我
愛
の
性
を
以
て
、
我
な
る
者
は
一
定
に
固
定
せ
る
我
あ
り
と
認
め
て
居
る
。
之
を

分
別
起
性
と
名
づ
〈O
全
〈
固
定
せ
る
我
賞
在
す
と
計
度
す
る
は
賞
は
迷
で
あ
る
。
之
の
迷
ふ
て
我

と
謂
ふ
の
を
人
我
と
す
。

理
性
が
開
げ
て
世
界
の
因
縁
の
理
法
が
明
か
に
錆
b

て
見
れ
ば
、
元
来
此
身
心
は
種
々
の
因
縁
に

規
定
せ
ら
れ
て
成
立
た
る
一
の
統
制
の
自
治
韓
に
過
ぎ
ぬ
。
宇
宙
法
爾
の
理
法
因
縁
の
理
法
は
確
か

に
在
る
と
認
め
て
因
縁
我
在
り
と
計
す
る
を
法
我
と
名
づ
〈
。
此
の
法
我
を
計
度
す
る
は
固
定
的
個

性
を
計
度
す
る
よ
り
は
自
我
ぞ
能
〈
明
む
る
も
の
な
れ
E

も
、
未
だ
自
我
の
根
底
を
自
費
し
た
も
の

で
盤
ωぃ
。

本
よ
り
衆
生
の
本
性
は
人
聞
と
云
ふ
固
定
性
で
も
畜
生
な
る
質
性
で
も
な
〈
、
一
大
理
性
を
本
と

し
て
而
し
て
世
界
の
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
て
人
間
若
し
く
は
他
の
動
物
の
性
と
潟
り
し
が
即
も
末
那

識
で
あ
る
。
此
理
を
諦
か
に
自
費
し
て
因
果
の
上
に
成
立
っ
た
我
は
あ
る
り
れE
も
、
貫
性
の
我
は



無
い
t

認
む
る
が
人
宰
若
し
〈
は
人
無
我
と
云
ふ
。
人
我
よ
り
解
脱
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
進
ん
で

因
縁
法
我
を
も
超
越
し
て
自
性
情
趣
悼
の
霊
智
現
前
し
た
時
は
、
如
来
本
費
の
平
等
性
智
と
冥
合
し
た

慮
、
之
を
始
費
の
平
等
性
智
之
名
づ
〈
。
即
諾
傭
最
正
受
を
成4
Fる
時
の
一
切
智
無
師
自
然
一
智
の
現

じ
た
蕗
で
あ
る
。
前
の
大
圏
鏡
智
は
心
の
相
に
て
此
性
智
は
心
の
性
で
あ
る
。

諸
仰
の
平
等
性
智

本
よ
b

捕
陀
の
一
大
性
智
は
、
本
然
な
る
一
切
を
統
一
揖
理
の
智
と
も
ま
た
本
畳
の
智
光
と
ち
名

づ
げ
て
、
本
よ
b

法
界
に
遁
照
せ
る
性
智
で
あ
る
。
諸
備
正
費
を
成
4
7る
時
に
始
筆
が
本
畳
と
合
す

る
の
で
あ
る
。

宇
宙
の
自
性
に
徹
底
的
に
大
悟
す
る
時
は
、
自
性
本
然
の
平
等
性
智
現
前
す
。
然
る
に
自
然
主
因

縁
と
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
我
は
生
理
に
縛
ら
れ
因
縁
に
約
束
せ
ら
れ
て
自
由
を
得
ぬ
。
天
性
我
を
脱

し
て
理
性
的
自
発
の
我
は
、
人
聞
と
し
て
は
法
律
に
も
道
徳
に
も
権
利
と
義
務
と
を
掌
重
し
、
自
己

一
三
丸
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の
天
職
を
白
血
寓
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
世
界
の
上
に
は
是
な
る
も
、
然
れ
E

ち
自
然
に
約
束
せ
ら
れ
て

未
だ
絶
艶
的
の
自
在
を
得
る
と
云
ふιべ
か
ら
や
，
。
若
し
自
性
の
根
底
な
る
如
来
性
智

I
C
合
す
る
時
は
、

自
性
我
仁
て
大
自
在
で
あ
る
即
も
是
れ
大
我
大
白
魔
で
あ
る
。
平
等
怯
智
は
本
然
自
性
の
光
に
て
、

十
方
三
世
一
切
世
界
及
び
衆
生
性
を
超
越
し
た
る
絶
劉
の
理
性
に
し
て
、
而
も
其
の
大
自
性
中
に
十

方
三
世
一
切
の
世
界
及
び
衆
生
を
統
揮
し
て
、一
切
の
自
性
の
根
底
と
鋳
っ
て
を
る
。
此
の
自
性
清

滞
を
自
費
し
て
、
金
〈
禰
陀
の
大
我
の
中
の
我
と
しτ
、
此
の
自
性
の
光
の
下
に
、
理
性
を
以τ自

己
の
職
を
錯
す
は
最
も
高
等
な
る
も
の
で
あ
る
。

偽
教
の
諸
主
義

前
の
大
岡
鏡
智
は
一
大
観
念
態
に
し
て
、
一
大
心
霊
の
相
象
と
し
て
、
天
台
の
三
親
、
唯
識
の
異

如
親
等
は
、
此
方
面
に
相
賞
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
己
に
明
し
ぬ
。
而
し
て
斯
平
等
性
智
は
性
宗
と

一
宮
ふ
三
論
の
八
不
中
道
の
如
き
は
八
不
中
道
観
と
云
ふ
も
の
、
、
其
の
性
質
か
ら
一
冨
は
、
、
異
如
の



自
性
を
鬼
る
主
義
な
れ
ば
、
凡
夫
及
外
進
の
迷
執'
c

妄
見
を
破
せ
ば
八
不
申
正
の
異
性
は
自
ら
瀬
一
不

す
る
の
で
、
般
若
品
開
府
俸
を
以
て
三
閣
を
否
定
す
。
凡
来
の
五
蓮
よ
り
乃
至
備
の
守
切
種
智
に
至
る
迄

も
悉
〈
否
定
す
。
有
ゆ
る
迷
情
を
梯
ふ
て
而
し
て
後
本
然
の
自
性
の
み
在
て
頴
現
す
と
。
此
主
義
は

観
念
を
周
う
る
よ
り
は
事
み
刊
一
切
概
念
を
も
破
っ
て
破
ら
破
れ
る
者
は
議

f

破
L

、
自
然

i

に
破
れ
ざ

る
も
の
@
島
性
の
み
嬢
明
す
。
麟
家
は
概
念
を
用
ゐ
歩
直
も
に
人
心
を
指
し
て
自
性
情
滞
本
費
無
漏

事
相
官
賞
在
す
る
こ
と
を
謙
一
見
す
。
直
ち
に
一
切
を

J破
っ
て
事
性
を
掛
昆
ー
す
る
と
、
窓
懐
中
等
の
誌
を

向
ふ
に
撞
て
観
念
す
る
の
は
太
に
趣
を
殊
日
す
。
警
誠
一
般
若
擁
墾
漏
等
は
是
怯
智
の
方
面
よ
り
悟
入

す
る
も
と
す
。

ハ
以
上
の
平
等
性
智
は
「
湖
陀
数
義
」
)

崎
三
時
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平
等
性
智

舗
に
日
〈絶

針
平
等
の
自
性
よ
り

人
と
世
界
と
紳
性
の

偏
依
田
の
三
性
は

一
如
の
海
の
波
浪
な
b

宇
宙
寓
法
は
平
等
理
性
の
一
理
よ
り
接
展
し
、
種
ι
干
高
差
の
性
と
なb
、
ま
た
平
等
の
性
に
鯨
す

る
も
の
と
す
。

一
切
色
心
依
正
の
寓
法
は
悉
〈
共
性
を
異
に
す
。
然
れ
共
此
根
底
は
平
等
性
な
h
o

性
智
は
宇
宙
心
の
自
性
、
世
界
及
び
一
切
個
々
の
内
性
な
り
と
す
。

性
智
を
人
の
心
理
に
比
例
せ
ば
、
理
性
に
相
嘗
す
ぺ
し
。
ま
た
人
の
内
性
自
我
又
は
自
費
に
比
す

ぺ
し
。
是
れ
法
界
自
性
。

平
等
性
と
は
差
別
性
に
反
劃
す
る
理
性
な
りo
然
れ
ば
宇
宙
に
は
相
針
差
別
の
寓
法
と
其
根
底
統

一
な
る
平
等
性
あ
る
こ
と
を
忘
る
べ
か
ら
歩
。
差
別
と
平
等
と
の
三
性
を
分
別
し
法
身
の
平
等
な
る



と
・
ζ

を
明
ち
ん
。

性

一
、
偏
執

性

ニ
性t
は
唯
識
論
等
に
よ
b

て
名
を
籍
る
に
、
一
、
偏
執
性
ま
た
砂
別
性
、
二
、
依
他
起
性
、
三
、

間
成
賞
性
、
に
し
て
初
の
二
性
は
自
然
高
物
及
び
一
切
個
々
の
性
、
後
の
質
性
は
宇
宙
の
本
髄
即
ち

如
来
の
自
性
な
り
。
今
初
の
亦
別
性
を
個
性
叉
は
人
性
と
名
づ
〈
。一
切
の
個
々
動
植
物
及
び
寓
物

は
各
々
特
殊
前
に
性
を
な
せ
り
。
唯
識
論
に
偏
計
所
執
性
と
は
、
各
人
は
此
因
縁
所
成
の
我
な
る
を

識
ら
や
，
、
此
衆
和
舎
の
上
に
特
別
に
我
な
る
主
宰
者
あ
る
か
の
如
〈
分
別
し
計
度
す
。
其
貨
は
全
〈

我
な
る
も
の
在
る
に
あ
ら
守
。
之
を
賞
我
と
執
す
る
の
は
謬
なb
と
す
c

依
他
起
性
と
は
、
す
ぺ
て
の
個
人
は
、
賓
に
我
な
る
も
の
特
殊
的
に
賞
在
す
る
に
非
守
し
て
、
此

身
は
四
大
の
依
ち
て
集
れ
る
も
の
、
斯
心
は
四
躍
の
依
b

集
れ
る
も
の
な
れ
ば
、
相
艶
に
規
定
せ
ら

れ
て
成
予
る
も
の
な
れ
ば
、
依
他
起
性
と
な
す
。

ー
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間
成
質
性
と
は
、
因
縁
相
傍
勺
て
成
立
す
る
高
物
の
絶
動
的
根
底
な
か
る
ぺ
か
ら
子
、
即
も
聞
成

賓
性
赴
れ
な
り
。
此
質
性
は
宇
宙
の
本
艦
、
因
縁
に
よ
h
v

て
成
砂
た
る
も
の
に
非
歩
。
本
然
自
爾
@

桂
徳
固
か
仁
高
徳
を
具
備
し
て
快
少
す
る
蕗
な
し
、
故
に
闘
成
質
性
と
一
軍
ム
。

偏
執
性
を
偶
慨
性
ま
た
人
性
と
日
ふ
。
小
に
し
て
自
治
躍
を
な
す
。
一
切
の
有
機
、
若
〈
は
動
物

或
は
植
物
一
々
各
々
自
治
憶
を
成L
て
個
性
を
構
成
せh
v
o

小
自
治
髄
を
な
す
所
の
個
々
仁
は
其
性

を
構
成
す
。
極
め
て
微
少
な
る
動
物
の
如
き
は
数
多
の
散
を
褒
め
て
検
す
る
時
は
同
一
の
如
〈
に
思

ほ
お
、
も
、
其
内
性
に
於
て
は
特
殊
的
な
ら
ぎ
る
ぺ
かι
歩
。
平
等
の
理
よ
h

天
劇
が
自
然
界
を
接

展
せ
ん
に
は
平
等
に
近
き
者
よ
り
盆
々
差
別
の
方
に
向
て
援
護
す
。
故
に
劣
等
な
る
生
物
よ
与
は
盆

々
高
等
な
る
生
物
に
進
む
に
随
て
各
自
の
特
殊
的
性
質
を
顕
著
に
す
。
比
高
等
な
る
性
あ
る
個
人
を

我
と
云
ひ
、
此
我
を
構
成
す
る
所
の
資
質
の
調
剤
同
一
な
ら
F
る
が
故
に
、
各
個
人
は
共
性
質
を
殊

に
す
。
世
界
数
十
億
の
人
舗
中
一
・
と
し
て
形
無
の
資
性
特
殊
的
な
ら

F
る
は
な
か
る
ぺ
し
。
此
人
の

内
性
の
特
殊
的
な
る
は
其
面
の
異
な
る
如
〈
同
一
な
る
は
な
し
。
近
東
犯
罪
人
の
栂
印
を
徴
査
す
る



に
人
の
指
尖
の
紋
理
が
各
組
異
様
に
し
て
彼
此
相
似
た
る
も
の
六
百
四
十
億
の
中
僅
か
に
一
。
々

の
指
の
紋
理
に
恭
て
す
ら
是
の
如
し
。
複
雑
な
る
閣
縁
よ
今
成
立
す
る
所
の
形
無
の
性
質
に
至
つ
て

は
、
一
切
悉
〈
特
別
な
ち
と
云
はF
る
吋
か
ち
ゃ
'
o

生
物
を
構
成
す
る
有
機
が
種
々
の
関
係
に
よ
り
て
一
切
の
個
々
を
特
別
の
性
と
な
す
。
之
を
機
制

我
と
す
。
此
機
刺
殺
は
相
互
に
自
他
を
角
立
し
被
裁
を
現
制
度
す
。

人
類
よ
b

巴
干
の
動
物
は
未
だ
意
識
的
に
入
ら
ぎ
れ
さ
も
、
各
告
が
特
殊
劫
の
牲
を
存
す
る
こ
と

は
否
定
す
ぺ
か
ら
歩
。
赦
等
は
未r
接
遺
せ
g
る
人
類
な
れ
ぽ
なb
o

人
と
同
じ
〈
我
的
形
式
が
伏

在
す
る
も
の
主
一
京
は
玄
る4
か
ら
子
。

ま
た
小
に
し
て
高
治
鰹
を
な
す
も
の
を
姻
鯉E
す
れ
ば
、
個
人
は
個
人
主
し
て
の
自
治
腫
を
成
し
、

業
よ
り
小
な
る
自
治
躍
を
統
轄
す
。

入
の
身
憶
の
中
に
娘
は
眼
主
し
て
品
開
槍
種
を
な
し
、
笠
宮
間
支
五
識
六
蹄
悉
〈
自
治
憶
を
成
し
て
、

諜
よ
ち
は
ム
ザ
な
る
鞠
治
錘hz支
配
す
o
A
幽
置
を
組
織
す
る
'
細
胞
は
質

ι
小
な
h
o

然
れ
E

も
一
々
細

二
-
一
五



-::r -占
，、

胞
は
各
小
自
治
睡
を
な
せ
b

。
悉
〈
其
個
性
を
庇
せ
ら
@
而
し
て
此
中
に
ま
た
千
寓
年
仁
捷
守
グ
る

遺
惇
性
ま
で
有
せ
り
。
此
が
生
命
の
車
位
、
性
質
の
車
位
な
り
。
斯
る
微
細
な
る
細
胞
に
、
遺
体
せ

る
性
を
有
し
之
を
褒
め
て
個
性
を
構
成
す
。

然
れ
ば
い
か
に
微
少
な
る
生
物
と
雄
も
生
命
の
草
位
な
b
e

微
細
な
る
細
胞
戴
多
よ
り
組
織
せ
ら

れ
た
る
生
命
な
れ
ば
、
ま
た
其
形
集
の
質
罵
ん
ぞ
殊
な
ら
F
る
を
得
ん
。

人
類
よ
り
は
泡
か
に
原
始
の
生
物
に
遡
る
時
は
、
其
内
的
生
活
の
構
造
が
甚
だ
単
純
な
れ
ば
、
其

向
性
に
於
て
込
随
っ
て
草
純
なbo
其
車
純
な
る
も
の
ほE
其
内
性
が
自
然
的
平
等
に
遅
し
。
生
物

よ
b

は
備
は
有
機
性
の
元
料
た
る
無
機
物
に
至
て
は
繭
々
自
然
的
平
等
に
近
し
と
云
ふ
ぺ
し
。
自
然

現
存
の
内
性
は
平
等
性
なb
o

自
然
平
等
性
よ
り
乃
至
原
始
生
物
を
義
生
し
、
幾
千
寓
の
階
級
を
経
て
人
類
に
准
み
、
益
々
其
が

特
殊
的
の
内
性
を
著
し
〈
し
、
個
々
の
我
執
も
畿
蓮
し
、
意
識
的
に
我
見
を
な
す
。

人
性
の
積
々



個
人
性
是
我
な
る
も
の
は
因
縁
和
合
の
来
合
た
る
を
識
ら
歩
し
て
、
賞
我
と
計
度
す
る
は
、
是
我

の
原
理
を
知
ら
ざ
る
凡
夫
の
妄
執
な
ち
と
は
、
唯
識
家
の
主
唱
す
る
慮
な
り
。
然
り
而
し
て
ま
た
研

究
す
ぺ
き
債
値
あ
る
も
の
は
、
個
人
的
特
殊
性
なb
o

生
理
皐
心
理
皐
上
よ
ち
研
究
す
Jへ
き
身
髄
を

構
成
す
ぺ
き
物
質
ω
細
胞
の
内
的
生
活
性
質
に
於
て
は
種
々
に
殊
れ
る
所
な
か
る
ぺ
か
ら
や
'
o

生
理

皐
心
開
皐
者
は
人
躍
を
構
成
す
る
骨
格
等
に
繰
っ
て
其
特
質
を
推
察
す
。
是
れ
個
人
性
を
構
成
す
る

因
な
り
。

人
の
内
性
た
る
我
と
な
る
肉
瞳
の
形
気
の
菓
質
に
就
て
も
種
々
に
分
つ
。
希
臓
の
カ

1

レ
シ
は
人

の
気
質
を
四
種
に
分
つ
。
一
、
多
血
質
、
血
液
循
環
が
援
々
快
活
に
て
熱
し
易
し
。a
-

、
臆
汁
質
、

筋
肉
よ
〈
接
達
し
威
巌
あ
り
。
三
、
粘
液
質
、
精
神
鈍
に
し
て
認
耐
強
し
。
四
、
一
神
経
質
、
頭
大
き

〈
膿
痩
せ
紳
経
敏
捷
な
b
J

、
等
と
大
別
す
。
四
質
相
互
錯
綜
混
合
し
て
ま
た
種
々
に
分
つ
ぺ
し
。

個
人
の
性
質
を
構
成
す
る
因
縁
は
、

一
一
一
一
七



先
天
的
要
素
7己

因
p・__'.喝占師・、

菓根

後
天
的
要
素
資
縁

~圃園、

境教

三
一
本

4
4
~
直

質遇

H
-一
一
氏

能費曾‘庭然

先
天
的
元
困
は
父
母
の
遺
体
。
内
に
、
根
本
的
本
能
は
宵
然
生
理
衝
動
、
飢
て
食
を
求
め
渇
し
て

水
を
需
む
る
如
き
、
直
血
買
と
は
人
の
蕃
川
拠
出
等
自
然
に
朔
衝
す
る
性
を
有
す
、
ま
た
肉
惚
物
質
的
の
菓

質
、
即
も
人
の
気
質
を
四
種
に
分
つ
が
如
し
。

後
天
に
は
周
閣
の
事
情
耽
曾
と
家
庭
教
育
に
よ
与
で
特
殊
的
性
を
成
立
す
。



後
天
に
は
四
閣
の
境
遇
に
規
定
せ
ら
る
U

地
勢
に
も
闘
係
す
。
例
へ
ば
山
岳
の
人
は
濁
立
的
勇
気

に
富
み
偏
狭
に
傾
き
易
〈
、
平
坦
の
地
に
栖
む
人
は
快
活
に
し
て
自
治
の
精
紳
に
乏
し
。
議
土
の
人

は
質
朴
に
し
て
都
曾
に
育
つ
人
は
軽
薄
に
流
れ
易
〈
、
ま
た
家
庭
と
枇
曾
と
皐
校
等
の
敬
育
の
事
情

は
人
の
性
質
を
種
々
仁
襲
性
し
む
。

家
庭
に
は
軍
人
と
商
家
農
家
と
官
吏
等
の
如
し
。
大
に
気
風
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
ま
た
太
平
の
時

代
、
戟
岡
時
代
等
の
境
遇
に
も
個
性
を
殊
に
す
。
ま
た
各
糞
闘
風
は
自
ら
倒
人
性
じ
及
ぼ
す
影
響
。

個
人
性
に
付
て
は
定
命
論
あb
o

自
然
に
天
運
循
環
し
て
其
人
の
生
年
月
等
に
よ
か
で
共
気
質
ぞ

天
に
菓
〈
と
。
ま
た
天
元
十
二
宮
十
干
等
天
運
が
人
の
運
命
を
来
た
す
と
。

何
れ
仁
し
で
も
個
人
性
の
種
々
に
分
名
、
所
以
の
ち
の
は
、
元
図
と
資
縁
の
世
界
的
相
待
即
ち
囚

縁
に
規
定
せ
ら
れ
批
る
こ
と
は
確
貨
な
り
。

個
人
の
性
先
天
的
本
龍
之
直
費
に
劃
し
て
は
、
宗
教
の
典
ふ
る
所
は
之
を
閉
経
し
て
如
来
の
平
等

世
智
ι
契
は
し
め
、
却
も
糞
埋
め
光
明
を
う
る
な
ち
。
形
績
の
質
ι
は
、
詣
然
に
其
葉
げ
た
る
偏
僻

三
JL 



-
問
。

を
弛
れ
ぎ
る
が
故
に
、
之
を
抱
一
汰
し
霊
化
す
る
に
あ
り
。
後
天
の
境
遇
に
よb
て
薫
染
し
た
る
悪
習

を
一
洗
し
正
善
に
鍛
練
す
る
に
あ
り
。

斯
〈
個
人
性
質
は
千
差
寓
別
に
し
て
各
特
殊
的
な
b
o

然
れ
共
こ
れ
を
規
定
す
る
に
は
因
縁
を
待

党
ぎ
る
ぺ
か
ら
や
'
o

之
を
依
他
起
性
と
名
づ
〈
。

二
、
依

他

起

性

依
他
起
性
と
は
ま
た
因
縁
性
と
る
云
ひ
、
世
界
自
然
じ
有
す
る
所
の
性
能
に
て
、
世
界
寓
物
は
是

非
と
も
因
縁
の
約
束
を
離
れ
て
成
立
す
る
も
の
な
〈
、
因
は
濁
b

成
ら
子
必
守
縁
を
待
つ
、
例
へ
ば

地
球
の
高
物
は
太
陽
の
縁
カ
に
よ
ら
g
れ
ば
生
成
す
る
こ
と
能
は
F
る
が
却
し
。
陰
陽
二
気
相
依
つ

て
雌
雄
相
交
ひ
て
生
成
す
る
が
却
し
。

物

の

�:J1 

カ

因
縁
相
和
し
物
を
成
す
。
高
物
が
因
縁
を
な
す
所
以
は
、
物
に
は
必4
7内
面
に
人
の
理
性
の
如
き



性
能
を
有
す
れ
ば
な
b
o

物
に
引
力
あ
る
は
物
々
皆
内
性
の
自
己
に
因
縁
を
求
め
て
合
せ
ん
と
す
る
理
性
存
せbo

若
し
物

に
自
動
の
カ
め
る
を
否
定
せ
ば
引
力
の
依
b

て
出
る
所
を
認
む
る
能
は
g
る
ぺ
し
。

物
分
子
の
因
縁
が
す
ぺ
て
の
分
子
は
相
E
に
自
己
に
引
力
の
理
性
あ
り
て
自
ら
愛
す
る
も
の
と
抱

会
し
、
叉
縁
謹
る
時
は
則
も
去
っ
て
、
ま
た
他
の
愛
す
る
分
子
と
抱
合
す
。
化
皐
の
元
素
に
於
て
も

元
素
相
互
の
因
縁
力
あ
り
て
、
因
縁
相
臆
す
る
もω
は
合
し
、
否
な
れ
ば
離
散
す
。
酸
素
の
プ
と
水

素
の
二
を
接
着
せ
し
む
れ
ば
雨
性
相
臆
す
る
が
故
に
抱
合
す
。
ま
た
ユ
ト
ロ
9
9セ
p
y

の
如
き
は

此
親
和
力
に
針
し
て
離
聞
を
性
と
す
る
窒
素
の
作
用
なb
。
彼
は
因
縁
相
臆
せF
る
が
故
に
離
散
す
。

物
質
に
愛
情
の
念
あ
ち
と
へ
ヅ
ケ
Y
が
解
し
た
る
ち
、
物
質
の
内
性
は
人
の
愛
情
の
如
き
理
性
あ

る
如
〈
に
謂
ひ
て
、
相
愛
す
る
ち
の
は
因
縁
相
依
り
て
抱
合
す
。

依
他
起
性
の
横
竪

世
界
寓
物
は
他
に
依
b

て
起
る
。
高
法
が
横
に
空
間
的
に
相
依
り
て
成
す
を
因
縁
と
云
ひ
、
竪
に

凶



[J}! 

時
間
的
に
相
依
る
を
因
果
と
一
去
ふ
。

見
よ
宇
宙
の
無
限
な
る
、
天
踏
の
無
数
な
る
、
因
縁
相
依
っ
て
綱
の
如
〈
に
、
星
宿
相
ひ
連
絡
し
、

成
佐
壊
室
、
成
む
て
は
ま
た
壊
し
、
元
因
に
は
必
守
結
果
あ
り
、
因
果
貫
蓮
し
て
永
劫
に
窮

b

な
し
。

生
物
の
蓮
絡

人
生
の
因
縁
の
蓮
絡
は
原
始
の
人
類
よ
り
l
l

物
心
和
互
の
棚
係
l
l

鴻
物
の
燦
然
土
品
秩
序
l
l

因
縁
因
果

天
館
地
界
動
植
物
に
依
頼
あ
り
秩
序
あ
ち
。
ま
た
一
滴
の
水
一
知
の
塵
に
も
分
子
の
組
合
し
て
散

怖
」
守
。

時
間
的
に
も
荷
物
が
一
念
一
刻
の
少
時
間
よ
り
、
千
高
年
永
劫
に
一
切
の
生
物
が
生
滅
起
伏
し
、

無
機
物
も
其
朕
態
が
種
々
に
縫
持
し
て
止
ま
令
。
昼
間
的
に
緯
を
成
し
、
時
間
的ι
経
を
航
し
た
る

寓
物
が
襲
鴨
極
り
な
き
中
に
、
之
を
統
一
し
揖
理
す
る
所
の
理
性
な
か
るJ
Rか
ら
子
。

因

縁



四

-
倶
有
鹿
i
l
l
-

士
用
果

一
同
類
因
|
|
等
流
果

縁
(
梅
謄
鴎
・i
i

企
用
呆

一
遁
行
因
!
l
i

等
流
呆

一
異
熟
因
|
|
異
熟
巣

縁
~
等
無
間
縁
〆

』
所
縁
々
)
能
作
因
i

増
上
果

増
上
縁
、

悶

離
襲
果

悶
織
の
中
、

倶
有
国
土
用
果
。1
1

保
有
は
同
時
の
鴎
果e
窓
間
的
に
因
果
、
甲
乙
問
時
じ
相
ひ
待
つ
で
成
立

す
。
天
文
皐
の
太
陽
と
地
球
相
互
の
引
力
、
雄
物
血
中
の
植
物
は
動
物
と
の
楓
健
相
互
の
関
係
に
て
同

時
の
因
果
怯
な
b
o

同
類
蹄
等
流
果
。
ーi
時
間
的
に
前
俵
瀧
織
し
て
絶
え
今
暴
時
の
因
果
法
な

b
o

因
果
の
高
物
が

生
滅
暢
鍾
す
る
は
火
袋
の
撫c
、
高
有
は
念
々
に
生
滅
し
て
、
自
己
の
{
定
の
法
周
を
守
ち
て
、
入

-
m時
三



一
四
四

聞
の
血
肉
骨
等
、
前
後
新
陳
代
謝
し
な
が
ら
、
自
己
の
定
性
を
失
は
す
、
無
終
に
生
滅
麓
化
の
中
に
、

各
々
自
性
を
守
る
は
、
化
皐
の
元
素
の
襲
化
し
な
が
ら
ち
各
自
性
を
守
る
が
如
し
。
同
額
因
に
依
つ

て
等
流
果
を
得
る
。

相
腰
因
土
用
果
。
|
|
心
に
属
す
る
因
果
法
に
し
て
、
前
の
倶
有
国
に
由
て
士
用
果
を
得
る
物
に

関
す
る
分
を
除
き
心
理
に
の
み
関
係
す
る
因
果
法
な
り
。
心
法
の
四
十
六
種
其
心
つ
作
用
は
必
今
時

聞
を
別
に
し
て
起
る
に
あ
ら
子
。
花
を
視
る
に
、
能
縁
の
心
が
所
縁
の
境
に
接
鯛
し
、
又
幾
分
の
警

費
(
作
意
)
を
な
し
、
又
快
威
不
快
(
受
)
、
青
か
白
か
(
想
像
)
思
惟
観
察
(
思
)
因
縁
相
醸
し
て
菊
花

等
の
認
識
を
生
今
。

遁
行
因
等
流
果
。
|
|
前
の
同
類
固
と
寛
狭
の
別
な
り
。
貧
眠
等
の
(
十
)
見
此
の
煩
憐
は
四
諦
の

中
に
遁
行
す
る
故
に
、

異
熟
困
異
熟
果
。
|
|
異
熟
と
は
果
に
就
て
の
語
、
異
熟
の
果
そ
呈
す
る
原
因
の
故
に
、
善
悪
無

記
に
於
て
、
困
は
善
或
は
悪
に
し
て
、
果
は
無
記
。
善
悪
の
業
に
依
て
未
来
異
熟
の
果
を
生
十
。
業



因
に
二
種
、
引
業
主
浦
業
。

増
上
縁
の
中
、

能
作
因
増
上
呆
。
ー
ー
一
の
結
呆
に
、
全
宇
宙
の
寓
有
悉
〈
其
原
因
な
b
o

直
接
親
密
強
勝
的
に

勢
力
を
典
ふ
る
ち
の
、
倶
有
等
の
五
種
因
果
法
と
、
第
二
間
接
弱
劣
的
に
資
〈
る
典
力
増
上
の
龍
作

園
、
及
び
第
三
類
に
直
接
に
勢
力
を
典
へ
や
間
接
に
も
(

、_，

ハ
中
絶
}

異
性
の
妙
用
因
縁
に
よ
b

て
襲
易
す
。
異
理
の
霊
能
之
を
性
徳
と
一
再
ひ
、
因
縁
に
よ

b

て
寓
有
に

現
象
す
。
因
縁
を
離
れ
て
寓
有
と
現
今
る
能
は
今
。
賞
性
随
縁
々
々
賞
性
。
原
因
あ
れ
ば
必
予
結
果

あ
b
o

之
を
物
理
に
例
せ
ば
貫
性
は
物
分
子
の
如
〈
、
因
縁
成
立
の
高
象
は
恰
も
事
物
の
如
し
。
分

子
が
因
縁
に
よ
ち
て
事
物
と
な
り
、
事
物
と
な
り
て
も
分
子
は
其
質
を
盤
暗
中
。
性
徳
寓
物
に
現
象

す
と
も
改
襲
な
し
。

随
縁
獲
易
の
高
物
に
、
因
果
の
聞
係
法
則
般
然
と
し
て
、
古
今
改
轄
す
る
事
な
き
は
、
本
不
畿
の

ニ
四
五



司
四
大

質
性
之
を
統
h
点
れ
ば
な
り
@

因
縁
因
果
の
成
す
高
物
の
裏
面
に
有
す
る
理
性
、

縁
起
法
界

迎
賓
因
果

不
思
議

韓
迦
大
悟
の
異
理
上
に
現
象
せ
る
因
果
縁
起
の
異
祝
を
説
明
す
る
に
、
心
界
の
現
象
も
因
果
法
則

じ
よ
り
て
動
き
、
物
界
的
現
象
も
亦
然h
o

三
、
園
成
貫
性

紳
性

闘
成
賞
性
は
前
偏
依
二
性
の
根
底
、
一
切
の
人
性
と
相
待
規
定
の
世
界
性
と
は
此
貫
性
を
離
れ
て

健
あ
る
こ
と
な
し
。
世
界
寓
物
は
因
縁
の
闘
係
を
離
れ
て
成
~
'
る
こ
と
あ
る
ぺ
か
ら
歩
。
之
が
統

一
的
棋
底
た
る
は
賓
性
な
り
。
賞
性
は
因
縁
に
よ
り
て
成
れ
る
に
非
歩
。
故
に
相
待
を
超
え
て
絶
叫
到

ま
た
他
に
規
定
せ
ら
る
、
ち
の
に
非
今
。
同
一
の
本
健
闘
満
に
し
て
快
〈
る
所
な
〈
本
然
自
爾
。
造

作
を
離
る
、
故
に
成
と
一
疋
ふ
。
平
等
永
恒
異
質
の
理
性
な
れ
ば
・
質
性
と
云
ふ
。
貫
性
は
絶
封
無
規
定



一
切
差
別
を
離
れ
た
る
故
に
平
等
と
云
ふ
。
賓
性
は
時
間
昼
間
及
び
一
切
差
別
を
絶
し
寓
物
の
自
性
。

平
等
の
質
性
は
一
切
背
骨
物
の
自
性
に
し
て
、
若
し
比
質
性
な
か
ら
ん
か
世
界
寓
物
あ
る
こ
と
な
し
。

理

性

平
等
性
智
は
人
の
精
神
の
理
牲
に
相
比
す
ぺ
き
も
の
、
平
等
の
性
智
が
一
-
切
に
内
性
と
し
て
存
す

れ
ば
こ
そ
、
自
然
律
と
し
て
天
則
、
自
然
に
秩
序
が
整
束
す
。
然
れ
ば
宇
宙
開
一
切
高
物
の
生
成
活

動
の
中
に
一
と
し
て
秩
序
の
整
は
F

る
な
し
。
高
物
は
平
等
性
の
内
存
に
し
て
之
を
離
れ
た
る
も
の

在
る
こ
と
な
し
。
本
性
は
太
自
由
な
与
、
一
切
を
自
己
よ
ち
殺
す
。

質
性
の
両
横
は
外
面
よh
v

は
因
果
の
理
法
と
し
て
観
性
ら
る
。
高
物
は
生
成
に
は
必
守
因
果
的
に

現
時
る
。
内
観
す
れ
ば
性
智
が
自
由
の
礎
現
なb
o

平
等
性
が
接
現
し
て
因
果
律
'
と
な
り
ま
た
一
切

個
々
差
別
の
自
性
と
現
は
る
。

組
勢
同
時
態
、
平
等
一
ン
却
の
理
性
の
一
切
差
別
寓
有
の
性
な

b
o

「
如
平
等
の
住
之
一
京
ふ
も
、
無

震
倍
健
超
然
草
濁
の
謂
に
あ
ら
歩
。
一
切
寓
有
の
中
に
存
在
し
て
自
由
援
助
す
。

一
凶
七



一
四
八

性

徳

平
等
一
如
の
本
質
に
一
切
高
有
の
性
徳
を
含
撮
し
て
遣
す
こ
と
な
し
。
例
へ
ば
凡
そ
複
雑
極
り
な

き
も
の
人
の
脳
髄
の
構
造
に
及
ぶ
も
の
め
ら
g

る
ぺ
し
。
臓
髄
に
は
一
切
の
記
憶
、
心
象
、
戚
情
、

智
力
、
意
志
性
格
等
の
一
切
活
動
を
包
括
し
て
遣
す
こ
と
な
し
。
然
れ
E

も
臓
は
ま
た
本
来
無
一
物

に
し
て
一
如
平
等
た
b
o

平
等
に
し
て
一
切
の
差
別
を
線
括
す
。
宇
宙
会
慢
の
園
成
性
の
一
分
子
た

る
個
人
の
脳
髄
も
亦
花
然b
o

一
切
差
別
を
包
括
し
て
平
等
な
り
。
混
や
一
切
の
淵
源
た
る
、
切

を
包
括
せ
る
宇
宙
心
の
聞
成
性
に
於
て
を
や
。

密
家
に
、
性
智
を
、
因
に
は
虚
空
裁
に
配
し
、
果
に
は
賓
生
如
来
を
以
て
す
。
虚
空
績
は
虚
空
に

一
切
高
有
を
包
蔵
す
る
が
如
〈
、
性
徳
無
壷
を
具
備
し
て
飴
り
な
し
。
果
舟
に
は
本
有
に
具
備
せ
る

性
徳
の
修
得
顕
現
の
一
切
智
を
賓
生
如
来
と
云
ふ
。
ま
た
費
生
如
来
を
三
界
の
主
と
名
づ
〈
る
は
即

も
大
我
の
義
な
り
。
大
目
を
大
我
と
す
る
は
線
稽
に
し
て
理
性
を
大
我
と
云
ふ
は
別
の
名
な
b
o

聞
成
貫
性
と
は
皐
語
に
て
大
日
大
我
ま
た
賓
生
如
来
等
は
是
れ
宗
教
の
表
披
な

h
v
o



宇
宙
内
存
の
心
支
如
来
の
理
性
が
一
切
高
有
に
内
在
し
て
、一
方
に
は
天
則
秩
序
と
し
て
、
自
殺

的
に
寓
物
を
産
出
せ
し
む
る
に
、
論
理
的
規
律
に
随
て
建
設
す
。
若
し
人
に
理
性
な
か
ら
ん
か
す
ぺ

て
の
秩
序
を
整
頓
す
る
の
能
な
し
。
平
等
性
は
高
有
の
内
的
理
性
な
れ
ば
、
自
然
の
遺
作
は
一
と
し

て
秩
序
を
な
さ
古
る
な
(
、
保
理
な
き
な
し
。
自
然
界
の
内
性
自
畿
的
の
勢
力
よb
産
出
せ
る
寓
物

を
外
部
よ
b

見
れ
ば
因
果
律
的
に
現
は
る
。
之
を
依
他
志
位
と
云
ふ
。
因
縁
依
他
の
根
底
は
平
等
性

に
あ
り
。
依
他
起
性
の
因
縁
を
籍b
て
成
立
し
た
る
個
人
性
は
即
も
吾
人
なb
o

此
偏
執
的
の
吾
人

も
本
国
成
性
を
も
て
自
性
と
す
れE
も
、
偏
計
の
肉
我
の
凡
質
に
覆
は
れ
て
、
自
性
天
異
の
光
を
失

ふ
。
終
局
目
的
の
心
霊
界
に
向
ひ
て
、
如
来
の
性
智
に
蹄
す
る
時
は
一
如
に
曾
す
。

平
等
即
も
差
別

例
へ
ば
物
理
的
に
平
等
の
異
理
は
分
子
の
如
〈
依
他
の
差
別
は
事
ム
ザ
物
々
の
如
し
。
事
物
は
盤
化

起
伏
休
む
こ
と
な
き
も
、
分
子
は
千
高
年
を
経
て
も
其
自
性
を
鑓
4
7る
こ
と
な
し
。
平
等
の
理
性
は

依
他
の
因
縁
に
よb
て
、
十
界
依
正
乃
至
無
壷
の
一
切
に
錘
現
す
と
も
、
平
等
の
理
性
は
常
然
主
し

-
M問
九
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て
不
拙
慢
な
り
。
因
縁
に
依
っ
て
十
界
三
千
乃
至
塵
歎
ω
寓
象
を
現
予
@

差
別

の

平
等

自

接

自

動

舗
に
臼
〈
、
平
等
性
を
根
底
止
し
て
は
、
無
蓋
の
差
別
を
義
生
し
、

凡
そ
一
切
差
別
の
高
物
は
全
一
の
理
性
を
根
底
と
し
、
即
も
闘
成
貧
性
が
自
殺
自
動
的
に
綾
生
せ

る
寓
物
が
、
表
面
に
は
因
縁
相
依
ち
因
果
連
綿
し
て
、
種
々
に
襲
現
す
る
色
、
内
面
は
平
等
理
性
な

り
と
す
。

高
物
は
平
等
性
一
元

元
動
植
物
の
一
元
|
|
動
物
と
植
物
と
は
、
高
等
に
畿
蓬
し
た
る
松
柏
と
牛
馬
と
の
如
く
に
歪
て

は
其
差
別
の
懸
隔
甚
し
き
も
、
其
原
始
に
遡
る
時
は
無
差
別
の
平
等
な
り
と
一
冨
ふ
ぺ
し
。
動
植
物
何

れ
も
其
原
始
は
一
の
ア
メ
ン
バ
の
微
粒
が
水
中
に
瀞
泳
し
ゐ
た
争
。
是
れ
植
物
に
も
動
物
に
も
別
か



れ
や
ヲ
し
て
動
植
何
れ
に
も
成
り
う
ぺ
き
生
物
なb
き
。
最
下
級
な
る
徴
粒
に
至
つ
て
は
手
不
ラ
の
如

き
プ
ロ

A
イ
オ
ン
の
如
き
生
物
に
も
無
生
物
に
も
決
し
難
告
な
り
。

却
も
其
原
始
は
地
球
が
冷
却
し
た
る
時
、
太
陽
の
先
線
と
電
気
の
或
部
分
の
因
縁
力
に
よ
ち
て
一

積
の
生
物
的
組
織
を
な
し
、
こ
れ
を
原
形
質
と
云
ふ
。
即
も
炭
酸
水
窒
の
化
合
物
な
b
o

此
四
元
素

は
是
れ
物
質
な
b
o

此
物
質
に
自
然
生
命
あ
・9
て
、
こ
の
徹
粒
よ
り
按
蓬
し
進
化
しτ
、
下
等
な
る

動
植
物
よ
b

寛
に
進
ん
で
高
等
な
る
動
物
に
化
し
た
る
も
の
な
b
t
o

化
皐
の
元
素
も
今
日
は
七
八
十
の
元
素
あb
と
云
は
る
。
其
元
素
に
も
ま
た
其
元
素
た
る
ぺ
き
も

の
あ
る
ぺ
し
。
即
ち
単
純
、
酸
、
水窒
の
如
き
、
ま
た
此
四
元
素
に
も
其
元
々
素
は
車
純
平
等
の
元
素

よ
b

も
其
因
縁
の
結
果
と
し
て
種
々
の
元
素
之
な
り
し
如
し
と
は
、
専
門
事
者
の
設
なhJ
O

之
に
由

っ
て
之
を
見
れ
ば
平
等
の
一
元
よ
ち
因
縁
に
よ
り
て
敷
多
の
元
素
主
化
し
た
b

し
を
知
る
。

回
〈
、

一
大
元
素
は
平
等
同
一
な
る
弘
英
中
に
唯
だ
因
縁
相
癒
し
て
接
近
す
る
も
の
之
、
因
縁
相

膿
せ
守
し
て
離
間
す
る
部
と
あ
り
。
相
臆
す
る
部
分
は
相
ひ
接
し
相
ひ
来
っ
て
力
の
起
黙
を
生
子
、

五



五

是
れ
即
も
極
徴
分
子
な
h
p
o

此
分
子
の
因
縁
カ
は
盆
加
は
れ
ば
元
素
と
なb
物
質
と
な
る
。
相
臆
せ

ぎ
る
部
分
は
相
臆
せ
る
物
カ
の
矯
に
緊
張
せ
ら
れ
て
反
抗
の
力
を
生
じ
、
相
臆
せ
る
も
の
は
漏
和
合

し
て
重
厚
主
な
り
、
相
膳
せ
ざ
る
も
の
は
鏡
稀
薄
と
な
る
。
物
質
は
重
厚
の
極
に
し
て
、
宇
宙
平
等

の
消
極
力
を
集
め
て
陰
動
し
、
稀
薄
の
極
は
即
も
精
気
に
し
て
、
平
等
の
精
極
力
をA口
し
、
物
質
に

艶
し
て
陽
動
す
。
宇
宙
一
切
の
現
象
界
は
物
質
と
構
築
の
因
縁
合
散
の
聞
係
よ
・

9

成
b

し
も
の
と
云

は
る
。
寓
物
は
根
本
平
等
の
一
元
に
し
て
因
縁
力
の
震
に
麓
化
す
。
此
寓
物
は
表
面
よ
b

見
れ
ば
因

縁
力
因
果
律
に
生
滅
獲
易
す
る
も
の
の
、
其
高
物
の
内
面
に
、一切
有
機
物
は
自
己
の
内
性
よ
b

自

義
的
に
生
成
す
。
例
へ
ば
稲
の
種
子
は
土
地
主
潤
熱
等
の
縁
力
に
よ
ら
g
れ
ば
藤
盛
せ
g
る
な
り
。

然
れ
E

も
外
部
よ
り
其
助
縁
を
典
ふ
る
と
込
自
己
に
自
接
す
ぺ
き
性
能
な
か
ら
ん
か
い
か
で
か
繭
横

す
ぺ
き
も
の
ぞ
。

一
切
の
動
植
物
が
生
成
化
育
の
現
は
同
じ
〈
自
殺
的
自
治
的
な
る
は
こ
れ
が
原
理

な
か
る
ぺ
か
ら
?
。
即
も
一
切
寓
物
の
根
底
自
性
が
平
等
の
一
元
性
に
基
源
す
る
も
の
と
言
ふ
ぺ
し
。

物
質
内
性の



物
質
皆
な
活
げ
b

と
は
、
植
物
の
如
き
地
下
に
根
を
張
り
空
中
に
蔓
を
は
び
こb
自
ら
動
き
自
ら

滑
り
ι

リ
。
ま
た
替
養
升
を
自
ら
殴
集
し
其
生
活
的
形
式
の
働
言
動
物
と
異
な
る
こ
主
な
し
。

一
切
高
物
は
外
面
よb
見
れ
ば
物
質
に
し
て
、
内
面
よ
b

自
観
す
れ
ば
精
紳
な
り
。
此
生
命
心
力

の
内
的
生
活
を
性
と
云
ふ
。
然
れ
ば
一
切
寓
物
の
内
的
生
活
の
皆
な
差
別
の
性
を
な
す
ち
共
根
底
に

至
て
は
平
等
の
一
一
性
な
b
t

云
は
ゴ
る
ぺ
か
ら
や
'
o

物
質
内
性
即
も
理
性
な
れ
ば
、
物
質
向
上
せ
ば
即
も
生
物
と
な
る
。
是
れ
内
性
に
よ
れ
ば
な
り
。

す
ぺ
て
の
生
物
は
皆
個
性
、
人
は
い
か
に
準
歩
す
と
ち
平
等
の
自
性
を
離
れ
て
生
物
を
造
る
こ
と
、

能
は
歩
。
人
力
を
以
て
茨
水
等
を
以
て
原
形
質
を
造
り
乃
至
生
物
を
造
る
こ
と
能
は4
7
0其
原
形
質
.

な
る
者
は
前
代
の
形
質
よ
b

生
十
。
然
ら
ば
共
原
形
質
も
地
球
の
太
初
す
ぺ
て
の
生
物
な
か
り
き
。

然
れ
ば
何
れ
よ
り
殺
生
し
た
り
し
ゃ
。
そ
は
地
球
の
冷
却
し
た
る
或
程
度
に
於
て
自
然
に
捷
生
し
た

る
は
地
球
の
内
性
平
等
性
た
れ
ば
な
り
。

平
等
性
は
宇
宙
線
憶
の
内
性
なh
o

全
一
の
理
性
を
根
底
と
し
て
、
此
に
性
智
が
世
界
に
寓
‘
物
を

五
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自
痩
せ
し
む
る
に
は
内
よ
り
接
す
。

外
面
に
は
因
縁
因
果
の
闘
係
と
現
は
る
。
平
等
全
一
の
力
能
〈
寓
物
を
制
す
。
常
に
生
物
を
向
上

せ
し
む
。
ま
た
原
形
質
を
造
り
生
命
を
造
る
。
宇
宙
全
慢
の
内
性
が
即
も
造
化
な
b
o

宇
宙
は
絶
大

の
設
備
絶
大
の
構
造
、
永
久
自
動
の
働
き
は
濁
り
平
等
性
の
み
能
〈
す
。

宇
宙
は
全
一
の
理
性
な
り
。
一
切
の
局
部
た
る
差
別
の
個
々
は
、
絶
卦
的
に
猫
立
の
自
性
を
有
せ

子
。
個
冷
は
平
等
金
一
を
自
性
と
し
て
其
相
侍
的
差
別
の
一
員
な
b
o

宇
宙
は
絶
艶
の
現
性
に
し
て

寓
有
は
一
理
性
の
鍾
性
な
b
o

二
、
平
等
性
は
質
擬
及
び
意
識
の
ニ
性
の
下
に
差
別
性
に
接
展
す
。

一
二
、
平
等
性
因
縁
の
作
用
は
、
平
等
性
が
、
自
己
を
差
別
の
調
和
的
鐘
態
に
礎
展
す
る
自
性
に
し

て
、
目
的
論
的
必
然
の
現
象
な
り
と
す
。

絶
封
間
性
は
自
由
に
し
て
瑚
性
な
れ
ば
、
論
理
的
に
必
然
性
を
も
て
自
己
の
本
質
を
接
展
す
。
.
平

等
性
は
内
面
よ
ち
自
礎
的
の
調
和
を
保
つ
。
全
慢
と
し
て
の
高
有
は
外
部
の
制
裁
を
う
り
歩
。



平
等
性
の
必
然
的
理
性
は
平
等
よ
り
差
別
に
接
展
す
る
は
向
上
の
目
的
あ
れ
ば
なbo

平
等
よ
り
差
別
に
後
展
す

宇
宙
の
内
性
は
平
等
に
し
て
、
理
性
は
寓
有
の
内
性
に
し
て
金
一
一
性
を
高
有
の
根
底
と
し
て
、
高

物
を
向
上
礎
遼
せ
し
む
。
平
等
全
一
よ
り
差
別
に
向
っ
て
稜
展
す
と
の
理
は
寓
有
が
自
己
に
共
性
能

を
伏
癒
せ
り
。
生
物
準
化
の
理
に
つ
い
て
考
ふ
る
色
、
原
始
動
物
の
原
形
質
に
己
に
種
冷
の
階
級
に

向
上
す
ぺ
き
性
能
を
伏
搬
す
と
言
ふ
る
不
可
な
か
ら
ん
。
生
物
生
命
の
内
性
に
人
類
に
成
り
う
ぺ
き

伏
能
を
有
し
た
る
も
の
と
云
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
子
。

一
種
よ
り
差
別
。
原
始
生
物
の
微
粒
に
濁
一
的
統
一
の
憶
系
を
な
す
故
に
、
極
小
の
生
命
は
、
汎

榊
論
に
、
栂
大
の
個
慢
な
0
0

極
大
が
大
造
化
の
如
〈
極
小
も
小
選
化
なb
o

極
小
の
生
物
に
内
性

が
一
微
粒
の
原
形
質
表
酸
の
化
合
物
の
一
個
が
亦
れ
て
二
個
と
な
り
、
ま
た
分
殖
し
乃
至
雌
雄
雨
性

を
分
つ
に
至
て
は
合
躍
し
て
ま
た
舟
殖
す
。
最
微
小
な
る
生
物
の
原
形
質
よ
o
n
T殖
し
臆
化
し
種
今

二
丸
五



一
流
大

に
鍵
易
し
遺
惇
し
自
然
淘
汰
の
現
に
進
化
せ
ら
れ
て
単
細
胞
、
水
母
形
、
脊
椎
乃
至
人
類
に
至
る
。

前
の
原
形
質
よ
b

分
れ
て
、
つ
い
に
因
縁
相
ひ
依
り
て
、
一
躍
よ
b
R
7れ
て
、
時
間
的
に
子
φ

孫

孫
に
相
績
し
、
昼
間
的
に
は
分
殖
舟
探
し
て
、
世
界
全
面
に
蔓
延
す
。
一
切
の
生
物
生
命
は
本
一
睡

よ

h

、
虞
〈
世
界
に
分
布
し
長
〈
連
綿
と
し
て
断
ゆ
る
こ
と
な
し
。

生

物

進

イも

世
界
寓
物
は
自
己
に
生
命
と
な
る
ぺ
き
性
能
を
有
す
る
は
内
面
に
平
等
全
一
の
理
性
を
有
す
れ
ば

な
b
o

世
界
に
於
て
生
物
の
生
命
は
物
質
的
化
皐
的
外
面
上
よ
b

の
研
究
に
よ
れ
ば
回
〈
、
生
物
生

命
は
炭
酸
水
窒
の
化
合
物
の
原
形
質
に
酸
化
と
碍
接
力
あ
b
o

酸
化
は
生
活
力
の
元
気
、
部
援
は
按

動
の
元
、
ま
た
消
化
と
分
殖
作
用
起
る
。
消
化
は
梼
養
を
ち
て
自
己
を
保
存
し
、
分
殖
は
種
族
を
保

存
す
。

此
ニ
作
用
は
生
物
を
向
上
せ
し
む
る
機
能
な
b
o



準
化
に
五
則
あ
り
。

一
、
生
存
競
争
の
努
力
。
一
寸
獲
易
、
身
膿
組
織
の
物
質
が
自
然
に
襲
易
し

之
に
闘
っ
て
種
類
を
生
中
。
三
、
臆
化
、
身
躍
が
外
界
の
縁
に
戚
臆
す
。
四
、
遺
惇
其
形
質
を
遺
す
。

内

'性

伏

蔵

全
一
な
る
内
性
の
分
た
る
個
人
の
内
性
な
れ
ば
、一
億
の
理
性
よ
り
差
別
の
高
性
が
礎
展
せ
h
と

云
は
立
、
種
性
の
淵
源
は
如
何
。

平
等
の
神
性
は
絶
劃
一
如
。
一
如
は
無
定
性
o
h制
定
性
と
は
一
性
、
一
一
性
は
消
極
の
無
性
に
あ
ら

守
し
て
無
性
は
性
と
し
て
性
な
ら
ま
る
は
な
き
積
極
的
平
等
性
な
り
。
平
等
無
定
性
の
一
理
よ
り
一

切
差
別
の
高
性
を
開
展
す
。

一
如
の
現
性
に
無
謹
の
性
徳
を
具
備
し
、一
切
智
の
理
性
に
よ
り
て
よ
く
秩
序
を
整
束
し
て
高
物

を
産
出
す
。

統

橋

理

=
九
七



二
九
八

相
制
の
統
一
一
位
l
l

一
切
の
差
別
は
平
等
性l
l

内
商
よ
り
自
費
的
の
調
和
ら
保
つ

宇
宙
高
有
が
相
E
の
閥
係
に
就
い
て
は
、
寓
物
を
統
一
す
る
理
性
の
存
布
す
る
こ
と
を
承
認
せ
ら

る
ぺ
し
。
規
よ
天
慢
の
星
宿
は
昼
間
的
に
は
一
の
太
陽
系
に
撤
多
の
鹿
屋
を
率
ひ
、
相
互
に
闘
謹
し
、

各
恒
星
は
備
は
大
な
る
聯
絡
を
も
て
因
縁
を
成
し
、
帝
網
の
如
〈
仁
、
昼
間
に
繋
れ
、
地
上
の
寓
物

が
相
互
に
相
ひ
制
し
因
縁
相
係
っ
て
散
在
せ
り
。
ま
た
時
間
的
に
は
、
-
切
の
星
辰
が
成
じ
て
は
ま

た
壊
し
、
壊
し
て
は
ま
た
成
じ
、
成
住
壊
室
、
因
果
的
の
闘
係
を
も
て
展
轄
し
て
貫
越
す
。
世
界
の

寓
物
大
小
と
な
〈
擾
ι
ザ
紛
冷
た
る
、
こ
れ
ら
を
外
部
よb
謄
望
す
る
時
は
相
互
の
何
の
闘
係
も
な
き

如
〈
に
見
ゆ
る
も
、
其
内
性
に
於
て
不
可
離
の
闘
聯
を
な
す
は
、
相
待
関
係
の
裏
面
に
平
等
性
に
統

一
一
構
理
せ
ら
れ
た
b
o人

類
及
び
生
物
の
内
性
の
連
絡

地
上
高
物
中
に
就
い
て
、
有
機
物
が
因
縁
相
ひ
依
b

て
成
立
し
、
因
果
相
ひ
係
ち
て
相
績
す
。
夫

締
相
ひ
繰
り
、
親
子
の
因
果
組
先
よb
し
て
累
代
に
分
布
し
、
世
界
に
捕
蔓
し
、
人
類
の
原
始
よ
b



現
代
に
至
る
ま
で
、
親
の
精
核
が
子
仁
結
び
、
千
寓
代
を
逼
じ
て
一
系
連
綿
花
h
ノO

寓
岡
仁
亘
b

て

繁
茂
せb
o

寒
に
是
れ
一
室
の
技
僚
に
外
な
ら
令
。

濁
h

人
類
に
の
み
仁
あ
ら
す
、
生
物
原
始
の
源
よ
b

人
類
に
至
る
ま
で
の
生
物
生
命
の
血
脈
は
系

統
蓮
綿
花
h
o

吾
人
が
肉
的
生
命
の
脈
絡
を
操
ち
て
高
々
代
の
祖
先
に
遡
る
時
は
劣
等
な
る
生
物
た

る
や
疑
ふ
ぺ
か
ら
や
J
O

空
間
に
世
界
に
績
布
し
時
間
に
一
切
生
物
の
階
級
を
遁
じ
て
内
的
生
命
の
闘
係
を
な
す
に
は
、
ま

た
内
性
に
於
て
平
等
の
理
性
の
存
在
は
否
定
す
べ
か
ら
歩
。

白
後
的
調
和

秩
序
の
整
束

自
然
界
の
寓
物
元
睡
よ
b

一
切
生
物
に
至
る
ま
で
、
宇
宙
開
に
現
存
す
る
寓
物
の
般
態
を
見
る
に
、

い
か
に
紛
々
擾
々
た
る
も
、
秩
序
の
整
然
た
らF
る
は
な
し
。

宇
宙
の
寓
物
に
建
設
的
衝
合
の
行
は
る
、
ゃ
、
太
陽
系
を
見
て
ち
其
調
和
の
よ
〈
調
ひ
た
る
、
遠

一
五
九



一
ム
ハO

心
力
と
近
心
力
の
遊
星
の
巡
環
す
る
や
、
太
陽
を
中
心
と
し
て
公
聴
し
、
其
秩
序
の
整
然
た
る
規
律

の
正
し
き
こ
と
永
劫
に
逮
は
子
。
天
腫
の
無
数
の
星
宿
何
れ
か
其
正
規
を
逸
す
る
も
の
ぞ
。
地
上
の

寓
物
何
物
か
自
然
の
律
に
闘
せ
ぎ
る
も
の
か
あ
る
。

寓
物
一
定
せ
る
規
則
の
存
す
る
こ
と
は
平
等
理
智
に
統
ぺ
ら
る
れ
ば
なbo

唯
物
論
者
が
自
然
の
働
を
説
明
す
る
に
、
高
物
の
生
々
活
動
は
之
を
成
立
す
る
物
質
の
非
理
的
分

子
炉
盲
目
的
に
葉
会
し
偶
然
に
殺
生
し
た
る
結
果
なb
と
云
ふ
が
如
き
は
、
吾
人
は
肯
壱
ぎ
る
所
、

高
物
が
自
己
よ
り
自
礎
的
に
生
成
す
る
に
、
論
理
的
規
律
に
随
て
動
〈
ぺ
き
理
性
が
存
し
、
秩
序
の

整
東
北
る
は
、
物
自
身
が
揖
理
す
る
に
あ
ら
今
し
て
、
よ
h
'

は
高
等
な
る
理
性
に
よ
り
て
、
統
揮
せ
ら

れ
た
る
も
の
と
言
は
玄
る
ぺ
か
ら
や
'
o
個
ι
干
の
生
物
各
自
全
一
の
理
性
に
繋
が
れ
る
限
、
り
に
於
て
、

各
其
自
性
を
全
う
す
。
然
れ
E

ち
平
等
全
一
の
理
性
と
連
絡
し
う
れ
ば
な
り
。
警
へ
ば
人
の
眼
官
は

能
く
棋
風
耳
あ
ち
て
其
眼
の
性
ゐ
る
込
、
若
し
人
の
身
躍
を
離
れ
て
其
用
を
な
す
能
は
ざ
る
如
く
、
宇

宙
は
内
性
会
一
の
平
等
性
に
よ
り
て
、
高
物
各
共
性
を
全
う
し
、
能
く
調
和
し
整
束
す
。
全
一
の
卒



等
を
離
れ
秩
序
な
〈
し
τ
何
ぞ
能
〈
成
立
す
ぺ
り
ん
。

大

宇
宙
内
性
は
全
一
の
理
性
に
統
ぺ
ら
れ
、
平
等
性
海
を
離
れ
て
差
別
の
波
浪
あ
る
こ
と
な
し
。
然

れ
ば
即
も
寓
物
一
切
の
個
冷
は
平
等
全
一
の
一
分
、R
7々
悉
〈
全
一
を
代
表
し
塑
摸
す
。
宇
宙
金
一

の
理
性
が
表
頴
せ
る
一
切
の
生
物
江
れ
ば
、
い
か
に
微
小
な
る
も
の
も
濁
立
的
自
治
鯉
を
な
す
。
而

し
て
其
よ
b

は
上
に
自
治
盟
系
に
統
ぺ
ら
る
。
た
と
へ
ば
人
睡
を
組
織
す
る
細
胞
は
賞
に
微
細
な
る

も
の
な
れ
E

も
一
々
の
細
胞
皆
自
治
健
を
な
す
。
人
の
眼
耳
等
の
五
官
よ
り
四
肢
五
臓
六
蹄
一
々
の

毛
孔
に
至
る
迄
各
一
鰻
系
を
な
す
。
各
小
鰭
系
は
其
上
の
統
一
的
鰻
系
に
支
配
せ
ら
る
。
人
の
眼
球

を
組
織
す
る
所
の
各
細
胞
は
各
小
自
治
健
を
な
す
も
、
分
ι
干
を
合
し
て
一
の
眼
球
統
膿
系
に
統
一
せ

ら
れ
、
眼
球
億
系
は
人
の
身
館
に
統
制
せ
ら
れ
、
一
切
の
個
人
は
一
因
の
自
治
鵠
に
統
制
せ
ら
れ
、

一
一
切
の
闘
腫
は
一
地
球
に
統
制
せ
ら
れ
、
一
切
の
惑
足
は
太
陽
系
に
統
制
せ
ら
れ
、
一
切
の
天
鰹
け

一
穴



一
中
ハ

宇
宙
仁
統
一
せ
ら
る
。
宇
宙
金
一
の
平
等
性
は
施
〈
一
切
を
統
一
し
掘
調
す
。

吾
人
が
此
個
人
慢
を
統
制
す
る
理
性
を
自
我
と
云
ふ
。
ま
た
自
費
と
ら
云
ふ
。
此
自
我
は
能
〈
一

切
の
精
紳
活
動
及
び
身
館
一
切
を
統
制
す
。
此
自
我
の
根
底
た
る
平
等
全
一
の
理
性
を
髄
遣
す
る
を

正
豊
を
得
た
与
と
な
す
。
若
し
こ
れ
に
遣
す
る
時
は
法
界
を
全
う
し
て
平
等
性
智
の
光
の
み
。

性
智
自
然
界

吾
人
の
心
霊
が
性
智
た
る
如
〈
、
宇
宙
心
霊
は
一
大
開
性
なb
。

然
れ
ば
即
も
自
然
一
切
寓
物
が
論
理
的
規
律
に
隠
っ
て
四
時
の
運
行
高
物
の
化
育
を
な
す
に
非
や

ゃ
。
数
血
中
に
も
重
血
中
力
且
平
等
の
異
理
は
自
然
界
を
遁
じ
て
真
理
な

b
o

然
ら
ば
現
の
敷
'
と
し
て
推
理

す
る
こ
と
を
う
る
は
、
い
か
に
鑓
態
な
る
物
に
ち
臆
用
し
て
違
ふ
こ
と
な
し
。
全
一
は
全
胞
に
於
て

永
恒
に
動
か
す
ぺ
か
ら
ぎ
る
平
等
の
理
性
を
地
館
と
し
て
、
無
量
差
別
の
紋
を
織
り
な
す
。
宇
宙
自

然
の
現
象
は
平
等
性
を
地
と
し
て
、
高
差
の
模
様
を
採
差
し
た
る
織
衣
な
b
'
o



生
理
に
於
て
ち
物
理
一
切
の
理
法
と
し
て
一
定
の
則
あh
て
因
果
律
に
随
ふ
。

性
智
は
自
然
界
の
内
性
に
し
て
、
天
則
秩
序
の
理
性
と
し
て
、
自
然
律
を
規
定
す
。
而
し
て
性
智

自
己
は
絶
艶
無
規
定
に
し
て
、
自
然
界
の
方
面
に
は
寓
物
を
し
て
時
関
空
間
に
因
果
律
に
規
定
す
。

一
切
小
大
と
な
〈
秩
序
の
整
東
せ
る
僚
理
の
整
然
た
る
を
性
智
と
す
。
一
切
の
個
々
小
極
色
白
礎

的
の
調
和
を
な
し
て
大
極
の
一
分
を
代
表
す
。
之
を
統
一
し
揖
理
す
る
は
全
性
智
に
で
、一
切
分
々

に
は
差
別
的
の
性
智
な
り
。
一
切
の
荷
物
内
性
の
理
性
が
外
面
の
因
縁
と
な
り
、
差
別
即
も
平
等
斡

佐
一
切
高
物
を
統
一
し
揖
現
す
。

因
縁
凶
果
の
闘
係
の
法
則
巌
然
と
し
て
古
今
鑓
轄
す
る
こ
と
な
〈
平
等
の
理
性
に
統
ぺ
ら
る
れ
ば

な
-
9
0

終
局
目
的
と
し
て
の
性
智

頓
に
日
〈
、
内
性
向
土
の
目
的
は
、
一
切
霊
性
を
義
展
し
、

-
六
三



日
大
岡

平
等
岡
性
に
蹄
せ
し
め
て
、
一
大
異
我
に
曾
す
に
あ
り
。

宇
宙
心
の
内
性
は
自
然
界
に
向
つ
て
は
平
等
よ
b
も
先
づ
差
別
性
に
接
展
し
、一
切
の
生
命
内
性

を
向
上
し
た
る
人
類
を
頂
勤
と
し
、
即
ち
人
性
は
差
別
の
懸
隔
他
に
超
て
特
殊
性
を
頴
著
に
す
。
差

別
の
極
に
還
し
た
る
人
性
を
、
備
ほ
百
尺
竿
頭
に
一
歩
を
進
め
て
、
終
局
目
的
と
し
て
は
、
心
霊
界

に
向
っ
て
、
差
別
よ
b

は
心
霊
平
等
性
に
進
む
。
共
終
局
に
は
一
切
諸
悌
と
同
じ
〈
、
心
性
平
等
の

性
海
に
曾
せ
し
む
。

若
し
宇
宙
が
世
界
の
進
行
過
程
に
向
っ
て
目
的
あ
り
と
せ
ば
、
什
慶
が
是
目
的
な
る
。
宇
宙
の
無

限
な
る
微
小
の
吾
人
の
得
て
岡
る
ぺ
か
ら
歩
。
然
れE
も
宇
宙
金
一
を
小
さ
〈
代
表
せ
る
僅
か
な
る

一
地
球
の
上
に
見
る
も
、
其
目
的
設
計
は
意
識
的
な
ら4
7し
て
、
自
然
に
目
的
に
趨
合
す
る
理
性
存

す
る
如
〈
に
信
守
ら
る
。
共
目
的
は
い
か
に
と
云
ふ
に
、
先
づ
地
球
の
礎
展
は
生
命
の
現
化
を
目
的

t

し
、
生
命
の
向
上
は
意
識
の
現
化
を
目
的
主
し
、
意
識
の
進
化
は
必
震
の
現
化
を
目
的
と
し
、
斯

心
霊
の
開
展
は
世
界
の
目
的
な
・
り
と
せ
ば
、
斯
〈
世
界
は
生
命
を
向
上
せ
し
め
心
霊
を
賞
現
し
、
心



霊
は
宇
宙
の
平
等
性
智
と
一
致
す
。
終
局
の
目
的
は
宇
宙
の
自
性
天
異
の
光
明
と
せ
し
め
ん
と
す
る

に
あ
b

と
信
守
ぎ
る
を
え
や
'
o

平
等
性
よ
り
流
出
せ
る
個
々
と
す
れ
ば
、
生
物
版
始
よ
ち
人
類
に
至
る
ま
で
六
其
原
始
に
於
て
巳

に
霊
性
具
備
せ
る
も
の
と
言
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
子
。
故
に
一
切
悉
有
働
性
と
日
ふ
。
.
霊
性
願
現
す
る
は

人
類
に
至
っ
て
初
め
て
現
化
す
る
も
原
始
に
伏
能
す
。
伏
蔵
し
た
る
ち
ま
だ
現
化
せ
ぎ
る
な
h

。
喰

へ
ば
人
の
小
児
の
不
識
的
意
志
が
漸
々
に
接
達
し
て
意
識
的
と
な
る
は
、
外
界
よ
り
之
を
注
入
す
る

に
あ
ら
や
し
て
、
小
児
が
自
己
本
能
に
伏
蔵
す
る
意
識
を
開
接
し
た
る
結
果
な
る
が
如
し
。

自
然
現
存
及
び
地
球
よ
り
植
物
等
は
眠
れ
る
精
神
に
し
て
、
人
類
に
至
っ
て
初
め
て
意
識
的
に
費

醒
し
た
る
も
の
と
云
ふ
ぺ
し
。
人
類
に
て
ち
接
見
は
人
性
意
識
ま
だ
費
醒
せ
F
る
な

b
o

人
類
が
他
の
生
物
に
比
較
し
て
費
醒
せ
り
と
云
ふ
ち
之
れ
他
の
生
物
に
比
較
し
て
の
相
封
の
謂
な

L

ヲ
。
絶
卦
的
畳
醒
は
即
も
妙
費
果
満
の
暁
を
期
す
。

三
世
諸
備
番
々
の
出
世
は
、
宇
宙
の
終
局
目
的
に
、
一
切
衆
生
の
一
大
傭
性
会
開
接
し
て
、
諸
悌

一
六
Z
A



一
大
大

平
等
性
じ
曾
入
せ
し
め
ん
が
震
なb
e

目
的
と
方
便

絶
大
な
る
設
備
を
以
て
宇
宙
自
然
界
を
建
設
し
、
中
に
就
い
て
現
世
界
を
設
立
せhv
o

斯
地
球
が

最
初
太
陽
よ
り
分
娩
し
て
熱
の
冷
却
し
た
る
或
程
度
に
於
て
、
茨
酸
等
の
化
合
物
点

b

し
時
微
小
の

生
物
に
霊
性
を
伏
臓
し
、
而
し
て
生
物
の
向
上
は
寒
に
是
れ
内
存
の
理
性
存
す
れ
ば
な
り
。
徴
小
な

る
生
物
自
己
に
唯
原
始
の
生
物
に
は
生
理
衝
動
即
ち
替
養
生
殖
の
自
然
の
気
あ
る
の
み
。
此
生
理
衝

動
に
は
苦
楽
相
伴
ひ
、
本
能
的
に
生
活
し
、
い
か
な
る
難
に
遇
ふ
も
只
生
命
を
保
護
し
、
こ
れ
ら
の

不
断
の
努
力
は
漸
次
に
向
上
し
、
最
下
等
の
生
物
よ
り
高
々
億
々
の
生
が
暦
一
一
暦
階
級
を
経
過
し
、

草
細
胞
よ
り
複
細
胞
、
水
母
形
脊
椎
と
陸
栖
と
なb
晴
乳
生
物
と
な
b

花
、-
9
0
ハλひ
に
生
物
中
の
霊

長
た
る
人
類
主
向
上
し
た
る
な
り
。
若
し
外
界
の
費
縁
に
よ
らF
れ
ば
自
ら
生
成
し
接
達
す
る
能
は

g
る
は
勿
論
な
れ
E

も
、
自
己
に
自
礎
的
自
性
を
有
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
ま
た
向
上
し
う
る
理
な
か



ら
ん
。

生
物
の
生
命
、
車
細
胞
の
生
命
は
一
個
が
二
つ
に
分
れ
て
分
殖
し
、
盤
拡
核
識
が
向
上
し
て
有
核
細

胞
と
な
り
。
有
核
細
胞
の
生
命
は
核
に
あ
り
。
核
の
外
包
は
唯
だ
之
を
助
〈
る
鋳
の
み
。
生
命
は
外

包
に
あ
ら
や
'
o

核
が
分
捕
す
る
は
分
れ
て
一
が
二
と
な
る
。
肉
躍
は
外
包
に
し
て
生
命
た
る
核
は
分

れ
て
子
と
な
b

、
子
々
相
績
す
と
云
ふ
も
、
生
命
た
る
核
は
一
系
の
連
綿
花
る
なb
o

親
よ
り
子
に

至
り
て
外
包
は
更
迭
す
。
肉
腫
及
び
生
命
は
心
霊
現
化
の
潟
に
機
闘
た
る
な
h
v
o
此
生
命
と
肉
髄
は

心
霊
が
う
ぺ
k
ヲ
限
り
向
上
し
、
心
霊
の
光
明
を
得
て
、
真
理
の
平
等
性
智
を
髄
得
せ
し
め
ん
が
錦
の

方
便
な
b
o

人
類
の
す
ぺ
て
の
精
神
、
智
力
、
戚
情
、
意
志
に
於
て
も
。

此
身
髄
と
精
紳
と
は
共
に
相
離
る
ぺ
か
ら
ぎ
る
闘
係
あ
り
。
然
れE
も
物
質
的
身
韓
よ
b

は
精
紳

は
高
等
な
b
o

ま
た
肉
婚
の
礎
遣
は
、
心
霊
を
完
全
に
開
展
せ
し
め
ん
が
震
の
手
段
と
し
て
貴
重
な

ら
。
人
類
が
す
ぺ
て
の
生
物
に
凌
駕
し
濁
り
超
越
せ
る
も
の
は
物
質
よ
ら
は
精
神
的
に
進
也
の
程
度

高
き
が
故
な
b
o

同
じ
人
類
中
に
於
て
賢
人
事
人
と
稀
せ
ち
る
、
者
は
身
般
よb
は
精
紳
的
に
超
絶

一
・
穴
七



-
穴
八

し
た
る
者
と
云
ふ
ぺ
し
。

精
紳
的
に
向
上
の
目
的
は
自
己
の
伏
識
を
啓
蜜
し
其
性
を
建
「
る
に
あb
由
美
性
を
議
「
る
と
は

吾
人
が
天
性
の
奥
底
は
即
ち
平
等
性
を
根
底
と
な
す
。
直
指
人
心
見
性
成
悌
是
れ
な
り
。
人
は
自
然

界
に
向
つ
て
は
平
等
よ
り
盆
差
別
に
接
展
し
、
人
類
に
歪
て
身
健
及
び
精
神
の
獄
態
最
も
複
雑
と
な

b

、
而
ち
是
れ
差
別
を
な
す
こ
と
も
頴
著
な
り
。
而
し
て
終
局
目
的
に
は
心
霊
界
に
向
っ
て
平
等
性

智
に
入
っ
て
平
等
性
の
大
調
和
を
な
す
。

見
性
成
備
と
は
一
切
衆
生
、
生
命
一
韓
、
理
智
不
二
、
向
上
の
終
局
は
自
己
の
本
性
を
顕
示
し
、
綿
々

平
等
に
隠
す
る
に
あ
b

。
此
霊
性
を
途
「
る
を
目
的
と
し
身
鰻
物
質
的
の
生
活
は
即
ち
其
手
段
な
b
'
o

終

局

衆
生
の
内
的
性
は
草
純
よ
ち
複
雑
に
準
み
‘
平
等
よb
差
別
に
向
ひ
、
人
類
中
に
於
て
盆
文
明
に

進
h
uに
随
っ
て
個
人
的
費
格
を
重
ん
や'
o



差
別
的
個
性
が
完
全
に
接
達
し
た
る
後
個
人
性
は
い
か
に
準
む
ぺ
き
や
と
な
れ
ば
、
備
陀
な
る
大

事
の
敬
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
向
上
の
絡
局
は
、
差
別
を
超
越
し
た
る
真
理
の
板
、
平
等
性
智
に
蹄
入

す
。
自
然
差
別
の
方
面
に
は
差
別
の
程
度
高
告
を
貴
と
び
、
心
霊
界
に
誼
入
す
る
に
は
平
等
の
大
調

和
を
掌
ぷ
。
故
に
偽
敬
が
終
局
目
的
に
向
は
し
む
る
に
、
差
別
の
我
を
岡
執
し
我
見
我
愛
に
偏
す
る

を
凡
夫
と
云
ひ
、
平
等
無
我
の
真
理
に
契
合
す
る
を
聖
者
と
な
す
。

終
局
目
的
に
腸
趣
す
る
は
、
い
か
に
現
性
を
顕
示
す
る
主
云
ふ
に
、
小
乗
教
に
よ
れ
ば
、
人
性
の

我
見
差
別
の
性
を
超
絶
し
、
平
等
無
我
の
異
昼
寂
滅
の
異
叫
に
鐙
入
す
。
是
れ
平
等
性
の
消
極
的
方

面
と
一
致
す
る
に
あ
b
'
O

若
し
唯
識
に
よ
れ
ば
、
人
の
末
那
の
亦
別
我
を
轄
じ
て
、
如
来
平
等
性
に

契
合
す
る
時
は
備
ム
ザ
平
等
に
隠
す
。
輝
門
に
よ
れ
ば
、
衆
生
の
自
性
本
来
是
備
に
し
て
元
来
煩
悩
平

〈
無
漏
の
翠
慧
自
ら
具
足
す
。
自
性
天
異
の
備
は
本
よ
り
昧
ら
か
ら
?
と
。

差
別
我
と
平
等
の
員
我

一
大
九



-
七O

犬
乗
菩
薩
は
初
礎
心
よ
り
備
果
に
至
る
ま
で
に
差
別
的
人
我
性
と
平
等
の
傭
性
と
の
中
に
、
人
性

を
腕
し
て
霊
性
頴
現
す
る
を
目
的
と
な
す
。
差
別
の
人
性
と
平
等
の
霊
性
と
を
喰
へ
ば
人
性
は
月
球

の
黒
色
な
為
、
霊
性
は
(
如
来
性
は
)
太
陽
の
如
し
。
如
来
の
霊
光
頴
示
す
る
に
随
っ
て
人
性
解
脱

す
自
月
の
新
月
よ
り
十
五
日
夜
に
至
る
ま
で
漸
次
に
盈
る
が
如
〈
、
菩
薩
が
初
接
心
よ
り
五
十
地
位

の
階
級
あ
る
は
人
性
よ
り
露
性
盆
願
示
す
る
に
程
度
あbo

菩
薩
八
地
よ
り
十
地
等
畳
に
至
h

、
十

同
日
の
月
に
例
す
。
満
月
は
是
れ
妙
舞
に
し
て
会
〈
本
費
の
平
等
性
智
聞
満
に
鮪
は
れ
た
b
o

如
来

性
智
に
蹄
し
て
、
如
々
の
智
、
如ι
干
の
理
主
相
鷹
し
、
一
切
妄
想
分
別
の
夢
醗
め
、
相
待
差
別
の
相

を
超
え
て
自
性
天
異
の
天
朗
か
に
本
来
清
帯
の
心
性
即
ち
自
性
の
光
な
る
を
悟
る
。

諸
悌
平
等
の
慧
性
ピ
Y
ジ
ヤ
ナ
編
一
切
慮
大
我
即
是
れ
異
我
な
り
。
純
一
無
雑
の
神
性
は
即
ち
園

成
官
性
な
り
。
闇
成
官
性
の
光
明
は
即
も
大
日
の
平
等
性
智
な
・

9
0

会
法
界
を
身
と
し
異
如
を
性
と

す
。
大
我
の
光
明
即
ち
性
智
。
小
我
分
別
の
性
と
世
界
相
待
の
我
性
と
は
大
我
平
等
性
の
一
介
波
な

b
e

若
し
一
大
異
我
の
海
水
な
〈
し
て
相
特
差
別
の
波
浪
あ
る
こk
な
し
申



平
等
性
智

絶
封
理
性
態

如
来
一
切
智
慧
態
の
一
面
な
る
現
性
的
智
態
を
平
等
性
智
と
名
づ
〈
。
如
理
智
な
ち
。
前
の
闘
智

は
絶
卦
親
念
に
し
て
個
人
の
心
象
に
は
観
念
ま
た
認
識
寓
象
と
し
て
賃
現
す
。
個
人
観
念
が
開
接
し

大
観
念
と
相
膳
し
て
宗
教
意
識
は
観
念
的
に
絶
艶
依
嵐
の
地
を
得
た
り
き
。
性
智
は
絶
艶
理
性
仁
し

て
、
個
人
の
理
性
の
賞
現
し
、
個
人
の
生
理
機
能ω
精
神
活
動
た
る
執
意
及
び
戚
情
自
畳
等
の
生
理

的
着
色
主
な
る
。
此
各
々
世
界
の
各
自
己
を
執
す
る
生
理
機
制
よ
り
着
色
せ
ら
れ
た
る
執
意
戚
傍
白

施
活
等
を
超
え
た
る
一
大
自
覚
ま
た
一
大
異
我
は
絶
艶
理
性
能
ωな
h
o

絶
卦
理
性
を
根
底
と
す
る
に
拘
ら
今
、
天
則
理
性
の
相
待
規
定
の
世
界
に
は
、
物
心
二
躍th
L
-
b

で
、
物
性
に
ち
心
性
に
も
性
質
は
種
々
無
量
に
務
易
し
、
本
同
一
理
性
の
根
底
な
る
も
相
待
的
現
象

-h 



七

の
寓
物
に
は
千
差
寓
別
の
性
質
を
現
は
す
に
至
る
。
宇
宙
高
類
獲
同
調
し
券
類
し
分
れ
た
る
各
自
は
‘

同
一
性
の
中
に
獲
易
の
傾
き
あb
て
金
〈
同
一
な
る
に
非
ら
歩
。
こ
、
に
於
て
分
別
の
心
を
起
し
彼

我
を
執
し
愛
情
好
悪
の
情
を
起
す
。

天
則
は
同
一
理
性
よ
b

物
心
ニ
性
と
な
b
o

天
則
に
よ
b

て
種
々
無
量
に
分
類
し
、
此
分
類
の
申

に
襲
易
し
、
大
に
し
て
は
天
慢
の
星
宿
よ
b

小
に
し
て
は
地
球
の
物
々
は
、
獲
易
の
故
に
彼
我
の
昆

を
起
し
愛
情
と
な
る
。
昼
間
的
に
は
寓
類
一
之
し
て
同
一
の
性
相
な
る
も
の
な
き
が
如
〈
.
性
質
に

於
τ

ち
相
ひ
閉
じ
か
ら
4
7
0故
に
彼
我
の
分
別
あ
り
。
時
間
的
に
云
へ
ば
、
昨
日
の
我
と
今
日
の
我

と
は
同
一
形
式
の
中
に
内
容
が
襲
易
し
、
生
滅
轄
援
に
規
定
せ
ら
れ
て
一
定
不
動
の
安
立
を
得
る
ニ

と
能
は
令
。
相
待
規
定
な
る
ち
の
は
彼
我
は
相
互
に
制
限
せ
ら
れ
て
無
限
の
理
想
に
障
礎
を
奥
へ
、

生
滅
轄
獲
の
規
定
は
時
々
動
縛
し
て
?
.
襲
の
理
性
の
異
を
設
す
。
こ
、
に
於
て
生
滅
麓
易
の
中
に
常

住
の
築
地
な
〈
、
苦
毒
の
浪
を
起
す
。
相
待
的
に
彼
我
分
別
の
執
着
よ
り
平
等
の
理
性
に
順
は
歩
、

自
他
利
害
の
見
を
起
し
て
罪
悪
を
詣
る
に
至
る
。
相
待
券
別
の
性
を
腕
せg
る
に
非
ぎ
る
よ
り
は
苦



憾
と
罪
悪
の
般
態
よ
b

解
脱
す
る
に
よ
し
な
し
。
相
侍
彼
我
分
別
の
性
情
よ
り
脆
す
る
に
は
、
絶
掛

理
性
の
平
等
性
即
ち
絶
艶
理
性
の
一
大
異
我
に
超
入
し
て
絶
卦
的
に
丞
聞
に
相
待
規
定
を
超
え
時
間

生
滅
の
規
定
を
越
え
永
恒
不
襲
の
不
動
の
性
地
を
得
ん
。

前
の
園
智
に
誼
入
し
て
は
自
観
と
一
大
自
観
と
合
一
し
、
観
念
的
に
絶
封
依
属
の
相
象
を
得
た
る

も
、
未
だ
待
比
的
に
彼
我
の
性
情
あ
り
。
時
間
的
に
自
己
が
性
情
鍵
轄
す
。
今
、
性
智
光
に
よ

h

て

絶
卦
平
等
理
性
の
地
を
待
たb
o

主
我
執
意
よ
り
解
脱
し
、
一
切
の
物
・ι心
主
主
観
と
客
観
と
は
本

平
等
現
性
に
し
て
、
無
限
空
間
を
聾
し
て
平
等
に
、
無
限
の
時
聞
を
蓋
し
て
平
等
に
、
麓
易
な
〈
、

善
悪
迷
悟
凡
事
滞
積
生
滅
等
の
一
切
の
相
待
規
定
を
超
絶
し
、
平
等
湛
然
の
理
性
妄
想
分
別
の
波
浪

な
〈
、
異
質
理
性
の
天
審
れ
て
自
性
天
異
の
月
さ
や
か
な
り
。
こ
れ
を
如
来
卒
等
性
智
態
と
な
す
。

絶
卦
理
性
が
如
何
に
し
て
相
待
分
別
の
性
舗
を
作
る
か
。
ま
た
相
待
分
別
の
性
情
を
股
し
て
如
何

に
し
て
絶
針
平
等
理
性
に
鯖
趣
す
る
こ
と
を
得
ん
。

初
め
に
金
一
平
等
理
性
、
ニ
相
待
分
別
の
性
、
三
分
別
即
平
等
の
理
。日

七
三
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全

平
等
理
性

宇
宙
全
一
の
絶
針
間
性
は
本
来
巳
来
心
性
平
等
に
し
て
、
彼
我
の
性
あ
る
こ
と
な
し
。
物
心
二
質
、

生
悌
二
性
、
其
根
底
は
平
等
理
性
な
ム
リ
。

主
観
主
客
観
界
と
は
其
根
底
は
平
等
間
性
に
し
て
、
分
別
の
性
な
る
に
、
外
界
と
内
界
と
は
現
象

に
て
は
異
る
る
、
根
底
に
て
は
一
致
す
。
自
己
の
経
験
に
よ
る
も
人
は
外
観
に
は
物
質
な
る
る
自
ら

内
観
す
れ
ば
心
性
な
り
。
他
の
内
面
は
外
よ
り
知
る
こ
と
能
は
ぎ
る
も
自
己
の
内
観
の
推
論
に
よ
b

て
他
の
内
面
を
知
る
の
外
に
由
な
し
。
一
切
は
同
一
形
に
よb

て
生
活
す
る
が
故
に
同
一
即
位
の

員
な
る
自
己
の
内
面
の
心
理
な
る
が
故
に
之
が
本
元
た
る
宇
宙
に
し
て
内
面
は
心
性
な
ら
F
る
ぺ
か

ち
令
。
然
れ
ば
宇
宙
内
面
は
同
一
理
性
な
る
こ
と
を
読
す
ぺ
し
。
形
而
上
的
の
謹
明
に
よ
れ
ば
立
誠

と
賞
殺
と
の
本
質
同
一
な
り
主
す
。
自
己
の
理
性
が
他
の
と
同
じ
き
を
推
し
て
人
類
の
精
紳
生
活
に

よ
h

リ
で
ま
た
他
の
生
物
を
も
推
す
こ
と
を
特
ぺ
し
。
他
の
生
物
は
未
だ
殺
法
的
税
皮
は
低
き
ち
人
類



と
同
じ
形
式
天
則
に
随
づ
て
精
神
生
活
を
替
む
も
の
な
れ
ば
何
れ
ち
根
底
は
同
一
な
与
と
云
は
ず
る

ぺ
か
ら
4
7
0動
物
の
劣
性
な
る
心
理
的
性
質
は
植
物
と
差
な
〈
、
之
が
生
命
を
典
ふ
る
物
質
元
素
の

細
胞
に
於
て
色
、
植
物
と
動
物
色
は
同
一
に
し
て
水
中
に
在
っ
て
生
活
し
、
細
胞
は
頓
て
植
物
と
色

ま
た
は
見
物
と
も
何
れ
に
も
な
b

得
ぺ
き
性
質
な
b
o

斯
〈
心
理
内
性
は
進
化
の
原
始
に
遡
り
て
見

れ
ば
機
制
的
な
る
を
越
へ
て
無
機
的
天
然
的
原
質
に
も
ま
た
意
志
的
分
子
を
存
せ
ん
。
天
然
現
存
の

中
に
一
切
に
偏
し
て
心
現
内
性
と
な
る
ぺ
き
本
質
存
在
す
る
こ
と
を
知
る
。

物
質
も
心
質
も
平
等
理
性
よ
り
・
貨
現
し
た
る
ニ
質
と
す
れ
ば
、
客
観
的
存
在
と
す
れ
ば
、
平
等
理

性
に
よ
b

て
相
待
弾
性
の
約
束
を
脆
し
得
る
なb
o

物
と
心
と
は
岡
物
の
ニ
鑓
性
、
主
観
と
客
観
と

は
同
一
理
性
に
し
て
、
相
侍
と
絶
艶
と
は
其
基
礎
一
致
せ
b
o

生
と
悌
と
は
其
根
底
は
平
等
なb
o

若
し
高
差
の
性
質
な
る
も
の
其
貸
住
同
一
に
あ
ら
宮
れ
ば
、
質
性
は
絶
艶
た
る
能
は
十
。
相
待
性
の

嶋
崎
め
に
碍
ら
る
、
が
故
に
何
ぞ
夫
れ
然
ら
ん
。
相
待
規
定
の
高
有
色
絶
動
の
理
性
ι
其
本
性
各
別
な

ら
ば
、
相
待
規
定
を
焼
し
て
絶
卦
理
性
に
依
属
す
る
こ
と
能
は
今

一
七
五



一
七
六

一
切
の
寓
有
は
同
一
理
性
即
ち
如
来
の
平
等
理
智
を
賞
性
と
せ
F
る
な
〈
、
ま
た
之
に
統
揖
せ
P
T

る
。
故
に
ま
た
相
侍
規
定
よ
b

出
た
る
性
情
を
脆
し
て
如
来
の
平
等
理
性
に
腸
趣
す
る
こ
と
を
得
ぺ

き
理
性
を
有
せ
り
。

内
界
も
外
界
も
平
等
な
b
'
O

相
待
と
絶
艶
と
は
基
礎
致
一
の
故
に
吾
人
が
相
待
を
超
え
て
絶
艶
ふ

一
致
す
る
こ
と
を
得
る
と
共
に
、
迷
的
衆
生
の
疎
性
と
悟
的
悌
陀
と
は
其
根
底
平
等
理
性
な
り
o
若

し
生
偽
其
賞
性
に
し
て
根
本
的
差
別
あ
ら
ん
か
、
吾
人
は
迷
的
性
を
脆
し
て
悟
的
発
明
性
平
等
性
智

態
に
蹄
入
す
る
こ
と
能
は
余
。
然
る
時
は
理
性
は
絶
針
な
る
能
は
令
。
平
等
性
智
は
絶
卦
な
り
。
吾

人
は
天
則
理
性
よ
b

附
せ
ら
れ
た
る
傭
性
が
如
来
の
平
等
性
智
の
光
に
よ
り
て
開
展
す
る
時
は
、
卒

等
性
智
に
致
}
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
識
る
時
は
、
宗
教
意
識
は
天
然
の
相
侍
規
定
を
腕
し
て
絶

艶
の
理
性
に
契
合
し
、
解
脆
融
合
霊
化
せ
ら
る
ぺ
急
理
性
あ
る
こ
と
を
知
る
が
故
に
、
大
に
蹄
依
し

安
立
す
る
の
理
を
得
た
b
o

平
等
性
と
は
、
内
界
と
外
界
と
、
相
待
と
絶
艶
と
、
規
定
と
無
規
定
と
、
生
と
偽
と
、
迷
と
悟
と
、



質
性
平
等
に
し
て
絶
針
理
性
な
り
。
理
性
の
先
が
自
性
の
中
の
一
切
を
、
絶
艶
理
性
よ
り
、
差
別
の

宙
開
物
に
質
現
し
、
而
し
て
平
等
理
性
自
己
の
先
が
自
性
中
の
一
切
相
待
的
分
別
性
を
開
展
し
て
自
性

一
切
慧
の
光
に
よ
り
て
照
ぎ
る
、
時
は
絶
封
卒
等
性

に
蹄
趣
せ
し
む
る
理
性
を
平
等
性
智
と
云
ふo

な
ら
ぎ
る
は
な
し
。

相
待
分
別
性
質

絶
針
平
等
性
が
何
に
よ
っ
て
相
待
的
差
別
の
高
差
の
性
質
と
種
子
る
や
。
質
性
は
無
規
定
に
し
て

ま
た
無
定
相
な
る
色
、
本
質
内
容
に
無
量
の
怯
徳
を
具
し
て
、}切
能
力
に
賓
現
せ
ら
れ
無
定
相
が

一
切
の
定
相
を
規
定
す
。

理
性
は
唯
一
に
し
て
一
切
差
別
の
性
相
を
包
括
し
、
種
A
ザ
に
麓
易
し
分
類
す
。
延
長
し
開
展
す
る

に
随
っ
て
盆
無
量
の
性
を
漫
歩
。
併
し
い
か
程
に
麓
轄
す
る
も
共
賞
性
は
平
等
に
し
て
内
性
不
可
割

に
統
一
せ
ら
る
。
内
位
ω

平
等
態
の
一
分
の
顕
動
的
方
面
に
は
一
切
差
別
の
相
を
麓
現
す
。

一
七
七



一
七
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同
一
本
性
が
種
冷
に
麓
易
す
る
理
を
、
暫
く
物
政
的
に
説
明
せ
ば
、
進
化
設
に
よ
る
に
、
物
質
元

棄
の
一
大
元
素
は
草
純
同
一
の
性
質
な
る
、
其
結
合
の
善
異
に
よ
り
て
、
種
々
の
元
素
と
な
り
ぬ
。

一
大
元
素
同
一
の
中
に
相
愛
す
る
も
の
は
接
近
を
欲
し
、
相
憎
む
も
の
は
離
聞
を
欲
す
。
相
愛
す
る

分
は
集
合
し
て
力
の
起
動
を
生
じ
、
之
を
極
微
の
分
子
と
云
ふ
。
肢
に
起
勅
を
生
中
れ
ば
他
よ
り
も

強
き
力
と
な
り
て
、
愛
す
る
者
は
捕
加
は
り
、
元
素
と
な
り
物
質
と
な
る
。
相
惜
む
分
は
、
合
同
の

矯
め
に
緊
張
せ
ら
れ
て
、
反
抗
の
力
を
生
歩
。
集
る
も
の
盆
集
会
し
て
、
重
厚
と
な
り
、
反
抗
す
る

も
の
は
盆
稀
薄
と
な
る
。
現
に
物
質
は
重
厚
の
極
に
し
て
、
消
極
の
力
を
集
め
て
陰
勤
し
、
稀
薄
の

極
は
即
も
今
日
の
精
気
に
し
て
、
積
極
の
カ
を
集
め
、
物
質
に
針
し
て
陽
動
す
。
宇
宙
現
象
界
は
物

質
と
精
気
と
の
陰
陽
二
動
の
争
ひ
よ
り
出
づ
主
。
陰
陽
二
気
の
別
る
、
所
以
な
り
。

物
質
→
大
元
素
よ
り
、
陰
陽
雨
動
の
争
ひ
よ
り
、
地
球
の
冷
却
せ
し
後
光
線
と
電
気
と
の
刺
激
に

よ
り
て
、
生
物
組
織
の
元
質
を
生
じ
、
茨
酸
水
窒
の
化
合
物
が
元
形
質
の
生
命
と
な
り
て
、
原
始
的

生
物
は
雌
雄
の
別
な
〈
同
一
の
自
腫
の
中
に
自
ら
二
性
を
含
蓄
し
延
長
し
て
ニ
っ
と
升
れ
両
方
共
に



ま
花
二
個
と
な
・9
ま
た
相
ひ
分
れ
て
、
斯
の
如
〈
に
分
る
、
繁
殖
作
用
あ
り
。
其
中
に
自
ら
生
殖
的

形
式
あ
る
が
如
し
。

同
一
細
胞
が
進
化
し
偶
性
を
な
す
に
至b
し
は
進
化
設
に
よ
れ
ば
生
物
繁
殖
作
用
に
身
韓
組
織
の

物
的
襲
易
の
理
法
あ
り
。
備
敬
に
所
謂
異
熱
性
の
如
し
。
物
が
異
種
に
麓
?
ぺ
き
理
法
な
り
。
異
種

に
麓
現
す
る
に
は
必
宇
内
性
に
錘
易
を
生
じ
た
る
や
疑
ひ
な
し
。
此
の
麓
易
理
性
が
寛
に
雌
雄
の
雨

性
と
麓
じ
雨
性
の
偶
合
に
よ
り
て
雨
性
の
戚
臆
に
よ
り
て
ま
た
之
に
臆
化
し
ま
た
前
の
形
質
に
類
似

す
る
形
性
を
遺
惇
す
。
傭
敬
に
之
を
等
流
と
云
ふ
。
雌
雄
雨
性
は
本
同
一
性
が
努
力
に
よ
り
同
類
の

誇
暑
が
自
然
に
麓
易
し
て
陰
陽
剛
柔
の
性
と
な
り
、
共
内
性
を
表
す
る
相
に
於
て
ち
雌
雄
は
共
相
貌

を
異
に
す
。
雌
雄
は
物
的
生
命
の
性
を
異
に
す
る
と
共
に
心
性
に
於
て
相
異
れ
・
9
0

生
物
事
者
の
ヘ
ヅ
ケ
Y
日
〈
、
生
物
の
原
始
に
存
す
る
雌
雄
の
細
胞
が
相
慕
ふ
力
は
元
素
の
調
和

カ
よ
り
来
る
と
云
ふ
の
外
に
解
し
難
し
と
。
最
も
準
化
せ
る
人
類
の
男
女
相
慕
ふ
情
は
ま
た
此
力
の

提
議
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
や'
k
o

-
七
九



一
λ
0

平
等
理
性
態
が
襲
現
す
る
寓
物
に
は
種
々
の
有
機
的
機
能
に
複
雑
な
る
来
合
的
素
質
の
矯
め
に
着

色
せ
ら
れ
て
千
差
寓
別
の
性
質
を
現
す
に
至
る
。

人
の
先
天
的
性
質
に
種
々
に
差
異
あ
る
は
、
物
質
的
に
闘
係
あ
る
こ
と
、
先
天
に
は
遺
惇
と
しτ

性
質
を
類
似
せ
し
め
、
精
神
的
組
織
に
も
身
鰹
の
組
織
に
も
、
紳
経
質
主
粘
液
質
と
は
陰
気
に
し
て
、

多
血
'
c

膿
汁
な
る
は
陽
気
な
る
如
き
、
後
天
に
も
年
齢
の
獲
移
に
よ
ら
、
身
心
疲
勢
管
養
不
充
分
の

震
め
に
、
機
能
朕
態
の
麓
化
を
生
じ
、
ま
た
疾
病
等
の
縛
め
に
性
質
を
麓
化
す
る
こ
と
あ
り
o

何
れ

に
し
て
も
物
質
と
精
紳
と
の
性
質
上
に
闘
係
あ
る
こ
と
は
宰
ふ
ぺ
か
ら
中
。
物
心
ニ
質
は
平
等
性
な

れ
ば
な
り
。

後
天
に
精
紳
生
活
の
性
格
を
襲
名
ヲ
る
機
制
的
生
理
的
の
機
能
の
精
紳
活
動
の
記
憶
性
格
心
情
等
。

性
格
と
は
一
定
の
動
機
に
印
象
し
之
に
相
官
せ
る
動
機
を
起
き
し
む
る
脳
随
分
子
の
素
養
な

b
o

心

情
と
は
一
定
の
戚
情
的
印
象
が
同
様
の
戚
情
を
再
殺
せ
し
む
る
脳
随
分
子
の
素
養
。
斯
る
精
神
朕
態

は
生
理
規
定
の
複
合
の
機
能
に
し
て
生
理
機
制
に
混
合
の
結
果
な
り
。



意
識
的
自
費
人
格
は
相
待
な
る
有
限
の
機
制
に
の
み
、
意
識
は
知
畳
に
規
定
せ
ら
れ
内
容
は
戚
畳

的
形
式
を
離
れ
、
戚
舞
よ
b

受
し
寓
象
も
内
部
の
活
動
す
る
も
の
も
人
の
戚
豊
は
相
待
的
受
戚
性
、

自
費
は
一
定
の
内
容
を
宥
す
る
意
識
に
し
て
相
侍
世
界
意
識
に
生
歩
ぺ
き
精
神
生
活
に
し
て
、
我

を
意
識
せ
ば
之
ー
に
劃
比
す
る
非
我
を
立
て
g
る
点
べ
か
ら
や'
o

此
に
於
て
主
我
の
意
識
は
天
然
生
活
を

支
配
す
。

唯
識
論
に
末
那
と
云
ふ
。
彼
我
を
分
別
す
る
精
紳
な
・
9

。
主
我
に
よ
b

て
我
療
我
見
我
慢
我
愛
等

の
執
意
的
戚
情
起
る
。
此
に
願
望
不
快
戚
等
す
ぺ
て
の
艶
比
的
戚
情
は
主
我
に
よ
り
て
生
歩
。
ま
た

愛
情
惨
忍
好
悪
斡
哀
等
は
彼
我
分
別
よ
・
9

起
る
ぺ
き
戚
情
な
り
。
ま
た
記
憶
心
情
性
格
意
識
自
費
戚

情
等
の
人
格
的
精
神
生
活
を
必
要
と
し
て
有
す
る
も
の
は
平
等
性
が
生
理
機
制
の
複
雑
な
る
来
合
中

に
麓
現
し
た
る
に
外
な
ら
歩
。
是
等
の
精
神
性
質
な
る
も
の
は
平
等
理
智
を
離
れ
て
其
れ
が
本
性
能

あ
る
に
非
g

る
色
、
機
制
的
着
色
の
も
の
を
平
等
性
と
は
筒
別
せg
る
ぺ
か
ら
4
7
0人
格
仁
は
白
血
耳

主
我
に
属
す
る
艶
比
的
戚
情
及
び
意
識
甚
た
多
し
a

人
格
意
識
は
理
想
の
向
上
す
る
に
随
っ
て
相
待

F、



八

的
規
定
の
拘
束
に
満
足
す
る
こ
と
能
は
歩
。

人
格
意
識
は
天
則
の
理
性
よ
り
出
て
』
後
に
蹄
趣
の
間
性
あ
る
方
便
と
し
て
は
必
要
な
る
も
の
な

-
9
0

人
格
意
識
に
よ
b

て
天
則
の
精
神
生
活
は
相
互
の
競
争
に
よ
り
て
進
化
向
上
し
て
枇
合
的
生
活

人
類
的
生
活
と
な
b

て
は
盆
平
等
性
が
天
則
の
中
に
現
は
れ
来
ち
し
ち
の
な
り
。

本
来
人
類
は
同
一
理
性
が
生
命
準
化
の
天
則
に
よb
て
歎
多
分
類
し
種
々
に
獲
易
し
い
か
じ
麓
化

す
る
も
同
一
の
形
式
よ
り
進
化
し
た
る
ち
の
な
り
。
生
命
進
化
の
錦
に
分
類
獲
化
し
た
る
も
の
は
終

局
目
的
に
は
相
待
的
主
我
人
格
的
意
識
を
超
越
し
て
平
等
理
性
に
障
す
る
こ
と
を
う
。

心
霊
的
生
活
に
進
み
て
接
蓮
し
た
る
理
想
即
も
宗
教
意
識
は
天
然
の
生
活
の
理
性
に
は
満
足
す
る

こ
と
能
は
子
。
主
我
意
識
は
盆
向
上
な
る
理
想
を
座
倒
す
。
主
我
の
根
底
に
立
っ
て
高
尚
な
る
理
想

無
限
を
希
望
す
る
如
き
は
到
底
自
家
撞
着
を
菟
る
』
こ
と
能
は
争
。
人
格
自
費
及
び
天
然
意
識
に
依

属
せ
る
相
待
規
定
を
脱
し
て
絶
艶
理
性
に
依
属
せ
ん
に
は
、
自
費
の
根
底
た
る
理
性
を
聞
き
て
平
等

性
智
に
蹄
入
せ
し
め
ぎ
る
ぺ
か
ら
子
。



性
智
は
一
切
の
自
質
的
意
識
を
聞
き
て
絶
待
理
性
の
大
安
立
の
地
を
得
せ
し
め
ん
が
矯
め
の
光
明

な
り
。

分
別
邸
卒
等
性

蹄
趣
の
理
性

有
限
人
格
的
意
識
自
費
は
相
待
規
定
に
出
で
た
る
性
格
心
情
生
理
機
能
の
着
色
に
よ

b

て
な
り
。

一
切
の
自
費
は
世
界
的
意
識
を
生
守
る
も
共
生
理
規
定
の
賞
性
は
一
切
を
包
括
す
る
統
一
的
平
等
理

性
な
り
。

宗
教
意
識
に
戚
情
及
び
性
格
に
於
て
園
浦
に
完
全
を
求
む
。
然
る
に
共
不
満
不
快
戚
は
局
部
的
心

象
の
上
に
の
み
見
る
ぺ
き
も
、
之
を
脱
し
て
園
浦
に
完
全
な
る
般
態
に
到
ら
ん
と
欲
せ
ば
賞
性
な
る

平
等
性
に
合
一
せ
ぎ
る
ぺ
か
ら
十
。

天
然
の
意
識
は
未
だ
自
己
本
来
平
等
性
の
個
程
現
な
る
こ
と
を
識
ら
子
、
賞
に
主
我
を
執
し
不
快

の
戚
情
不
満
の
意
志
は
と
て
ち
脆
す
る
こ
と
能
は
g
る
な
b

。

-
八
一
-
一



一
八
四

自
費
開
展
し
、
自
己
金
〈
平
等
性
の
局
部
賞
現
に
し
て
、
表
面
は
個
人
の
如
〈
な
る
も
内
面
不
可

割
に
平
等
性
に
一
致
し
た
る
意
識
は
、
相
符
を
股
し
て
絶
待
依
止
の
地
を
得
花
る
な
り
。
先
の
自
観

が
一
大
自
観
に
冥
合
し
観
念
的
に
絶
針
観
念
態
を
意
識
せ
る
よb
は
、
卒
等
性
観
に
は
自
己
の
本
性

が
金
〈
絶
封
現
性
と
同
一
理
性
に
し
て
、
如
来
は
絶
封
自
己
なb
と
い
ふ
こ
と
を
う
ぺ
し
。
自
己
と

絶
調
理
性
と
同
一
の
理
性
な
れ
ば
なbo

自
費
な
る
も
の
は
彼
に
封
比
す
る
自
費
を
超
え
て
絶
針
自

舞
を
質
性
と
す
る
が
故
に
宇
宙
と
し
て
一
大
異
我
な
ら
ぎ
る
な
し
。
平
等
性
智
の
光
に
て
小
我
の
迷

執
舞
る
、
時
我
即
も
一
大
異
我
の
個
人
現
なb
と
知
る
。

主
観
と
客
観
と
、
相
待
と
絶
封
と
は
、
同
一
理
性
に
し
て
昼
間
無
限
の
世
界
を
遁
じ
時
間
無
限

L

貫
徹
し
て
獲
易
あ
る
こ
と
な
し
。
全
〈
平
等
性
智
現
守
る
時
は
、
無
限
の
宰
聞
を
議
し
て
自
己
の
有

限
も
同
一
理
性
な
る
を
知
る
ぺ
し
。

本
来
平
等
性
智
は
一
切
高
差
を
遁
じ
て
理
性
平
等
自
性
の
智
態
な
ら
g
る
も
の
な
し
e

然
る
に
衆

生
は
自
己
の
性
智
ゐ
写
真
性
と
す
る
に
拘
ら
子
、
迷
に
依
っ
て
自
ら
分
別
し
て
、
主
我
を
計
し
彼
我
を



隔
て
、
物
と
心
と
を
異
と
し
、
依
と
正
と
の
二
位
を
見
る
。
相
符
に
規
定
せ
ら
れ
生
滅
襲
轄
究
り
な

し
。
抑
も
自
己
は
是
れ
平
等
性
智
態
な
り
と
意
識
せ
ぎ
り
し
が
故
な
り
o

自
性
の
最
深
の
根
底
を
究

h
uる
時
は
平
等
性
智
光
を
放
も
て
照
す
。
即
ち
知
る
天
地
同
根
、
高
物
一
盟
、
生
保
不
一
一
、
依
正
岡

一
、
物
心
一
致
の
平
等
性
即
も
自
己
の
賞
性
な
る
こ
と
を
。

生
偽
不
二
性

衆
生
は
天
然
素
質
に
覆
は
れ
て
垢
械
の
性
格
た
り
。
傭
陀
は
一
一
切
の
垢
質
焼
却
し
て
異
善
の
霊
性

態
な
り
c

然
れ
ど
も
主
我
に
属
す
る
垢
質
を
脱
し
て
自
己
の
根
底
に
蹄
入
す
る
時
、
絶
針
異
我
如
来

の
震
性
と
冥
A口
し
、
能
蹄
の
心
性
と
所
蹄
の
霊
性
と
は
平
等
の
理
性
な
り
。
但
し
主
我
迷
妄
の
み
あ

っ
て
分
別
の
妄
見
の
波
浪
を
起
す
。
妄
我
の
波
静
り
て
自
情
性
滞
の
異
我
の
海
は
満
然
と
し
て
浩
瀞

t

し
て
涯
・
り
な
〈
三
際
を
謹
し
て
襲
易
な
し
。
此
に
於
て
初
め
て
自
性
異
我
の
ー
先
に
逢
ふ
て
キ
来
自

己
如
来
の
寵
子
な
b

し
を
知
る
。
自
性
の
底
無
限
な
れ
ば
洋
々
た
る
歓
喜
は
胸
中
に
湧
き
出
で
新
鮮

-
八
王



一
八
六

な
る
活
気
温
厚
な
る
和
風
風
静
に
八
宏
を
歌
ひ
。
絶
艶
異
我
の
異
善
の
泉
源
よ
り
善
湧
出
し
、
異
性

は
不
獲
に
し
て
永
恒
常
然
。
至
善
は
高
徳
の
蹄
す
る
所
の
海
に
し
て
ま
た
一
切
の
道
徳
を
生
じ
、
内

外
不
一
一
、
生
働
平
等
、
相
待
規
定
を
離
れ
絶
艶
無
規
定
平
等
の
性
地
に
超
入
し
、
自
己
は
是
れ
卒
等

性
智
の
一
化
現
、
生
物
規
定
の
有
鈴
依
身
は
相
待
規
定
の
約
束
に
謹
轄
す
る
も
、
異
我
の
宰
は44
口
〈

十
方
に
通
じ
三
際
に
徹
し
て
、
去
る
ち
な
〈
来
る
も
な
く
、
常
恒
不
動
に
し
て
大
安
心
の
地
な
る
卒

等
性
智
を
得
た
り
。
之
を
生
備
平
等
の
性
致
を
得
た
り
と
云
ふ
。
此
の
絶
封
理
の
性
智
態
は
個
人
自

畳
の
窓
に
は
一
大
白
血
寛
之
・
怠
識
せ
ら
れ
、
ま
た
一
大
異
我
と
目
せ
ら
る
。
此
の
泉
源
よ
り
戚
情
に
は

無
限
の
霊
踊
を
流
出
し
常
恒
不
断
に
宗
教
的
戚
情
を
安
立
し
無
限
の
霊
踊
を
賞
現
す
。

女n

来

性
智
の
本
相
絶
艶
理
性
態
は
一
切
を
超
越
し
た
る
が
故
に
、
吾
人
の
生
理
的
性
能t
相
待
意
識
と

は
平
等
性
慧
を
説
明
す
る
こ
と
能
は
中
。
但
し
自
ら
誼
入
し
て
自
性
と
絶
封
自
性
と
冥
合
し
て
自
ら



之
を
置
し
之
を
意
識
せ
ん
の
み
。
一
切
分
別
の
性
を
離
れ
た
る
自
性
即
も
自
ら
冥
合
的
に
一
致
す
ぺ

き
性
智
は
本
来
清
需
に
し
て
虚
徹
霊
照
自
性
天
真
。

本
来
純
粋
至
精
平
等
理
性
智
態
即
ち
如
ム
ザ
の
性
と
如
々
の
智
と
の
み
あ
っ
て
法
界
に
周
偏
す
。
生

物
機
能
の
性
質
に
は
主
我
友
ぴ
是
に
属
す
る
執
意
戚
情
等
の
人
格
的
性
格
の
矯
め
に
覆
は
れ
て
異
性

を
現
は
す
こ
と
艇
は
ぎ
ち
し
が
、
平
等
性
の
光
の
よ
〈
是
を
開
展
し
て
其
契
機
と
な

b

て
個
人
の
異

性
を
顕
示
す
。

絶
動
平
等
理
智
の
顕
現
た
る
寓
類
の
中
に
、
一
ニ
悪
は
理
性
潜
伏
し
て
闇
黒
の
般
態
と
な

b

、
人
に

は
生
理
機
能
人
格
、
白
血
寛
人
格
理
性
と
し
て
現
は
る
。
生
理
的
着
色
を
弛
れ
や
，
。
二
乗
は
偏
異
室
性

消
極
の
片
面
を
設
す
。

働
陀
は
平
等
性
智
は
絶
封
に
し
て
一
一
切
寓
有
の
自
性
に
し
て
、
此
の
理
性
は
凝
然
真
如
に
非
歩
、

即
も
一
大
異
我
に
し
て
、
如
来
の
平
等
性
智
は
圭
異
に
し
て
二
切
の
迷
妄
一
切
虚
般
の
性
を
脆
し
、

超
然
と
し
τ
至
異
な
b
o

如
来
の
性
智
は
一
一
切
生
理
的
罪
悪
の
妹
態
を
超
絶
し
て
至
高
善
の
み
。
不

で
八
七



一
八
八

量
調
の
蹴
態
を
越
え
て
童
美
態
な
り
。

性

智

の

用

人
が
天
然
及
び
垢
質
の
心
理
的
肢
態
を
脆
せ
ん
と
せ
ん
に
は
、
此
の
性
智
先
に
よ
ら
ぎ
る
ぺ
か
ら

十
。
此
先
は
神
的
照
鑑
と
し
て
、
個
人
の
理
性
に
現
歩
。
人
に
宿
罪
と
賎
命
と
あ
り
。
此
天
然
を
起

て
完
全
に
道
徳
的
性
格
'
乙
な
ら
ん
に
は
、
自
由
と
必
至
と
の
致
一
を
認
識
し
、
如
来
の
本
質
即
ち
平

等
性
智
態
を
直
視
し
、
之
に
蹄
命
し
、
此
の
性
智ω
中
に
動
か
g
る
ぺ
か
ら
や
J
O

是
れ
高
徳
な
り
。

悪
と
は
主
我
に
支
配
せ
ら
る
、
の
謂
に
し
て
、
善
と
は
如
来
性
智
に
支
配
せ
ら
る
、
理
性
。
自
己
の

自
由
を
知
ら
子
、
世
界
の
勢
力
に
支
配
せ
ら
る
、
人
は
黒
閣
の
般
に
、
如
来
の
異
我
に
一
致
し
た
る

精
神
は
自
由
な
り
。
悪
の
根
本
た
る
主
我
よ
り
善
に
韓
子
る
に
は
自
己
の
根
底
た
る
性
智
を
開
示
す

る
の
外
な
し
。
他
律
的
や
随
意
撰
樟
の
能
く
す
る
所
に
非
歩
。
自
己
が
性
智
に
従
ひ
心
霊
の
自
由
に

動
〈
は
道
徳
態
な
h
o

個
人
窓
志
に
悪
の
殺
生
す
る
は
、
一
切
能
の
力
に
よ
り
賞
現
せ
る
個
人
精
紳



の
主
我
よ
り
起
る
も
の
な
b
o

然
れ
共
施
封
寅
性
は
至
善
の
故
に
、
人
の
天
性
な
る
相
侍
的
の
悪
は

脱
却
の
矯
め
の
悪
に
し
て
、
至
善
の
目
的
を
頴
は
す
矯
め
の
方
便
の
み
。
終
局
目
的
に
は
絹
針
に
鈴

す
ぺ
き
現
性
あ
h

リ
。
之
に
到
る
世
界
遇
税
に
は
善
惑
の
闘
争
せF
る
ぺ
か
ら
や
。

善
悪
の
闘
守
は
錆
垢
を
脱
却
せ
ん
が
如
〈
、
性
善
を
額
は
す
矯
の
手
段
な
り
。
終
局
至
善
に
到
達

す
る
を
目
的
主
す
。
世
界
は
自
由
と
必
至
に
よ
り
て
進
行
す
。
共
同
的
は
如
来
の
諮
悲
な
り
。

宗
教
道
徳
と
は
其
性
の
最
高
賦
態
は
一
切
の
艶
比
を
減
し
、
絶
封
致
一
に
蹄
し
、
平
等
性
智
に
入

h

，
、
性
智
の
個
人
と
し
て
、
一
切
の
意
志
戚
情
を
支
配
す
る
に
至
る
は
是
れ
道
徳
態
な
り
。

至

員

態

備
敬
三
論
家
は
'
客
鰹
を
至
異
の
性
智
態
と
し
て
、
絶
封
心
霊
を
見
る
。
日
く
森
然
た
る
寓
象
の
差

別
は
波
浪
の
大
海
に
立
つ
が
如
く
波
浪
の
大
海
に
高
差
の
波
を
現
歩
。
賞
象
は
無
象
な
り
。
寓
差
は

貸
住
平
等
を
性
と
す
。
一
切
の
相
は
即
ち
異
丞
、
空
が
即
色
な
り
と
。
高
象
を
混
じ
て
一
切
の
戯
諭

一4
ヘ
九



一
丸
し

を
八
不
に
超
へ
、
賞
性
一
却
の
理
を
照
す
。
心
性
の
不
生
を
悟
。
、
境
智
の
不
異
を
知
る
。
心
は
前

後
際
を
求
む
る
に
不
可
得
な
b
o

大
海
の
浪
は
随
縁
よb
起
る
。
随
縁
の
高
差
は
水
性
本
来
平
等
な

b
t

悟
る
。
三
識
に
は
一
切
の
相
を
携
し
τ
異
性
平
等
に
悟
入
す
る
を
宗
致
と
す
。

天
台
に
は
寂
先
、
如
来
は
境
と
智
と
を
融
し
、
心
性
を
知
見
し
、
寂
に
し
て
能
照
す
、
照
に
し
て

寂
な
b

、
曜
化
は
随
縁
に
現
じ
て
而
も
寂
なb
o

貫
性
は
水
の
如
し
。
高
象
は
影
の
却
し
。
影
と
澄

水
t

不
一
寸
境
即
智
、
智
即
境
、
境
智
本
平
等
なb
k

照
す
を
極
致
と
す
。

華
肢
の
(
極
無
自
性
心
)
は
重
々
無
寵
の
理
を
設
〈
も
鯖
す
る
所
は
因
分
可
読
果
分
は
甚
深
に
し
て

設
〈
ぺ
か
ら
今
、
宗
教
の
蹄
す
る
所
平
等
の
質
性
に
あ
b
o

宗
敬
意
識
の
求
む
る
所
、
絶
艶
自
己
に
蹄
せ
ん
主
す
る
に
は
、
平
等
性
智
に
よ
る
に
非
ぎ
れ
ば
あ

る
ぺ
か
ら
令
。
物
心
ニ
な
る
は
絶
艶
に
非47
0依
正
二
怠
る
は
艶
比
的
な
・90

一
切
相
待
規
定
を
脆

し
時
間
に
宰
聞
に
絶
動
理
致
に
到
っ
て
、
大
安
心
の
地
を
得
ん
に
は
平
等
性
智
に
よ
b

て
始
め
て
蓬

す
る
こ
と
を
得
ん
。
是
れ
性
智
を
圃
智
の
次
に
説
明
す
る
所
以
な
り
。



平

等

性

智

性
智
は
宇
宙
心
の
内
性
、
即
も
宇
宙
心
は
如
来
の
自
性
に
し
て
、
現
象
界
の
相
待
差
別
の
高
物
の

根
底
自
性
な
り
。
宇
宙
を
表
面
の
現
象
よ0
見
れ
ば
、
紛
々
擾
々
無
数
雑
多
に
差
別
の
性
相
を
曇
す

即
ち
天
慢
の
如
き
地
上
の
動
植
物
の
如
き
種
々
雑
多
の
性
を
な
す
も
、
こ
は
産
出
せ
ら
れ
花
る
物
々

の
性
に
し
て
、
是
を
産
出
す
る
の
根
底
は
純
一
無
雑
平
等
性
なb
o

平
等
性
が
世
界
寓
物
に
劃
す
る
に
三
義
あ
b
o

然
も
性
智
の
徳
を
彰
す
。

一
、
性
智
は
相
待
差
別
高
性
の
根
底
。

一
切
の
有
機
物
の
成
生
は
根
底
よb
自
接
的
。

二
、
佐
智
は
相
待
差
別
の
寓
法
を
統
撮
す
。

内
性
に
寓
差
を
統
制
す
る
理
性
なb
@

-
・
丸
一



丸

三
、
性
智
は
一
切
生
命
を
向
上
し
終
局
目
的
に
は
平
等
性
に
向
は
し
む
。

内
性
よ
り
開
接
す
ぺ
き
理
性
存
せ
り
。

平
等
性
智
は
宇
宙
心
の
自
性
、
一
一
切
個
ι
干
の
内
性
なb
と
す
。
性
智
は
人
の
心
理
に
比
し
て
言
は

ば
理
性
に
相
嘗
す
。
ま
た
人
の
内
性
な
り
。
自
我
ま
た
自
畳
に
比
例
す
ぺ
し
。

宇
宙
の
本
鰹
自
性
の
智
な
b
o

平
等
性
と
は
差
別
性
に
区
劃
す
る
理
性
。
宇
宙
に
自
然
界
の
相
待

差
別
と
之
が
根
底
統
一
な
る
平
等
性
あ
る
こ
と
を
忘
る
ぺ
か
ら
子
。

相
針
差
別
性
と
絶
劃
平
等
の
性
と
を
分
別
し
、
差
別
性
の
寓
物
は
絶
針
平
等
性
を
根
底
と
し
、
ま

た
之
に
統
制
せ
ら
れ
、
然
し
て
終
局
目
的
と
し
て
は
絶
針
の
自
性
に
腸
趣
せ
し
む
ぺ
き
理
性
存
す
る

こ
之
を
論
守
ん
。

初
め
に
差
別
と
平
等
と
の
二
性
を
分
別
せ
ん
に
、
暫
く
唯
識
論
等
の
三
性
の
名
を
蒋
り
て
、
宇
宙

の
本
腫
及
び
現
象
界
の
高
有
の
性
を
分
た
ん
。
三
性
と
は
偏
執
性
と
依
他
起
性
と
園
成
賞
性
と
是
な

b
J

。
初
め
二
一
性
は
自
然
界
の
寓
物
に
具
有
す
る
性
、
後
の
賞
性
と
は
宇
宙
の
本
腫
即
も
如
来
の
自
性



な
b
o

自
性
と
は
本
然
自
爾
の
性
徳
な
り
。
後
天
に
成
生
し
た
る
性
に
あ
ら4
7
0ま
た
相
侍
に
規
定

せ
ら
れ
て
成
り
た
る
も
の
に
あ
ら
歩
。
故
に
自
性
と
云
ふ
。

初
の
偏
性
と
依
他
起
性
の
ニ
性
は
自
然
の
有
機
物
よ
り
ま
た
自
然
界
の
寓
有
に
逼
じ
て
有
す
る
性

今
是
を
依
他
起
性
を
世
界
性
之
名
づ
げ
、
偏
牲
を
個
性
ま
た
人
性
と
名
づ
り
、
而
し
て
こ
の
二
位
を

分
別
せ
ん
。

依
他
起
性
と
は
、
世
界
の
高
物
は
、
是
非
と
も
相
艶
規
定
と
て
、
固
と
縁
と
が
相
依b
て
闘
係
に

よ

b

て
成
生
す
。
因
濁
b

成
ら
や
，
、
必
や
'
縁
を
籍
b

て
由
っ
て
以
て
生
今
。
例
へ
ば
地
球
の
有
機
物

が
太
陽
の
能
力
に
繰
ら
ぎ
れ
ば
礎
育
す
る
こ
と
能
は
や
'
o

陰
陽
ニ
気
相
ひ
調
和
し
雌
雄
爾
性
相
交
て

成
生
す
る
が
如
し
。
依
他
之
は
原
因
な
る
自
性
が
自
己
と
異
る
他
性
と
の
闘
係
に
よb
て
成
る
如
〈

陰
に
侍
す
れ
ば
陽
気
は
他
性
なh
、
雌
性
に
持
す
れ
ば
雄
性
は
異
性
な
る
が
如
し
。
自
然
界
の
高
物

は
一
・
と
し
て
相
待
に
規
定
せ
ら
れ
ぎ
る
も
の
有
る
こ
と
な
し
。
之
を
因
縁
所
生
の
法
主
云
ふ
。
是
れ

世
界
自
然
の
性
な
る
故
に
世
界
桂
と
云
ふ
。

一
九
三
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次
に
偏
執
性
ま
た
人
性
個
慢
性
。
世
界
性
な
る
依
他
起
性
に
は
、
本
資
性
の
相
異
な
る
ち
の
が
相

依
b

、
こ
の
交
戚
よ
b

成
生
す
る
所
の
個
々
に
は
、
化
皐
上
の
水
素
之
酸
素
と
化
合
し
て
或
る
水
を

成
す
如
〈
、
ま
た
締
具
の
赤
色
と
青
色
と
の
調
合
の
如
{
に
、一
切
の
無
機
物
有
機
物
を
通
じ
て
、

因
縁
相
ひ
依
b

て
成
せ
る
結
果
た
る
物
々
に
、
各
自
の
特
殊
性
を
成
す
こ
と
は
理
の
自
然
なbo
こ

は
世
界
性
の
如
〈
普
遁
性
に
あ
ら
や
'
o
世
界
普
遁
性
と
云
ふ
は
、
陰
陽
ニ
気
雌
雄
爾
性
の
交
戚
に
よ

ち
て
生
物
を
費
生
す
る
如
き
は
、
何
な
る
生
物
に
も
遁
じ
て
代
ふ
ぺ
か
ら
宮
る
理
性
な
り
。
然
る
に

第
三
の
個
性
に
至
つ
て
は
特
殊
的
に
し
で
寓
人
各
々
一
特
別
の
性
を
菓
〈

O

父
母
の
因
縁
よ
砂
子
を
生

今
る
は
普
遁
性
な
れ
E

も
、
菓
子
の
菓
〈
る
所
の
資
性
に
つ
き
で
は
特
殊
的
なb
o

差
別
の
個
人
性
は
一
切
の
有
機
即
も
動
物
或
は
植
物
一
々
悉
〈
特
殊
的
の
性
を
有
せ
ぎ
る
は
な
か

る
ぺ
し
。
極
め
て
微
少
な
る
動
物
の
如
き
は
千
寓
の
歎
を
も
て
褒
め
何
も
悉
〈
同
一
の
性
な
る
が
如

〈
に
思
は
る
れ
E

も
、
其
内
性
に
至
つ
て
は
決
し
て
普
遁
性
の
裏
に
特
殊
性
な
か
る
ぺ
か
ら
守
。
天

則
の
理
性
が
自
然
界
を
接
展
せ
ん
に
は
、
不
識
的
平
等
よb
差
別
の
方
に
向
っ
て
稜
遣
す
。
故
に
劣



性
な
る
生
物
よ
り
は
盆
々
高
等
の
生
物
に
謹
む
に
随
っ
て
、
各
自
の
特
殊
的
の
性
能
ぞ
繊
著
に
す
。

殊
に
入
獄
に
至
っ
て
愈
特
殊
性
を
著
す
個
性
の
主
之
を
我
主
な
す
。
人
は
個
人
性
の
特
殊
な
る
に
ま

た
普
偏
的r
h我
を
執
す
。
我
執
は
人
類
の
普
偏
性
な
れE
も
、
此
我
を
構
成
す
る
資
性
に
於
て
ま
た

特
殊
的
な
り
。
其
は
個
人
を
構
成
す
る
資
性
各
々
同
一
な
ら
ぎ
る
を
以
て
の
故
に
無
量
の
個
が
各
自

濁
立
し
て
我
を
執
す
。
一
切
の
個
人
が
い
か
に
共
性
賓
が
能
〈
似
る
と
雄
も
全
〈
同
一
な
る
は
あ
ら

ゃ
，
。
世
界
無
数
億
の
人
々
中
一
と
し
て
形
気
の
資
性
特
妹
的
な
ら
g
る
な
し
。
此
理
は
濁
り
人
類
に

止
去
ら
や
'
一
切
の
生
物
に
ち
推
す
事
を
得
ぺ
し
。
人
性
の
異
b

は
其
面
の
如
〈
一
人
と
し
て
同
一
な

る
は
な
か
る
べ
し
。
近
年
犯
罪
人
の
栂
印
を
概
査
す
る
に
人
の
指
尖
の
紋
理
は
各
自
悉
〈
異
様
を
な

し
て
、
彼
此
と
相
一
致
す
る
如
〈
に
似
る
も
の
六
百
四
十
億
の
中
僅
か
に
一
個
の
割
合
な
り
と
す
。

次
に
他
の
動
物
は
ま
だ
意
識
的
生
活
に
入
ら
F
る
を
以
て
意
識
的
主
我
な
ら
ぎ
る
も
、
個
々
の
特
殊

的
濁
立
性
の
存
す
る
事
は
決
し
て
否
定
す
ぺ
か
ら
守
備
ほ
之
を
憤
げ
て
一
切
の
植
物
に
も
友
ぼ
し
て

個
々
特
殊
性
の
存
し
て
人
と
同
じ
き
性
が
伏
在
す
る
事
は
理
に
於
て
許
き
る
ぺ
し
。

一
九
五
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生
物
を
構
成
す
る
有
機
が
種
々
の
因
縁
に
よ
り
て
一
切
の
個
￡
は
特
殊
的
差
別
性
を
な
す
、
之
を

機
制
我
と
す
。

一
切
の
機
制
我
が
相
互
に
自
他
を
角
立
し
彼
我
を
針
比
す
。
性
に
於
て
此
の
相
互
の

懸
隔
は
世
界
差
別
の
方
面
よ
り
は
と
て
も
全
〈
接
近
致
一
す
る
こ
と
能
は
F
る
な

h
o

然
れ
E

も
各

自
の
根
底
な
る
内
性
を
聞
き
て
平
等
の
自
性
に
入
っ
て
初
め
て
接
近
一
致
す
る
こ
と
を
う
ぺ
し
q

閏
成
質
性
と
は
神
性
ま
た
は
如
来
性
と
云
ひ
、
前
の
偏
依
二
性
の
根
底
な
り
。一
切
の
特
殊
的
個

々
の
性
は
自
然
に
普
遁
的
に
し
て
因
縁
の
相
闘
に
よ
り
て
生
成
せ
h
y
o

こ
の
根
底
た
り
統
一
た
る
闘

成
質
性
は
宇
宙
寓
有
の
最
終
根
底
に
し
て
、
世
界
寓
物
は
相
針
規
定
即
ち
因
と
縁
と
の
闘
係
を
離
れ

て
生
成
せ
る
物
一
と
し
て
あ
る
こ
と
な
し
。
然
る
に
之
が
根
底
た
る
賞
健
の
本
性
は
、
因
縁
よ
り
成

h

リ
た
る
も
の
に
非
歩
。
故
に
相
針
を
超
え
て
絶
針
無
規
定
なb
o

宇
宙
全
一
の
本
憶
に
し
て
、
闇
満

に
し
て
敏
く
る
慮
な
し
。
本
然
本
有
の
理
性
な
れ
ば
遺
作
を
離
る
、
故
に
成
と
云
ふ
。
自
然
現
象
界

の
寓
物
は
生
減
措
型
化
極
ち
な
〈
、
常
住
な
る
も
の
あ
る
こ
と
な
し
。
然
る
に
本
性
は
も
と
永
恒
不
種

恒
久
遁
在
統
一
平
等
の
異
理
の
性
の
故
に
神
性
或
は
賞
性
と
日
ふ
。
質
性
は
相
待
規
定
を
超
て
絶
封



無
規
定
、
絶
針
の
圃
性
は
一
切
差
別
を
離
れ
た
る
故
に
平
等
性
なb
、
然
ら
ば
一
切
の
根
底
は
線
ぺ

て
の
規
定
を
超
え
差
別
を
絶
し
た
る
平
等
性
智
即
も
絶
艶
理
性
と
も
云
ふ
ぺ
し
。

貸
住
は
時
間
空
聞
を
超
え
一
切
差
別
を
絶
し
絶
艶
平
等
、
宇
宙
と
し
て
同
一
の
自
性
な
ら
ぎ
る
な

し
。
故
に
ま
た
大
我
と
名
づ
〈
金
一
大
我
に
は
自
己
の
外
に
一
物
も
あ
る
事
な
し
。
然
る
に
本
性
は

内
我
の
如
き
心
要
素
を
離
れ
た
b
o

故
に
絶
針
狸
性
と
云
ふ
。
之
を
賞
性
と
な
す
。

紳
性
は
前
二
性
に
艶
し
、
根
底
賓
館
と
統
一
揖
理
と
終
局
掻
取
の
三
能
あbo

前
ニ
性
は
自
然
界
に
現
れ
た
る
差
別
の
性
、
後
の
は
宇
宙
の
本
睡
に
て
、
終
局
腸
趣
の
貫
性
な
b

如
来
揖
取
の
先
明
は
自
然
を
超
え
て
如
来
の
自
性
に
蹄
し
て
永
恒
の
異
性
に
趣
〈
O

佐
智
は
賓
佐
の
先
な
争
責
性
は
性
智
の
僅
なb
o

僅
と
先
と
は
髄
と
見
、
相
と
見
る
に
外
な
ら
や
'

.開園圃‘

、

性
智
は
蔦
有
差
別
の
根
底

寓
物
は
内
性
よ
り
自
礎
的
、
内
性
無
蓋
の
性
を
具
備
す
。

一
兆
七
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規
よ
自
然
界
の
寓
有
が
大
に
しτ
は
天
偉
の
無
窮
よ
ち
小
に
し
て
は
地
上
の
一
切
生
物
に
至
る
迄

因
縁
に
依
っ
て
成
る
も
の
、
一
切
の
個
々
の
差
別
性
を
成
す
も
の
、?
と
し
て
起
伏
隠
願
生
滅
纏
化

せ
ぎ
る
も
の
な
し
。
此
の
生
滅
鑓
化
の
寓
物
が
起
伏
隠
甑
を
な
す
世
界
性
と
個
性
な
る
も
の
、
生
滅

務
化
差
別
性
の
物
、
其
物
自
身
が
、
本
髄
根
底
なbk

は
、
唯
物
論
者
の
主
張
す
る
所
な
れE
も
、

吾
人
は
之
を
肯
定
す
る
事
能
は
や
'
o

自
然
界
の
相
特
に
規
定
せ
ら
れ
て
生
成
す
る
所
の
一
一
切
差
別
の
高
性
、
即
も
一
切
生
物
が
接
生
す

る
に
は
、
本
よ
り
因
調
り
起
ら
4
7必
守
緑
色
待
て
初
め
て
生
成
す
る
は
勿
論
な
れ
E

も
、

一
切
有
機

物
に
は
自
己
の
内
性
よ
b

自
接
的
に
生
成
す
る
は
、
例
へ
ば
稲
の
種
子
は
之
を
土
地
に
播
き
て
潤
熱

等
の
縁
に
よ
ら
ぎ
れ
ば
蔚
礎
す
ぺ
き
理
な
き
も
、
然
れE
も
外
部
よ
b

共
助
縁
を
典
ふ
る
と
も
、
自

己
に
自
殺
す
ぺ
き
性
能
な
か
ら
ん
か
、
い
か
で
か
粛
接
す
ぺ
き
も
の
ぞ
。一
切
の
動
植
物
が
生
成
化

育
の
現
に
於
て
同
じ
〈
自
礎
的
な
ら
ぎ
る
は
な
し
。
自
殺
的
自
治
的
な
る
は
之
が
原
理
な
か
る
ぺ
か

ら
や
ー
。
即
ち
一
切
の
荷
物
の
自
性
の
根
底
が
平
等
性
の
一
大
原
理
に
依
捜
す
れ
ば
な
り
。
一
切
の
寓



物
は
此
自
性
の
桟
底
を
離
れ
て
生
成
す
る
も
の
に
非
歩
。
有
機
物
の
個
々
は
表
面
は
一
々
各
加
な
る

如
き
も
、
内
面
の
自
性
は
平
等
性
と
連
絡
す
2

之
と
連
絡
せ
る
限
り
に
於
て
、
一
々
自
己
内
性
に
自

己
を
開
礎
す
ぺ
き
性
能
本
能
伏
在
せb
o

例
へ
ば
動
物
の
卵
子
又
は
植
物
の
種
子
よ
b

ま
た
完
全
に

畿
越
し
後
老
衰
し
萎
廃
す
る
に
至
る
ま
で
、
皆
自
己
の
内
的
性
能
な
らg
る
は
な
し
。
院
疋
等
内
性
の

自
殺
に
秩
序
ゐ
b

保
理
あ
る
は
皆
性
智
の
作
用
なb
o

内

性

伏

蔵

平
等
よ
り
差
別
を
義
展
す
。

全
一
な
る
宇
宙
の
内
性
と
一
分
た
る
個
人
の
内
性
と
は
根
底
に
於
て
一
種
の
理
性
なb
と
す
れ
ば

平
等
の
理
性
よ
b

一
切
差
別
の
高
性
は
、
如
何
な
る
内
性
よ
b

現
出
し
た
り
や
の
疑
問
は
起
る
叫
し

宇
宙
心
た
る
如
来
性
は
平
等
に
し
て
、
絶
艶
理
性
態
な
り
と
す
れ
ば
、
高
差
の
種
牲
の
淵
源
を
説
明

す
る
に
由
な
し
と
は
設
か
ん
な
れ
E

も
、
平
等
は
絶
封
一
如
起
L

リ
、
如
来
ω
由
性
は
平
等
一
如
な
b

プ
九
九
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と
雄
ち
一
如
は
無
定
性
な
り
。
無
定
の
一
佐
は
消
極
的
の
無
性
に
あ
ら
守
し
て
、
積
極
の
無
定
相
な

る
が
故
に
、
無
性
は
性
と
し
て
性
な
ら
吉
る
は
な
し
。
平
等
無
定
性
の
一
理
よ
b

、

一
切
差
別
の
高

性
を
開
批
判
す
。
こ
れ
を
如
来
蕨
性
と
名
づ
付
、
ま
た
胎
臓
と
云
ひ
、
卒
等
性
の
中
に
一
切
の
高
性
を

合
擁
す
る
の
謂
な
b
o

世
界
一
切
の
相
待
よ
b

一
切
個
々
の
寓
性
は
平
等
性
よ
り
間
接
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
絶
針
平

等
性
は
相
待
差
別
の
高
性
を
礎
展
す
ペ
ダ
根
底
な
り
。
性
智
は
寓
物
の
根
底
内
性
に
し
て
、
国
性
は

陰
陽
雌
雄
等
の
如
主
相
待
佐
佐
離
れ
て
絶
針
な
り
。
之
を
如
来
自
性
に
し
て
宇
宙
の
内
性
、

一
一
切
緯

有
の
根
底
と
す
。

性
知
日
は
統
一
掃
理

統
制
と
規
定

宇
宙
高
有
の
相
互
の
聞
係
に
就
い
て
は
、
一
一
切
寓
物
伝
統
一
し
蟻
理
す
る
所
の
理
性
が
存
在
す
る



こ
と
を
承
認
せ
ら
る
ぺ
し
。
調
よ
自
然
界
の
高
物
が
天
地
無
窮
に
散
在
し
存
立
す
る
を
、
天
膿
の
皐

宿
は
空
間
的
に
は
一
の
太
陽
系
と
し
て
数
百
千
の
属
星
を
率
へ
相
互
に
闘
絡
し
、
各
々
の
恒
同
信
は
夫

よ
り
一
層
大
な
る
聯
絡
を
も
っ
て
縁
を
成
し
、
無
窮
の
因
縁
相
闘
よ
り
網
の
如
〈
に
連
絡
し
て
昼
間

に
繋
り
、
小
に
し
て
は
地
上
の
高
物
が
相
互
に
相
係
り
因
縁
相
係
り
て
地
上
に
散
在
す
。
ま
た
時
間

的
に
は
天
健
は
一
切
の
星
辰
が
成
じ
で
は
壊
し
壊
し
て
は
ま
た
成
じ
、
成
住
壊
空
因
果
的
の
閥
係
を

も
て
展
轄
し
て
連
絡
し
、
自
然
界
の
犬
小
と
な
〈
擾
々
紛
転
た
る
寓
物
が
外
部
よ
り
謄
望
す
る
時
は

相
互
聞
に
何
の
闘
係
も
な
き
如
〈
な
れ

E

も
、
裏
面
に
於
て
最
る
深
密
な
る
闘
係
の
存
せF
る
は
な
-

し
地
上
の
寓
物
中
に
就
て
有
機
物
が
因
縁
相
依
り
て
成
立
し
因
果
相
繰
り
て
相
績
す
。
夫
婦
相
闘
親

子
の
闘
係
空
間
の
閥
聯
時
間
的
の
蓮
絡
が
一
元
組
よ
り
庚
〈
分
布
し
て
世
界
に
捕
蔓
し
親
子
相
績
し

て
千
高
代
に
相
績
し
て
人
類
の
原
始
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
親
の
精
核
は
子
に
結
び
千
高
代
を
通
じ

て
一
系
連
綿
花
h
o

世
界
に
繁
盛
せ
る
群
類
は
一
室
に
布
付
る
枝
僚
に
外
な
ら
4
7
0

二
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人
類
の
み
に
あ
ら
子
生
物
原
始
の
本
源
よ
ち
今
現
の
人
類
仁
王
る
ま
で
の
生
理
的
相
績
の
静

は
謹
綿
t

し
て
紫
れ
・9
0

吾
人
が
生
理
的
生
命
の
赫
を
操
り
て
生
物
の
元
組
に
漣
り
、
劣
等
な
る
生

物
ω
血
脈
を
播
き
て
人
類
は
存
せ
り
。
此
漣
絡
は
生
物
の
内
性
に
よ
り
て
繋
れ
る
も
の
な
る
を
疑
ふ

ぺ
か
ら
守
。
宰
間
的
の
世
界
に
債
b

時
間
的
に
は
高
代
に
至
・0
.，
、
こ
れ
内
的
生
活
の
性
能
に
於
て
升

離
す
ぺ
か
ら
Y
る
理
性
の
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
す
ぺ
か
ら
十
。
こ
は
生
物
の
闘
聯
に
つ
き
で
諭
静

ん
の
み
。

自
然
界
の
寓
物
、
天
飽
の
大
な
る
よ
ち
一
切
生
物
に
至
る
ま
で
、
宇
宙
開
に
現
存
せ
る
寓
物
に
就

て
活
動
を
見
る
に
、
い
か
に
擾
々
紛
結
た
る
中
に
も
、
自
然
が
高
物
を
生
成
す
る
に
は
秩
序
の
整
然

た
ら
ぎ
る
は
な
し
。
唯
物
論
者
が
自
然
の
働
き
を
説
明
す
る
に
、
高
物
の
生
々
活
動
は
之
を
成
立
す

る
物
質
の
非
理
性
的
分
子
が
盲
目
的
に
来
会
し
て
偶
然
に
殺
生
し
た
る
結
果
な
b
t

云
ふ
が
如
き
は

z
n人
は
肯
定
せ
F

る
所
な
り
。
寓
物
が
自
己
よ
り
自
接
的
に
生
成
す
る
に
理
論
的
規
律
に
随
っ
て
動

〈
ぺ
き
理
性
を
存
す
る
も
、
秩
序
の
整
然
た
る
こ
と
は
寓
物
自
己
が
自
ら
統
撮
す
る
に
あ
ら
守
し
て



物
自
身
よ
ち
は
高
等
な
る
理
性
に
よ
り
て
統
揖
せ
ら
れ
ぎ
る
ぺ
か
ら
子
。
統
撮
の
性
は
盲
目
的
非
即

的
に
あ
ら
や
し
て
、
規
律
的
理
性
的
な
り
。
警
へ
ば
人
に
四
支
五
官
其
他
一
々
の
骨
節
筋
肉
一
々
の

細
胞
に
至
る
ま
で
各
一
統
制
を
成
十
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
は
高
等
な
る
人
膿
と
云
ふ
一
の
統
一
制
を

な
せ
り
。
人
の
眼
は
能
〈
鵡
耳
は
能
〈
聞
〈
も
身
腫
と
云
ふ
統
制
を
離
れ
て
能
t

視
聴
の
用
を
な
す

こ
と
能
は
F
る
が
如
し
。

人
の
身
慨
の
一
切
の
四
支
一
切
の
細
胞
は
身
慢
に
統
制
せ
ら
れ
、一
切
の
個
人
は
一
困
に
統
制
せ

ら
れ
、
園
の
圏
躍
は
一
世
界
に
よ
り
て
統
一
し
、
す
ぺ
て
の
惑
星
は
太
陽
系
に
よ
り
て
統
一
し
、

切
の
天
躍
は
宇
宙
全
一
に
よ
り
て
統
制
せ
ら
る
。
宇
宙
金
鰹
の
統
制
を
離
れ
て
は
太
陽
系
と
雄
も
活

動
す
ぺ
き
理
な
か
ら
ん
。

一
切
高
有
を
統
一
し
構
想
す
る
は
寓
有
内
存
の
性
智
の
な
す
所
な
b

と
云

ふ
Jへ
し
。

規
定
の
原
理

性
智
は
高
有
内
存
の
理
性
と
し
天
則
秩
序
の
理
と
し
て
自
然
を
規
定
す
。
性
智
の
自
性
は
絶
劃
に

エ
パU



0 
四

し

τ
無
規
定
因
縁
よ
b

生
じ
た
る
に
非
今
、
因
果
に
規
定
せ
ら
る
、
も
の
に
非
子
。
然
れ

E

も
一
切

高
物
の
時
間
的
空
間
的
に
因
果
律
に
規
定
す
る
規
定
を
雌
る
、
色
の
あ
る
こ
と
な
し
。
此
の
す
ぺ
て

の
規
定
の
一
大
原
則
は
性
智
と
す
。
一
切
大
小
と
な
〈
秩
序
の
整
然
た
る
理
法
僚
理
の
修
然
た
る
一

大
原
則
を
性
智
と
す
。

終
局
目
的
と
し
て
の
性
智

宇
宙
高
物
に
統
制
の
理
保
理
の
常
然
た
る
は
内
存
性
智
の
然
ら
し
む
る
所
と
は
論
じ
向
。
而
し
て

内
存
の
性
智
は
一
切
の
生
命
を
向
上
し
礎
謹
せ
し
め
、
捷
蓮
の
頂
黙
と
し
て
人
類
は
理
性
的
意
識
と

し
て
生
存
せ
り
。
而
し
て
相
侍
な
る
因
縁
所
生
の
衆
生
の
性
は
、
困
と
縁
と
に
規
定
せ
ら
れ
て
、
共

形
集
の
性
は
悉
〈
特
殊
的
に
し
て
、
差
別
的
小
我
の
圃
睡
な
れ
ば
、
共
性
格
皆
特
殊
的
差
別
性
を
な

し
、
而
し
て
ま
た
生
課
の
自
然
と
し
て
自
他
を
分
別
す
る
小
我
の
性
も
、
其
根
底
に
於
い
て
は
平
等

性
智
と
一
致
し
、
最
深
の
臭
な
る
一
大
異
我
と
調
和
し
、
即
も
平
等
性
智
の
本
慢
は
絶
艶
聞
成
自
然



の
性
に
し
て
、
一
切
諸
悌
平
等
誼
入
の
境
と
相
謄
す
る
所
の
智
な
り
。

終
局
の
蹄
す
る
所
は
、
性
智
の
光
は
、
情
滞
本
然
た
る
自
性
天
異
の
象
な
り
。
自
性
の
光
即
ち
絡

局
の
白
血
克
な
り
。
異
正
自
費
の
慢
は
即
ち
大
我
な
り
。
大
我
は
即
も
宇
宙
自
畳
な
り
。
如
々
の
智
と

如
々
理
と
相
臆
し
た
る
所
。

理
迦
牟
尼
無
上
正
畳
の
自
性
情
曹
の
性
智
現
前
し
て
、
平
等
性
は
一
切
衆
生
の
最
終
の
理
趣
自
性

の
根
底
を
大
悟
す
。
即
ち
絶
稽
し
て
日
〈
、
奇
な
る
哉
一
切
衆
生
具
す
る
に
一
切
智
自
然
智
平
等
智

有
せ
り
、
之
を
開
示
す
る
時
は
一
切
諸
悌
と
異
な
る
こ
と
廷
し
。

諸
備
知
来
平
等
誼
入
の
智
は
即
ち
平
等
性
智
現
前
な
り
。
本
質
の
性
智
と
始
受
の
性
智
と
一
致
し

た
る
な
り
。

性
智
は
天
地
寓
物
の
根
底
自
性
に
し
て
、
此
一
大
性
智
は
内
性
よ
り
高
有
差
別
の
性
た
る
衆
生
の

根
底
な
h
J
0

・
ま
た
性
智
は
一
切
の
小
大
と
な
〈
之
を
統
一
し
、
ま
た
精
紳
生
命
を
向
上
し
、
終
日
川
目

的
に
は
生
命
を
向
上
し
、
心
霊
堂
開
接
し
、
諸
悌
平
等
の
自
性
に
詮
入
す
。
此
義
を
以
て
性
智
に
三

二
O
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義
ゐ
る
な
り
。

性
智
の
光

近
縁

平
等
性
智
は
一
切
寓
有
の
自
性
の
先
なbo

一
切
衆
生
機
制
我
の
分
別
性
の
錦
め
に
、
自
他
を
芽

別
し
彼
我
を
辱
ふ
。
若
し
性
智
の
光
に
掻
取
せ
ら
る
る
時
は
、
如
来
自
性
光
中
に
在

h

。

一
切
の
個

ム
ザ
な
れ
ば
一
切
の
時
と
し
一
切
の
慮
と
し
て
接
近
不
可
離
の
因
縁
を
な
せ
h
o

ま
た
性
智
と
衆
生
の
震
性
と
は
も
と
同
一
の
異
性
な
れ
ば
、
吾
人
の
霊
性
は
一
大
震
性
の
個
鰻
現

な
b

と
云
ふ
こ
と
を
得
ぺ
し
。
却
も
宇
宙
心
の
清
静
な
る
自
性
が
妄
想
分
別
の
雲
寄
れ
た
る
窓
に
照

せ
る
先
な
b
o

ま
た
吾
人
が
内
性
の
主
た
る
我
は
機
制
我
を
超
え
て
一
大
異
我
と
一
致
す
る
こ
と
を
う
ぺ
し
。
吾

人
の
妄
分
別
を
離
れ
た
る
無
我
の
中
に
現
じ
燕
る
我
は
大
我
の
個
々
現
な
b
o

大
我
中
の
一
切
義
生

の
霊
我
と
し
て
現
れ
た
り
と
す
れ
ば
、
一
大
震
我
の
内
面
に
於
て
一
穏
な
り
。
故
に
大
我
を
離
れ
た



る
一
切
の
内
性
な
し
と
す
れ
ば
、
一
種
の
異
我
中
の
一
切
な
れ
ば
、
巴
に
昼
間
を
超
え
時
聞
を
超
え

て
平
等
性
中
た
あb
て
接
近
不
可
離
な
り
。

ま
た
換
言
せ
ば
白
血
寛
之
大
白
血
寛
と
は
本
来
一
健
の
故
に
接
近
不
可
離
の
因
縁
を
明
す
。
衆
生
の
妄

想
升
別
の
自
は
各
自
性
質
を
異
に
し
ま
た
経
験
を
殊
に
す
。
各
其
性
に
随
っ
て
自
分
勝
手
に
し
て
、

自
他
平
等
彼
我
一
躍
と
し
て
趨
臆
す
る
こ
と
ぱ
到
底
望
む
ぺ
か
ら
ぎ
る
も
、
分
別
我
を
離
れ
た
る
性

智
の
源
よ
り
起
る
理
性
は
平
等
の
異
性
なbo

故
に
寓
人
共
通
す
。
彼
我
一
致
す
ぺ
し
。
い
か
に
と

な
れ
ば
異
理
は
我
(
舟
)
離
れ
た
れ
ば
な
b
o

宇
宙
寓
物
は
平
等
よ
b

差
別
へ
と
接
展
し
、
差
別
の
終
局
は
平
等
に
鶴
す
。

内
性
自
治
棋
的
順
序

宇
宙
が
自
然
思
を
按
展
し
、
自
然
界
が
無
機
界
有
機
界
を
按
展
し
、
終
局
に
蹄
趣
す
る
傾
向
を
見

る
・
は
‘
一
部
捧
な
る
地
球
上
の
生
物
生
命
の
接
蓮
の
順
序
に
就
い
て
考
ふ
る
も
、
平
等
よ

h

差
別
に

二
O
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接
展
し
差
別
性
の
向
上
接
遣
の
務
局
は
平
等
に
蹄
す
る
な
り
。

宇
宙
内
性
の
自
接
は
動
物
生
殖
の
本
た
る
卵
細
胞
と
精
(
)
細
胞
と
結
合
す
る
所
、
自
接
的
精
神

は
全
形
健
細
胞
及
び
卵
中
に
存
す
の
み
な
ら
歩
最
始
の
原
形
質
原
位
に
も
存
せbo

原
形
質
は
寒
温

の
刺
戟
を
戚
知
し
運
動
を
現
は
し
答
養
を
揖
取
す
。
徴
生
腫
ま
叱
鹿
毛
運
動
と
な
れ
ば
水
中
を
務
造

す
高
物
の
内
性
に
は
自
礎
的
に
是
の
如
き
性
能
を
有
す
。
生
物
の
精
紳
性
質
の
差
別
と
平
等
と
の
階

段
を
考
ふ
る
も
、
無
機
有
機
会
一
三
微
な
る
生
物
の
精
紳
は
無
機
元
素
よ
り
得
た
る
も
の
に
で
、

切
生
物
ま
た
殺
生
せ
る
は
必
歩
無
機
の
結A
Pよ
h

生
?
と
す
れ
ば
、
無
機
元
素
化
合
の
結
果
其
自
殺

的
活
動
よ
h

有
機
原
形
質
を
生
じ
た
る
も
の
の
み
。
生
物
進
化
の
理
に
よ
り
て
考
ふ
る
も
、
生
物
の

最
も
劣
等
な
る
原
始
的
生
物
の
内
的
性
の
如
き
は
最
も
草
純
に
し
て
個
々
の
性
質
に
差
別
な
き
に
非

t
dる
も
、
人
類
の
如
き
高
等
に
接
遣
し
た
る
も
の
の
内
的
性
質
に
比
す
れ
ば
、
其
差
別
の
度
に
於τ

平
等
に
近
き
こ
と
勿
論
な
り
。



人
類
と
雄
も
原
始
の
人
般
の
内
性
は
草
純
に
し
て
、
益
々
内
的
生
活
の
向
上
す
る
に
随
っ
て
盆
々

内
的
生
活
は
複
雑
と
成
り
、
個
々
の
内
性
が
複
雑
に
進
む
に
随
っ
て
個
々
の
内
性
が
特
殊
性
を
著
〈

L

、
震
に
差
別
の
度
に
於
て
ち
随
っ
て
顕
著
なb
o

人
類
内
性
の
特
殊
的
な
る
は
人
冷
面
貌
の
一
な

ら

F
る
如
〈
な
ら
ん
。

人
類
よ
り
は
一
屠
原
始
の
生
物
に
迦
る
時
は
、
共
内
的
生
活
の
機
能
が
甚
だ
単
純
に
し
て
内
性
に

於
て
も
ま
た
草
純
な
り
。
す
ぺ
て
の
草
純
な
る
も
の
ほE
同
類
の
内
性
が
平
等
に
逝
か
る
ぺ
し
。
最

原
始
生
物
の
内
性
に
至
つ
て
は
最
も
平
等
に
近
か
る
ぺ
し
。
生
物
よ
・
9

は
術
遡
・
り
生
物
有
機
性
の
原

料
た
る
無
機
物
に
至
つ
て
は
其
内
性
向
ほ
平
等
な
る
ぺ
し
。
へ
ツ
ケY
は
生
物
h
z五
階
段
と
し
、

と
し
て
自
礎
的
活
動
な
ら
F
る
は
な
し
と
論
争
。
五
階
段
と
は
、一
最
下
等
の
有
機
僅
に
は
往
々
生

長
の
運
動
の
み
。
一
一
、
多
〈
の
原
始
生
物
は
粘
液
質
物
を
一
方
に
分
泌
し
て
旬
ひ
又
は
泳
「
運
動
を

な
す
。
三
、
水
に
浮
ぷ
生
物
水
母
の
類
は
水
の
穆
入
に
よb
或
は
塞
気
吐
出
の
方
法
に
よ
b

て
其
腫

量
を
襲
じ
て
鼻
降
を
自
在
に
す
。

コ
0
4川



一
一O

自
然
界
の
内
的
は
平
等
な
る
も
や
は
b

内
性
は
不
識
的
精
紳
な
b

と
は
皐
者
の
主
唱
す
る
所
、
然

れ
ば
即
も
自
然
は
卒
等
性
よ
り
内
性
自
殺
的
に
自
然
よb
太
陽
及
び
地
球
等
を
接
展
し
、
地
球
に
於

て
無
機
物
よ
h

有
機
物
を
礎
展
し
、
有
機
物
は
原
始
的
生
物
よ
り
漸
次
に
向
上
横
建
し
て
単
細
胞
複

細
胞
脊
椎
動
物
陸
棲
動
物
乃
至
高
等
動
物
よ
り
絡
に
人
類
に
至
っ
て
接
患
の
頂
鮪
に
建
せ
り
。

怠
〈
生
物
を
接
建
せ
し
む
る
に
は
之
を
賛
成
す
る
外
界
の
関
係
を
待
つ
ぺ
き
も
、
然
れ
E

も
自
己

の
内
性
に
自
殺
す
ぺ
き
性
な
か
ら
ん
か
、
い
か
で
か
接
達
す
る
こ
と
を
得
ん
。

構
き
に
陳
べ
し
如
〈
自
然
の
平
等
性
よb
乃
至
似
始
生
物
を
接
展
し
、
幾
千
寓
の
階
級
を
経
て
人

類
に
進
み
、
盆
々
内
性
が
特
殊
的
と
な
b

、
我
t

他
と
の
個
々
の
性
の
差
別
が
劃
然
主
な
り
、
随
つ

て
内
的
生
活
の
我
執
も
著
し
〈
礎
遣
し
、
意
識
的
に
我
見
を
な
す
。

個
人
的
内
性
を
構
成
す
る
所
の
要
素
に
就
い
て
は
、
男
女
の
異
性
の
如
き
は
世
界
性
に
し
て
内
性

に
あ
ら
歩
。
特
殊
的
内
性
を
構
成
せ
し
は
い
か
な
る
閥
係
に
よ
b

て
千
差
寓
別
の
内
性
を
な
す
や
と

の
問
題
に
就
い
て
は
、
因
と
縁
と
の
戚
臆
の
闘
係
を
離
れ
て
は
成
立
す
る
者
に
非
ぎ
る
は
勿
論
な
れ



E

・6

個
々
の
自
性
ち
種
々
に
擾
化
す
ぺ
き
性
を
具
せ
り
。

内
性
の
成
立
を
設
か
ん
に
は
因
と
縁
と
の
関
係
あ
り
。
人
の
先
天
的
要
素
に
本
龍
之
直
畳
と
ゐ
ム
リ

其
本
能
を
資
成
す
る
に
後
天
的
に
外
闘
の
事
情
に
規
定
せ
ら
る
。
先
天
の
要
素
。
本
龍
之
理
性

t

は

普
偏
性
に
し
て
内
性
の
我
と
な
る
。
ま
た
肉
躍
の
菓
質
に
於
て
も
種
々
に
分
つ
。
希
臓
の
カ
1
ν

ン

は
人
の
気
質
を
四
種
に
分
つ
。
一
、
多
血
質
、
呼
吸
や
血
液
循
環
が
活
法
快
活
に
て
熱
し
易
し
、

膿
汁
質
、
筋
肉
能
〈
礎
達
し
威
巌
あ
り
。
三
粘
液
質
、
精
神
が
鈍
療
忍
耐
強
し
。
四
紳
経
質
控
痩
せ

頭
が
大
〈
神
経
鋭
敏
。
か
〈
四
種
と
成
る
ち
四
質
を
相
互
錯
綜
し
て
叉
種
々
に
分
つ
ぺ
し
。
後
天
の

要
素
は
先
づ
四
聞
の
境
遇
に
約
束
せ
ら
る
。
地
勢
に
も
関
係
す
例
へ
ば
山
岳
の
人
は
猫
立
勇
気
の
象

に
富
み
偏
狭
に
傾
き
日
現
〈
、
平
坦
の
地
に
栖
む
人
は
快
活
に
し
て
自
治
の
糟
紳
に
之
し
。
田
舎
人
は

質
撲
に
し
て
都
曾
に
育
つ
人
は
軽
薄
に
流
れ
。
ま
た
家
庭
に
よb
教
育
と
祉
曾
の
事
情
と
は
人
の
性

質
を
種
々
に
錨
便
性
し
む
。
家
庭
に
は
皐
者
の
家
主
商
家
主
軍
人
と
職
工
と
は
大
に
其
気
風
を
殊
に
す

ま
た
枇
曾
の
蹴
態
は
大
に
気
風
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
太
平
の
時
代
主
戦
園
時
代
と
の
境
遇
は
個
性
を

ー
一
一
一
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殊
に
す
。
ま
た
列
固
で
も
英
囲
気
質
日
本
気
質
と
云
ふ
如
〈
其
園
風
は
自
然
に
個
人
性
に
及
ぽ
す
事

大
な
り
。

内
性
即
も
菓
気
の
種
々
に
分
か
れ
る
原
因
に
就
い
て
は
衆
詑
紛
転
た
り
。
或
異
数
の
如
き
は
人
は

組
先
が
紳
に
背
§
罪
を
犯
し
た
る
錦
め
人
類
は
悉
〈
先
姐
の
罪
を
生
れ
な
が
ら
菓
け
で
あ
れ
ば
金
〈

悪
な
り
と
云
ふ
。

ま
た
或
設
に
は
定
命
論
と
て
、
自
然
に
天
運
循
環
し
其
人
の
生
年
月
等
民
共
内
性
気
質
を
菓
る
所

以
な
り
。
十
二
宮
十
幹
六
十
等
が
悉
〈
天
の
命
運
に
し
て
人
間
の
闘
す
る
患
に
非
予
と
。
例
へ
ば
子

の
宮
は
滋
と
て
寄
商
の
気
を
う
〈
と
云
ふ
如
し
、
之
を
定
命
論
と
名
づ
〈
O

又
遺
停
因
縁
説
あ
り
。

備
敢
に
て
は
因
縁
設
、
人
の
性
質
の
特
殊
的
な
る
は
天
運
に
非
予
悉
〈
之
れ
に
は
元
因
あ
b

。
ま

た
此
元
因
を
資
〈
る
助
縁
あ
り
。
因
縁
を
ち
て
内
性
を
規
定
す
。
霊
魂
輪
廻
三
世
因
果
の
因
縁
設
は

信
守
ぺ
〈
も
誼
明
す
ぺ
か
ら
子
。

今
暫
〈
心
理
皐
者
の
設
を
以
て
個
性
の
成
立
せ
る
因
縁
を
設
か
ば
特
別
的
個
性
を
成
す
に
就
いτ
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先
天
的
要
素
l
l

元
因
l
-
F

直

{
菓
質泡

.，.._..;.一一ー、

世家自

育

飽畳然庭

先
天
的
即
も
因
は
過
去
の
宿
習
が
生
れ
つ
き
の
性
と
な
る
。
過
去
の
宿
習
に
、
業
識
の
上
に
と
ま

曾

柁
究
母
の
宿
習
遺
体
と
し
て
子
に
遣
す
如
〈
、
こ
の
因
に
ニ
あb
o

根
本
的
の
本
能
性
と
直
畳
と
、

ま
た
菓
質
と
な
b

。
本
能
は
自
然
に
飢
え
て
食
を
求
め
潟
し
て
水
を
需
む
る
如
き
、
直
長
と
は
人
が

肉
僅
即
も
物
質
に
も
菓
質
あ
b
o

善
悪
等
を
自
然
に
剣
断
す
る
性
を
有
す
る
は
普
偏
的
の
元
因
に
て
、
是
れ
精
神
の
働
き
な

b

。
ま
た

先
天
後
天
即
ち
因
縁
の
聞
係
に
よb
て
内
性
を
成
立
す
。
因
縁
相
同
じ
か
らF
れ
ば
、
自
然
に
す

ー
一一ーー
一
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ぺ
て
の
人
々
各
々
千
差
高
別
世
界
人
類
中
に
於
て
恐
ら
〈
特
殊
性
に
同
一
な
る
も
の
な
か
る
べ
し
。

草
純
平
等
性
に
近
き
原
始
の
生
物
よb
向
上
義
建
の
終
局
た
る
人
類
に
至
っ
て
内
的
生
活
の
朕
態

ま
た
踏
髄
紳
経
の
構
造
・
の
如
き
益
々
一
複
雑
に
遜
み
、
複
雑
と
な
る
に
従
っ
て
ま
た
特
殊
的
個
性
が
著

し
〈
各
差
別
の
度
強
し
。
故
に
自
然
は
生
物
の
内
的
生
活
な
る
内
性
を
成
立
す
る
に
平
等
性
よ
り
差

別
性
に
稜
展
す
。

準
化
の
目
的
。

物
質
即
も
肉
鰹
も
精
神
も
何
か
準
化
の
目
的
を
有
す
'
乙
な
ら
ば
、
内
的
生
活
な
る
精
紳
に
あ

b

と

云
ふ
こ
と
を
う
ぺ
し
。
い
か
に
主
な
ら
ば
、
自
然
よ
り
接
蓮
し
て
無
機
物
を
現
化
し
、
無
機
よ

b

進

み
て
有
機
物
を
現
化
し
、
植
物
よ
b

動
物
は
礎
建
の
度
高
し
、
動
物
の
本
能
よ
b

人
類
の
意
識
的
精

神
に
遜
み
、
閉
じ
意
識
的
精
紳
の
人
類
の
中
に
最
後
遺
し
た
る
は
人
類
の
要
人
な
り
。
普
通
の
人
を

凡
夫
と
云
ひ
超
絶
し
た
る
を
墓
と
云
ふ
。
塞
人
と
は
肉
髄
の
礎
遣
に
非
守
し
て
精
紳
が
閤
満
に
間
接

し
内
的
生
活
が
完
全
に
向
上
し
て
す
ぺ
て
の
人
類
に
内
的
生
活
を
完
全
に
接
遣
せ
し
む
る
徳
能
を
有



せ
る
人
を
事
主
す
。
之
に
依
っ
て
之
を
見
れ
ば
、
生
命
準
化
の
目
的
は
精
神
に
あ
ち
と
云
ふ
こ
と
を

う
ぺ
し
。
き
れ
ば
と
て
身
慢
の
義
遣
を
無
視
す
る
に
は
あ
ら
子
。

終
局
目
的
は
ま
た
差
別
性
よ
り
礎
展
し
て
卒
等
性
に
蹄
す
。

生
物
の
内
性
が
草
純
な
る
卒
等
性
に
近
き
よ
り
遜
み
て
差
別
性
に
進
み
、
人
類
中
に
つ
き
盆
々
文

明
に
進
む
に
随
っ
て
差
別
な
る
個
性
を
重
ん
守
文
明
闘
に
於
て
は
個
人
的
資
格
を
重
ん
や
'
O
差
別
性

の
内
性
が
完
全
に
接
遣
し
而
し
て
後
各
個
人
の
内
的
生
活
内
性
は
那
遁
に
進
む
ぺ
き
や
主
な
ら
ば
、

傭
陀
な
る
大
事
の
敬
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
内
性
向
上
の
絡
局
は
、
差
別
を
超
絶
し
た
る
異
理
の
極
な

る
平
等
性
の
方
面
に
向
っ
て
準
み
、
終
局
は
つ
ひ
に
異
善
の
極
ま
る
慮
、
絶
針
平
等
理
性
の
光
に
蹄

す
る
の
み
。
宗
教
に
は
差
別
の
我
に
固
執
し
我
見
我
愛
の
甚
し
き
を
凡
夫
と
一
声
び
、
平
等
無
我
の
異

理
に
契
合
せ
る
を
事
者
と
錯
す
。

備
敬
小
乗
大
乗
二
乗
に
偏
圏
構
貨
を
談
守
れE
色
、
人
性
の
差
別
我
を
超
え
て
平
等
牲
に
蹄
す
る

は
一
轍
な
h
o

一
二
五



二
六

小
乗
の
聾
聞
の
柊
局
目
的
と
しτ
、
平
等
無
我
の
浬
撲
界
に
臨
入
す
る
は
、
真
空
無
我
の
異
理
に

韓
入
す
。
是
れ
消
極
的
平
等
の
方
面
な
b
o

大
乗
の
菩
薩
は
初
按
心
よ
b

働
果
園
浦
の
果
位
に
至
る
ま
で
に
建
み
行
〈
。
人
性
差
別
的
の
人
性

主
平
等
の
傭
性
と
の
ニ
方
面
の
中
に
、
修
養
功
を
積
む
に
随
っ
て
、
人
性
を
脱
し
て
震
性
頴
現
す
る

に
、
分
冷
に
月
の
盈
鉄
新
月
よ
り
漸
々
に
準
み
て
十
五
夜
に
至
っ
て
白
面
圃
浦
す
る
が
如
し
。
人
性

は
黒
面
に
し
て
霊
性
は
白
面
の
如
し
。

菩
薩
が
八
地
巳
上
乃
至
十
地
等
畳
に
至
っ
て
、
平
等
一
昧
の+
J
A
-
-ヤ
に
流
入
し
、
絡
局
に
は
差

別
の
人
性
分
別
及
ぶ
自
然
の
我
執
は
悉
〈
霊
き
て
如
来
平
等
性
に
蹄
入
す
る
時
は
、
如

ι
干
の
理
が
如

々
の
智
之
同
じ
、

一
一
切
妄
想
分
別
の
夢
醒
め
て
、
自
性
天
異
の
天
は
朗
か
に
零
れ
、
如
来
情
帯
の
光

即
も
是
れ
自
性
の
光
な
る
こ
と
を
悟
る
。
平
等
自
性
の
先
に
よ
・

9

て
自
己
を
返
照
す
る
時
は
妄
我
分

別
の
影
だ
に
も
な
し
。

此
に
於
て
諸
備
平
等
の
性
智
は
是
れ
ジ
ヤ
ナ
自
性
の
光
明
な
b
o

一
切
諸
備
は
同
一
の
異
性
、
十



方
世
骨
骨
は
ピY
の
大
我
を
我
と
す
。

一
切
差
別
の
妄
夢
醒
め
て
平
等
性
慧
は
朗
か
な
h
v
e

心
性
の
徹
見
、
輔
の
一
心
を
明
む
る
悟
道
は
心
性
を
徹
寵
す
る
な
り
。
古
人
目
、
童
十
方
世
界
是

沙
門
眼
、
鑑
十
方
是
沙
門
会
身
、
童
十
方
是
自
己
光
明
、
童
十
方
世
界
在
自
己
克
明
内
、
壷
十
方
世

界
無
一
人
不
是
自
己
。

光
明
-
裡

の

生

活

性
智
の
光
に
由
っ
て
心
霊
開
癒
し
た
る
時
は
、
差
別
の
人
性
の
素
質
た
る
垢
質
を
股
却
し
、
純
一

無
雑
な
る
紳
性
に
賭
し
、
平
等
性
智
の
光
に
よ
b

て
自
性
即
ち
自
舞
す
。

差
別
我
を
超
え
て
平
等
性
の
光
に
よ
り
て
一
切
差
別
妄
想
の
世
界
を
照
す
時
は
、
真
理
の
先
の
中

の
差
別
の
性
悪
を
見
る
こ
主
盆
明
なb
o

性
智
の
党
は
菅
に
自
性
平
等
を
自
鐙
自
畳
即
も
認
識
を
照
す
の
み
に
あ
ら
子
。
性
智
は
賞
行
を
照

-
二
七



一
一
人

す
標
準
た
b
e

紳
牲
の
光
が
自
己
の
霊
性
を
照
し
、
紳
墓
な
る
神
の
聾
と
し
て
自
己
の
行
潟
を
規
定
し
、
ま
た
一

切
の
行
鶏
を
剣
断
す
る
標
準
化
、
り
。

斯
光
に
由
て
心
霊
開
殺
し
来
る
時
は
純
一
無
雑
な
る
神
性
に
腸
す
。
神
性
と
一
睡
た
る
を
自
費
自

誼
す
る
の
み
に
め
ら
守
。
紳
の
自
性
の
光
が
自
己
の
霊
性
と
な
り
、
紳
翠
な
る
紳
の
聾
と
な
り
て
自

己
の
行
錯
を
規
定
す
る
標
準
と
なb
ぬ
ぺ
し
。

い
か
に
知
飛
を
見
上
る
。
如
来
は
異
理
の
先
な
り
。
如
来
と
共
に
行
き
共
に
坐
し
共
に
臥
し
、

切
の
慮
一
切
の
時
に
於
て
離
る
、
こ
と
な
し
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、
真
理
は
い
か
な
る
庭
と
時
と
に

於
て
離
る
べ
き
ち
の
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
な
り
。
紳
塞
は
異
正
な
る
現
性
な
れ
ば
、
た
と
へ
い
か
に
墜
落

の
淵
に
沈
む
と
ち
罪
垢
の
中
に
轟
ま
る
、
と
も
、
自
ら
覆
ふ
ぺ
か
ら
ぎ
る
一
一
僚
の
光
、
普
偏
的
異
理

平
等
性
智
の
光
仁
。

肉
我
は
主
我
分
別
自
分
勝
手
、
肉
我
は
異
理
を
標
準
と
せ
す
、
唯
村
い
己
が
肉
の
幸
一
珊
欲
よ
ち
割
出



す
が
故
に
、
公
平
に
剣
断
す
る
の
明
な
き
なb
。

然
る
に
平
等
性
智
の
光
と
し
て
自
我
よ
ち
自
礎
的
に
自
己
を
返
照
す
る
が
故
に
、
自
他
を
公
平
に

照
し
会
平
に
剣
決
を
下
す
。

平
等
の
真
理
の
光
よb
照
す
時
は
、
神
塞
と
し
て
す
ぺ
て
を
規
定
す
る
こ
と
を
う
、
ま
た
何
人
と

雄
も
異
理
の
標
準
に
順
じ
て
何
人
に
も
之
を
規
定
す
る
こ
と
を
得
。

肉
我
は
寓
人
悉
〈
R
7別
利
己
な
b

。
真
理
は
寓
人
悉
〈
共
通
なh
y
o
故
に
各
々
自
己
は
肉
の
我
を

捨
て
真
理
の
我
と
し
て
如
来
我
に
韓4
7る
時
は
、
天
地
主
共
に
一
一
置
に
し
て
、
而
も
宇
宙
全
一
の
異

我
中
の
個
々
の
霊
我
一
致
す
る
隈b
に
於
て
、
接
近
不
可
離
の
聞
係
を
な
す
。
膏
に
大
関
鏡
智
の
光

中
に
於
て
各
自
の
観
念
に
一
致
親
近
す
る
の
み
に
非
子
、
性
智
の
先
に
よb
て
、
表
面
は
各
自
別
々

な
る
如
〈
な
る
も
、
内
性
に
於τ
一
致
し
霊
性
に
於
て
近
縁
なb
o

如
来
性
智
の
発
明
に
よh
v

て
揖
取
せ
ら
れ
柁
る
各
自
の
霊
性
は
、
内
性
に
於
て
一
致
し
、
真
理
の

党
に
よ
b

て
自
己
を
返
照
し
、

一
切
の
行
矯
を
剣
断
し
、
自
他
平
等
公
平
無
私
の
霊
性
は
異
聞
の
極

一
一
一
九
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に
し
て
、

一
一
切
諸
備
の
自
賛
平
等
性
智
が
一
切
高
誌
の
自
性
に
し
て
、

此
に
至
っ
て
内
誼
平
等
な

り
o
此
内
誼
平
等
性
の
光
に
よb
、
念
悌
衆
生
が
肉
我
の
差
別
性
を
捨
て
、
、
如
来
の
性
智
の
光
に

揖
取
せ
ら
れ
た
る
時
、
自
ら
諸
備
平
等
の
自
性
に
契
ふ
。
此
に
至
っ
て
内
性
の
一
致
的
接
近
と
云
ふ

ぺ
し
。理

性
の
接
近
。
内
性
の
遠
近
は
宰
問
時
間
の
形
式
の
遠
近
の
み
に
あ
ら
今
。
性
智
も
衆
生
の
心
性

に
封
し
て
接
近
す
る
も
の
は
、
駒
田
き
に
月
の
漸
々
に
盈
つ
る
が
如
〈
、
異
理
の
光
に
霊
化
せ
ら
る
、

毎
に
、
我
性
滅
し
て
霊
性
増
し
、
異
理
の
光
と
嬢
性
と
は
同
一
理
性
の
故
に
、
霊
化
の
加
ふ
る
に
依

っ
て
盆
々
接
近
すo
至
異
の
性
智
の
中
心
結
に
近
づ
〈
な
り
。
是
れ
性
格
に
於
て
接
近
す
る
な
り
。

肉
と
霊
'
p，
は
正
反
封
な
る
が
故
に
遠
縁
な
り
。



平
等
性
差
別
性
を
後
展
す

宇
宙
心
の
内
容
は
絶
封
的
卒
等
の
本
性
、
即
も
寓
有
内
存
は
無
謹
の
性
能
を
具
備
す
れE
も
、
自

性
は
無
性
な
る
平
等
性
な
り
。

自
性
無
定
相
の
故
に
、
一
切
の
差
別
性
を
現
出
す
。

ら
れ
、
こ
、
に
於
て
高
差
の
性
相
を
務
化
す
。
即
も
之
を
物
理
に
い
は
ゆ
る
、

無
定
相
の
本
性
が
差
別
の
高
性
と
開
展
す
る
原
因
は
、
絶
艶
の
内
容
性
が
、
絶
艶
意
志
に
賃
現
せ

一
大
元
素
よb
種
々

の
元
素
と
麓
化
す
る
と
同
じ
の
盟
、
勢
力
に
よ
り
て
賞
現
せ
ら
る
、
が
故
に
平
等
内
容
が
差
別
の
性

'
F』
襲
歩
。
鴨
へ
ば
犬
海
の
水
が
風
力
に
動
揺
せ
ら
れ
て
波
を
起
す
、
カ
を
加
ふ
る
故
に
水
は
電
気
を

起
し
、
一
音
響
及
光
線
を
現
守
る
如
し
。一
大
心
性
内
性
平
等
な
る
も
意
力
に
よ
り
て
寓
差
の
相
性
を

賞
現
す
。
種
々
の
相
性
を
現
十
る
も
、
水
の
自
性
は
失
は
や
J
O
ま
た
水
を
離
れ
て
波
の
自
性
な
し
。

平
等
心
性
を
離
れ
て
寓
有
の
賞
性
あ
る
こ
と
な
し
。

ー
ー
一一ー
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卒

等

性

宇
宙
高
有
は
如
来
一
大
理
性
な
る
平
等
性
の
故
仁
、
本
性
一
元
を
根
底
と
す
。
寓
物
差
別
の
佐
ゐ

b
o

其
能
力
を
殊
に
す
る
も
、
蹄
す
る
島
は
同
一
の
理
性
な
b

。
若
し
は
無
機
物
若
し
は
有
機
物
、

種
々
に
轄
獲
し
高
差
の
佐
と
能
と
を
顕
現
す
る
も
、
共
物
に
は
平
等
の
理
性
を
離
れ
て
別
に
自
性
な

一
切
差
別
は
因
縁
和
合
即
も
相
制
の
聞
係
に
よ
る
来
舎
の
般
相
に
し
て
、
絶
艶
的
不
獲
の
貸
住

に
あ
ら

4
7
0水
の
熱
度
の
高
低
に
よb
て
液
憧
と
も
固
鰻
気
睡
と
も
な
る
如
〈
、
凡
そ
宇
宙
開
の
寓

物
同
一
の
理
性
を
賓
館
と
し
、
千
差
高
別
に
開
展
し
、
終
局
に
は
平
等
の
一
理
に
蹄
す
。

宇
宙
の
賞
性
は
平
等
に
し
て
一
切
差
別
の
佐
徳
を
含
識
し
、
之
を
放
て
は
高
差
と
現
し
之
を
股
む

れ
ば
平
等
の
一
一
理
に
蹄
す
。

動
植
物
の
一
元

現
に
吾
人
目
撃
す
る
高
等
の
動
植
物
即
も
牛
馬
や
松
柏
の
類
に
至
つ
て
は
直
別
劃
然
た
る
も
、
動

植
物
の
原
始
に
遡
れ
は
一
元
に
蹄
す
。
共
原
始
た
る
一
の
細
施
フ
P
A
イ
オ
シ
の
如
き
は
動
物
植
物



何
に
込
な
り
う
ぺ
き
物
の
如
し
と
云
は
れ
、
地
球
の
冷
却
せ
る
或
程
度
に
光
線
と
電
気
の
作
用
に
よ

h
y

て
茨
酸
窒
水
の
化
合
物
允
る
有
機
的
組
織
を
な
す
。
此
細
胞
よ
り
漸
々
仁
挺
化
の
結
果
品
、
種
々

の
階
級
的
の
動
物
と
なb
、

一
方
に
は
高
等
な
る
植
物
と
な
り
、
此
雨
生
物
の
生
活
的
形
式
に
於
τ

は
其
比
例
を
一
に
す
。

ま
た
吾
人
が
植
物
の
穀
菜
の
類
を
食
し
、
之
が
同
化
作
用
に
よ
ち
て
、
身
憶
と
なh
血
液
と
ち
脳

髄
ま
た
柿
鰹
等
と
な
b

、
戚
情
ま
た
は
意
志
の
精
神
生
活
そ
な
す
。

糊
腐
敗
し
て
姐
最
湧
き
、
姐
最
ま
た
元
の
糊
と
な
り
。
植
物
は
縁
に
随
て
錨
便
し
て
動
物
の
健
之
な

b

、
動
物
は
轄
し
て
植
物
と
な
h

、
本
同
一
性
の
相
侍
規
定
せ
ら
る
る
性
能
な
り
。

皐
設
仁
よ
れ
ば
、
化
皐
に
八
十
有
除
の
元
素
を
分
類
す
。
然
る
に
各
元
素
に
一
定
量
あ
る
を
見
れ

ば
、
蹄
す
る
盛
は
一
大
元
素
と
な
ら
5

る
ぺ
か
ら
も'
o

差
別
の
種
々
な
る
元
素
と
成
る
ゆ
ゑ
は
、
本

平
等
の
一
大
元
素
が
、
唯
一
の
本
質
に
、
白
か
ら
相
愛
す
る
も
の
は
親
和
し
来
合
し
、
反
す
る
も
の

は
離
散
し
、
来
会
す
る
も
の
は
カ
の
起
黙
を
生
し
、
之
を
原
子
と
す
。
之
か
相
加
は
り
て
極
徴
の
分

ー

一一一一一一



二
-
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四

子
と
な
h
y

、
ま
た
元
素
と
な
b

、
物
置
と
な
る
。
反
す
る
も
の
は
緊
張
せ
ら
れ
て
、
一
方
は
重
厚
と

な
b

、
他
は
稀
薄
と
な
b

，
、
物
質
は
重
厚
の
極
に
し
て
、
稀
薄
の
極
は
精
気
と
なb
、
宇
宙
の
一
切

現
象
の
寓
有
は
雨
動
の
辱
ひ
なb
と
。
寓
有
を
組
織
せ
る
元
素
は
平
等
の
一
大
元
素
と
い
ふ
こ
と
を

知
る
ぺ
し
。

物
心
ニ
界
は
根
本
卒
等

古
来
の
思
想
家
は
、

一
切
物
質
の
内
面
に
は
、
王
国
人
が
内
面
の
と
同
一
の
内
的
生
活
存
す
と
。
自

己
が
他
の
内
部
を
知
る
は
類
推
の
理
に
よ
り
、
自
己
の
内
面
に
白
か
ら
経
験
す
る
概
念
及
理
性
等
と

同
じ
〈
他
に
ち
同
一
の
内
性
過
程
の
存
在
を
認
む
る
は
、
吾
人
は
人
の
外
面
に
表
る
、
落
涙
笑
語
等

に
よ
b

て
、
被
の
思
想
戚
情
性
を
自
己
よ
り
類
推
し
て
他
の
内
部
を
知
る
。
斯
る
類
推
論
は
人
類
よ

h
v

庚
〈
す
ぺ
て
の
動
物
界
に
及
ぽ
す
ぺ
し
。

一
切
の
動
物
は
外
面
は
物
質
な
る
も
内
部
は
精
神
生
活

な
b
k
o

此
類
推
は
す
ぺ
て
の
植
物
界
に
も
臆
用
す
る
こ
と
を
得
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、
常
識
は
動

穂
積
を
区
別
す
る
も
動
植
物
は
フ
ロ
ア
ー
F
タ
に
い
た

b

て
は
動
物
と
植
物
と
は
直
別
す
る
こ
と
能



は
十
。
し
か
る
に
ま
た
動
植
二
物
の
生
活
的
形
式
規
律
に
順
っ
て
生
存
す
る
ち
の
な
れ
ば
な
り
。
し

か
れ
ば
植
物
に
も
内
的
生
活
の
存
在
す
る
と
云
は
ん
。

無
機
界
の
天
然
原
子
に
も
不
識
意
志
の
存
す
ぺ
し
。

有
機
と
無
機
と
の
雨
界
を
通
し
て
普
偏
的
平
等
の
理
性
な
か
る
ぺ
ら
子
。
此
二
界
は
孤
立
せ
る
も

の
に
非
子
。
常
に
相
交
渉
相
依
り
て
存
在
す
。
雨
者
賞
質
に
於
て
は
異
る
こ
と
な
し
。

有
機
憶
の
成
分
は
無
機
樫
と
異
る
こ
と
な
し
。
無
機
物
質
轄
し
て
有
機
種
主
な
る
。
人
の
精
神
な

る
も
の
ち
無
機
物
の
中
に
存
在
し
て
因
縁
和
合
し
て
精
神
生
活
と
な
る
に
い
た
る
。

一
切
の
物
質
は
悉
〈
活
動
。
液
鰻
克
斯
の
如
き
は
勿
論
、
金
石
の
如
き
も
分
子
運
動
は
断
ゆ
る
こ

と
な
し
。

類
推
の
法
に
よ
b

て
無
機
物
に
精
神
あ
り
主
す
る
は
、
自
然
科
皐
者
の
中
に
ま
た
此
の
設
を
主
張

せ
る
ち
の
あ

b
o

人
聞
の
精
紳
と
同
じ
き
も
の
普
く
自
然
界
を
遁
じ
て
存
し
、
之
に
運
動
生
命
を
輿

へ
つ
、
あ
る
精
神
作
用
、
地
球
に
於
て
最
高
の
接
展
に
到
達
す
と
。
自
然
即
現
存
の
全
館
に
内
面
生

三
一
-
五
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活
の
意
あ
る
ぺ
し
。
現
存
は
遇
境
的
に
し
て
意
識
内
容
よ
り
推
し
て
知
る
外
な
し
。

地
球
及
太
陽
系
の
如
き
宇
宙
の
一
部
を
な
せb
o

ま
た
一
切
の
有
機
無
機
の
無
数
の
小
精
神
を
包

括
せ
る
も
の
に
し
て
白
か
ら
精
神
な
か
る
ぺ
か
ら
子
。

地
球
は
無
戴
の
生
物
の
来
合
せ
る
場
所
に
あ
ら
歩
。

一
切
の
生
命t
物
を
脹
胎
鞠
養
す
る
母
な

り
。

一
切
生
物
は
地
球
の
所
産
な
り
。
被
生
物
者
の
生
巳
仁
精
神
あ
り
、
能
産
者
た
る
地
球
に
精
神

な
〈
し
て
可
な
ら
ん
や
。

備
選
ん
で
諾
天
健
を
包
括
せ
る
太
陽
系
よ
b

宇
宙
金
佳
に
、
唯
一
平
等
性
の
精
紳
な
か
る
ぺ
か
ら

歩
。
人
の
肉
腫
が
吾
人
の
精
神
の
表
現
た
る
如
く
、
宇
宙
現
象
は
宇
宙
心
の
表
現
な
り
。

宇
宙
心
は
平
等
性
な
b

。

宇
宙
心
の
内
性
は
絶
卦
平
等
、
平
等
の
理
性
よ
b

差
別
の
高
性
を
楼
展
す
。

平
等
性

の

内
IT.:゙ 

~ 



活
げ
る
理
性
。

宇
宙
精
神
の
内
容
本
性
は
一
切
差
別
を
超
絶
し
た
る
絶
封
の
平
等
性
と
一
誌
は
な
、
現
象
差
別
の
高

性
は
何
乞
根
底
と
し
、
云
何
な
る
原
因
に
よh
て
然
る
や
。

日
〈
、
如
来
の
内
容
自
性
は
平
等
一
却
の
本
性
に
し
て
、
差
別
の
性
の
如
〈
に
、
火
の
性
能
は
水

の
性
能
に
異
b

、
人
の
性
能
は
下
等
動
物
の
性
能
に
同
じ
か
らF
る
如
〈
に
あ
ら
歩
。
宇
宙
心
の
自

性
は
、
貨
に
相
待
差
別
の
性
を
以
て
名
づ
〈
ぺ
か
ら
子
。
然
ら
ば
一
如
平
等
の
自
性
は
悟
潜
無
銭
の

凝
常
の
如
〈
な
る
か
。
日
〈
然
ら
や'
o

一
切
差
別
の
性
を
含
蔵
し
て
而
も
平
等
一
却
なbo
即
も
不

思
議
的
平
等
主
云
ふ
ぺ
し
。

単
一
平
等
の
如
性
に
、
而
も
宇
宙
一
切
の
物
心
、
依
正
、
恒
沙
の
性
徳
を
含
撤
し
て
、
而
も
常
に

平
等
一
如
な
り
。
之
を
性
徳
と
云
ふ
。
如
来
臓
性
な
b
o

宇
宙
心
の
平
等
性
に
一
切
の
差
別
の
性
を

具
備
す
る
は
、
た
と
へ
ば
、
吾
人
の
脳
髄
は
、
白
か
ら
静
坐
膜
想
し
て
、一
切
の
妄
念
を
排
す
る
時

は
、
内
に
非
す
、
外
に
非
す
、
青
黄
に
非
争
、

大
海
の
潜
然
記
る
如
〈
、
本
来
無
一
物
の
般
態
な

ご
-
一
七



ご
ご
凡

h
v
。
然
れ
E

も
脳
髄
に
は
戚
畳
心
情
印
象
記
憶
を
得
た
る
一
切
の
寓
象
悉
〈
含
戴
貨
に
複
雑
極
り
な

し
。
脳
髄
内
複
雑
に
し
て
而
ち
単
一
な
b
o

本
宇
宙
心
は
一
切
の
寓
有
す
ぺ
て
の
複
雑
な
る
も
の
を

悉
〈
包
容
し
て
而
も
遣
す
こ
と
な
し
。
高
性
は
悉
〈
平
等
な
る
宇
宙
脂
髄
よb
接
現
せ
ぎ
る
も
の
一

も
あ
る
こ
と
な
し
。

高
性
は
現
象
、
平
等
性
智
は
無
形
。
宇
宙
心
は
見
聞
す
る
能
は
歩
。
し
か
れ
ば
す
ぺ
て
人
類
の
精

紳
に
て
も
見
聞
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る
は
同
一
に
あ
ら
今
や
。

如
来
蔵
性
と
は
平
等
一
如
の
理
性
に
無
量
恒
沙
の
性
徳
を
含
蔵
す
る
義
なbo

時
間
に
昼
間
に
編

在
せ
る
一
切
の
物
心
、
天
観
、
及
び
一
切
有
機
、
無
機
、
有
情
、
非
情
、
物
質
、
意
識
の
高
物
高
差

の
性
な
る
も
の
、
一
'
と
し
て
平
等
一
如
の
性
よ
り
接
現
せ
ぎ
る
も
の
な
し
。
性
ま
た
心
は
不
可
思
議

の
徳
に
あ
ら
す
し
て
何
ぞ
や
。
白
か
ら
自
己
の
脳
髄
を
播
き
て
閲
せ
よ
、
華
巌
の
中
に
三
千
の
経
巻

を
一
塵
の
中
に
納
入
る
の
普
有
・90
深
〈
思
へ
。

上
巳
に
平
等
性
、
宇
宙
の
心
の
内
性
は
、
絶
封
一
如
の
怯
態
に
し
て
平
等
一
如
に
し
て
而
ち
一
切



寓
差
の
本
位
な
る
こ
と
を
明
し
ぬ
。

是
よ
ち
平
等
性
智
の
能
を
論
守
ん
。

宇
宙
の
本
質
自
性

宇
宙
ω
本
質
自
性
は
時
関
空
間
及
一
切
差
別
の
相
待
観
念
を
超
え
た
る
、
物
質
に
し
て
永
恒
本
然

の
心
霊
態
な
り
。

時
間
宰
問
友
一
切
差
別
を
超
え
た
る
絶
艶
同
時
態
、
平
等
一
如
の
理
性
、一
切
差
別
の
寓
有
に
性

た
b
o平

等
一
如
と
云
ふ
も
無
銭
悟
潜
超
然
草
濁
の
如
に
あ
ら
歩
、一
切
差
別
の
寓
有
の
性
を
含
蔵
し
て

而
も
永
恒
に
平
等
な
り
。

例
へ
ば
凡
そ
複
雑
の
極
な
る
も
の
人
の
脳
髄
に
友
ぷ
も
の
あ
ら
ぎ
る
ぺ
し
、
脳
髄
に
は
一
切
の
記

憶
心
象
戚
情
智
力
意
志
等
の
諸
活
動
を
包
括
し
て
遣
す
こ
と
な
し
。
然
れ
E

脳
は
極
め
て
草
純
本
来

ご
ご
丸



三
一
一
一
O

無
一
物
な
る
ぺ
し
。
常
に
平
等
平
等
に
し
て
而
も
一
切
の
差
別
を
包
括
す
。
金
一
平
等
の
性
よ
b

易

れ
た
る
一
局
部
た
る
吾
人
の
膳
髄
己
に
爾h
v
o
混
や
一
一
切
の
淵
源
花
る
一
切
を
包
括
す
る
宇
宙
心
の

本
質
の
自
性
に
於
て
を
や
。
金
一
一
絶
艶
平
等
一
如
、
而
も
一
切
の
差
別
は
平
等
一
如
よ

b

生
じ
、
之

に
包
括
せ
ら
る
。

宇
宙
の
本
質
主
相
臆
し
た
る
自
性
天
異
の
理
性
に
よ
b

て
差
別
即
平
等
の
真
理
を
意
識
せ
ん
。

一
海
の
水
本
描
然
、
風
の
鋳
に
動
揺
さ
れ
て
高
差
の
漉
浪
を
揚
r
o

波
面
に
差
別
を
呈
す
る
も
海

水
の
平
等
性
を
蝿
硬
骨
歩
。

平
等
性
の
内
容
。

絶
卦
の
本
質
平
等
一
如
を
、
悌
教
に
如
々
理
、
如
々
智
と
。
或
は
大
智
慧
光
明
、
逼
照
法
界
、
等

'
c

云
ふ
。
如
来
の
平
等
性
の
内
容
は
紳
墓
正
義
恩
寵
善
等
を
以
て
本
質
を
表
明
す
。
至
異
至
善
至
美

光
明
等
。

密
に
性
智
を
配
す
る
に
因
に
虚
空
蔵
菩
薩
果
に
賓
生
備
を
以
て
す
。
虚
空
識
と
は
虚
空
に
一
切
寓



有
を
包
曲
慨
す
る
如
く
、
性
徳
無
蓋
に
具
備
し
て
遣
す
こ
と
な
し
。
果
分
に
は
本
能
に
具
備
せ
る
性
徳

の
悉
く
を
修
得
顕
現
の
一
切
智
を
賓
生
如
来
と
名
〈
。

賓
生
如
来
を
三
界
主
と
名
づ
〈
は
即
大
我
の
義
な
り
。

大
日
を
大
我
と
一
冨
ふ
は
線
、
若
し
内
性
自
性
を
ば
大
我
と
云
ふ
は
別
な
b
e

平
等
性
に
統
一
し
た
る
心
性

宇
宙
は
本
平
等
性
を
内
容
本
質
と
し
て
、
差
別
の
寓
性
を
畿
展
す
る
は
、
目
的
に
腸
せ
し
む
る
手

段
な
り
。
向
上
の
階
級
は
生
物
よ
b

意
識
、
心
霊
と
礎
蓬
し
、
終
局
に
は
自
己
の
最
源
根
底
な
る
絶

封
的
自
性
を
臨
得
す
る
に
あb
o

絶
封
と
自
己
と
の
致
一
は
、
前
の
園
智
の
一
大
観
念
に
自
己
の
観
念
主
一
致
し
た
る
よ

h
v
は
尚
一

層
、
自
己
主
宇
宙
内
容
と
が
親
密
に
一
致
す
。
観
念
的
致
?
と
は
象
相
に
し
て
、
性
智
の
致
一
は
内

容
の
融
合
な
b

。
内
容
融
合
と
は
、
宇
宙
内
容
本
質
を
自
己
の
内
容
と
し
て
、
即
ち
一
大
異
我
を
自

-
一
一
二
日
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一

己
主
す
。
し
か
れ
ば
高
有
は
一
大
観
念
中
に
共
遁
せ
る
の
み
に
止
ま
ら
子
、
自
己
の
最
終
の
異
我
と

寓
有
の
異
我
と
は
一
雄
平
等
。

異
我
の
内
容
を
以
て
自
己
の
内
容
と
す
。
異
我
の
内
容
は
理
性
態
な
b
o

本
質
と
し
て
云
は
ば
平

等
一
如
の
心
霊
態
。
作
用
と
し
て
云
は
ば
自
由
大
自
在
なb
o

如
来
の
内
容
と
融
合
し
、
宇
宙
無
限
の
内
容
よ
b

自
己
の
内
容
に
湧
出
る
故
に
、
自
捷
的
に
心
霊

活
動
す
。

吾
人
の
金
身
が
絶
劃
な
る
如
来
の
妙
身
を
形
成
す
。

如
来
の
内
容
と
吾
人
の
内
容
と
は
融
合
捗
入
し
、
本
来
一
如
、
吾
人
の
内
容
は
無
限
の
自
性
，
と
の

交
渉
に
よ
h
p

て
、
即
ち
紳
秘
的
に
玄
妙
の
異
理
を
知
見
し
ま
た
融
合
す
る
獄
態
は
妙
智
の
作
用
と
す
。

妙
智
の
生
悌
戚
臆
等
の
は
本
平
等
性
智
に
よ
る
。

平
等
性
智
之
吾
人
と
の
内
容
致
一
の
活
動
と
し
て
は
、
無
碍
光
の
下
に
於
て
説
明
す
ぺ
き
如
来
の

中
の
道
徳
的
自
由
な
L
9
0



翻
察
交
渉
の
自
由
は
、
平
等
に
よ
る
が
故
に
自
由
な
り
。

平
等
性
を
自
己
の
異
我
と
し
て
、
宇
宙
の
異
我
よ
り
吾
人
が
心
霊
に
畿
射
し
来
る
光
明
に
よ

h
o

高
有
を
照
し
紳
秘
を
知
見
す
。
吾
人
は
内
性
一
如
の
故
に
永
恒
存
在
な
り
。

絶
封
t

自
己
の
心
性
と
の
親
密
な
る
閥
係
に
至
つ
て
は
、
自
己
の
理
性
と
絶
艶
と
は
平
等
に
し
て

分
つ
ぺ
か
ら
歩
。
平
等
の
理
性
即
も
自
己
の
心
霊
な
り
。
平
等
の
理
性
よ
り
自
己
の
理
性
と
し
て
活

動
す
る
も
の
こ
れ
真
理
な
b
o

理
性
は
平
等
な
り
彼
我
な
し
。

天
則
秩
序
と
し
て
の
理
性
の
能

宇
宙
心
の
理
性
な
る
性
智
が
寓
物
の
内
性
な
る
こ
と
は
前
に
明
し
ぬ
。
理
性
の
能
力
を
排
守
ば
、

絶
掛
な
る
理
性
、
自
己
の
内
在
の
自
然
界
に
は
、
天
即
秩
序
の
理
性
と
し
て
、
高
物
を
生
産
し
開
展

す
る
の
秩
序
を
帯
整
し
統
揺
す
る
を
能
と
す
。



二
三
四

実
則
秩
序
の
理
性
と
し
て
は
、
時
間
昼
間
の
形
式
に
よ
り
、
因
果
律
に
、
世
界
雑
多
を
開
展
し
、

寓
物
を
生
産
し
嬉
保
す
。
表
面
に
は
悉
〈
因
縁
相
依
り
因
果
関
聯
し
て
、
論
理
的
規
律
な
り
。

論
理
的
に
秩
序
を
整
束
す
る
を
見
れ
ば
、
之e
e規
定
す
る
寓
物
の
内
面
に
之
を
統
一
し
構
理
す
る

の
理
性
な
か
る
ぺ
か
ら
や'
o

高
物
は
唯
非
理
的
分
子
が
盲
目
的
に
来
合
し
偶
然
に
接
し
た
る
結
果
と
は
云
ふ
ぺ
か
ら
十
。
悉
〈

理
論
的
規
律
に
随
っ
て
動
〈
ぺ
き
定
相
ぞ
高
有
中
に
賦
せ
ら
れ
、
自
殺
的
に
生
産
、
内
面
よ
h

自
臨
時

的
に
規
律
的
理
論
的
な
る
は
、
表
面
に
は
因
果
律
と
な
る
。
こ
れ
が
秩
序
を
整
ふ
る
統
一
的
理
性
を

性
智
の
能
分
、
天
則
が
理
性
と
し
て
現
じ
た
る
も
の
と
す
。

性

各

>>IJ 

平
等
性
の
中
に
三
性
を
分
別
す
。

分
別
執
性
。l

一
切
の
一
小
局
部
に
、
全
躍
と
同
一
の
膿
系
と
し
て
、
相
待
的
に
樹
立
の
統
一
的
鵠



系
を
な
す
。

依
他
起
性
。l

一
小
局
部
個
々
は
相
制
の
闘
係
。

固
成
貫
性
0
1

相
待
の
聞
係
を
統
一
帯
整
す
る
理
性
。

身
別
執
性
と
は
世
界
一
切
の
事
物
は
、
い
か
に
一
小
局
部
と
い
へE
も
、
本
平
等
性
を
本
性
と
す

る
個
慢
な
る
が
故
に
、
金
一
を
模
塑
と
す
る
係
系
、
即
も
相
待
的
な
が
ら
濁
立
の
統
一
を
な
せ
る
活

動
の
相
待
的
濁
立
の
程
系
を
な
す
。

太
陽
系
は
こ
れ
k

等
し
き
階
級
の
膿
系
に
相
待
的
に
濁
立
せ
る
統
一
睡
眠
系
な
b
o

次
に
太
陽
系
に

属
す
る
各
部
は
ま
た
相
待
的
に
獅
立
の
係
系
な
り
。
惑
星
を
中
心
と
し
て
衛
星
等
来
会
し
て
統
一
系

あ
h
y
o
地
球
上
に
ま
た
一
切
有
機
物
を
相
待
的
統
一
暢
系
あ
b
o

有
機
睡
は
ま
た
相
待
濁
立
の
鰻
系

を
な
す
。

人
は
四
支
五
官
五
臓
六
蹄
等
を
悉
〈
統
一
し
て
鰻
系
を
す
。
眼
は
数
多
の
解
剖
的
郁
分
を
以
て
統

一
飽
系
ぞ
錯
す
。
一
す
む
の
毛
ち
数
多
の
細
胞
を
以
て
統
一
種
系
を
な
す
。
各
細
胞
も
相
侍
濁
立
の

ご
-
-
-
五
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分
子
よ
ち
成
り
、
分
子
は
同
じ
〈
相
待
濁
立
の
原
子
よ

0

成
る
。
極
小
局
部
よ
り
極
大
に
至
る
ま
で

同
一
形
式
の
統
一
的
櫨
制
を
な
す
。
い
か
に
局
部
と
い
へ
E

も
絶
封
な
る
質
性
の
縮
固
な
ら
ダ
る
は

な
し
。
小
極
は
小
極
の
飽
制
を
以
て
活
動
し
、
大
極
は
大
造
化
の
用
あ
れ
ば
小
極
は
小
造
化
の
用
を

な
す
。

局
部
は
慢
系
と
共
に
自
殺
的
の
調
和
を
保
ち
自
礎
的
活
動
す
。
例
へ
ば
人
の
脳
髄
笹
養
系
生
殖
系

の
如
〈
各
局
部
は
各
自
の
性
あ
り
本
能
あ
り
。
活
動
は
外
部
の
制
束
に
よ
ら
歩
。
眼
は
視
る
、
耳
は

聴
〈
、
各
自
性
あ
り
、
自
能
あ
り
。
高
等
な
る
官
能
も
劣
等
官
能
の
職
を
代
る
こ
と
能
は
歩
。

植
物
は
い
か
に
劣
等
な
る
も
の
も
個
々
其
本
性
能
あ
り
。
統
一
健
制
を
以
て
小
遣
化
の
職
を
成
す
。

松
の
貨
に
あ
ら
F

れ
ば
松
を
造
る
こ
と
能
は
子
。
各
個
に
は
小
遣
化
の
内
性
あb
て
、
自
礎
的
に
開

展
し
分
殖
す
。
寓
物
各
自
性
あ
り
自
能
あ
り
。
能
〈
住
持
し
造
化
す
。

一
小
局
部
は
大
極
の
理
性
を
根
底
と
す
。
原
始
一
一
徹
の
細
胞
の
生
物
よ
り
金
地
の
生
物
を
礎
展
す

る
も
何
ぞ
怪
ま
ん
、
小
局
部
は
大
極
の
理
を
根
底
と
す
。



二
、
依
他
起
性
。

平
等
性
は
直
も
じ
佃
を
造
ら
今
、
必
守
因
縁
を
待
つ
。
一
切
高
有
は
時
間
的
に
昼
間
的
に
相
制
即

依
他
の
闘
係
を
離
れ
て
濁
立
麓
化
す
ぺ
き
に
あ
ら
子
。
い
か
に
微
少
な
る
生
物
に
しτ
色
、
必
子
因

縁
の
影
響
は
他
の
一
切
に
及
ぶ
。
宇
宙
に
存
在
せ
る
物
質
砂
子
に
一
・
と
し
て
孤
立
し
た
る
も
の
な
〈
、

高
物
は
一
-
-
P』
し
て
偶
然
に
生
起
す
る
も
の
な
し
。
必
守
相
制
の
聞
係
を
要
す
。
之
を
依
他
起
性
と
云

ふ
。

吾
人
の
頭
脳
及
び
一
切
の
局
部
一
と
し
て
依
他
の
闘
係
を
離
れ
て
成
立
す
ぺ
か
ら
や
'
o

眼
を
組
織

せ
る
細
胞
は
金
腫
あ
h

て
始
め
て
眼
の
用
を
属
す
。
一
切
の
局
部
ち
皆
金
融
に
絡
し
て
各
自
個
の
性

能
を
果
す
。
相
制
の
闘
係
は
終
局
全
宇
宙
に
及
ぶ
。
一
の
塵
芥
は
庭
上
の
植
物
の
腐
敗
よ
り
生
す
。

植
物
は
土
地
に
よ
b

、
土
地
は
地
球
に
よ
b

、
地
球
の
存
在
は
太
陽
に
よ
り
、
太
陽
は
宇
宙
に
よ
る
。

一
の
微
量
を
生
存
せ
し
む
る
ゆ
ゑ
も
ま
た
同
じ
。
空
間
に
存
在
の
高
物
亦
子
一
・
と
し
て
孤
立
せ
る
も

の
は

t
f
、
皆
依
他
来
合
し
、
間
縁
の
闘
係
に
よ
る
。
各
局
部
の
生
活
は
こ
れ
ま
た
高
等
な
る
ち
の

-
一
一
一
一
七
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一
三
八

と
の
相
制
に
統
一
せ
ら
る
。

吾
人
の
生
存
は
究
母
に
よb
、
父
母
は
ま
た
究
母
即
も
姐
先
に
よ
り
、
組
先
は
人
類
の
元
姐
に
よ

h
q

、
人
類
の
元
始
は
低
階
級
の
動
物
に
よ
る
、
動
物
は
原
始
動
物
に
よ
り
、
原
始
動
物
は
地
層
に
よ

b

、
地
屠
は
地
球
に
よ
b

、
地
球
は
太
陽
に
、
太
陽
は
宇
宙
に
、
宇
宙
開
の
高
物
は
宰
聞
に
時
間
に

相
互
に
関
聯
し
て
藤
立
な
る
も
の
な
し
。
因
縁
関
聯
し
て
、
昼
間
に
網
の
如
〈
仁
、
所
謂
る
因
陀
羅

網
の
珠
の
如
〈
に
、
天
睡
無
数
の
星
類
は
繋
れ
・
9
0

慮
宰
無
遣
な
れ
ば
天
健
も
無
遁
なb
o

之
を
丞

間
的
の
因
縁
の
闘
聯
と
す
。
時
間
的
に
言
は
立
有
鋳
の
寓
物
は
原
因
よ
b

結
果
生
じ
、
結
果
ま
た
原

悶
と
な
り
て
弐
の
果
を
燕
し
、
成
住
壊
室
、
空
じ
で
は
ま
た
成
予
、
因
果
律
に
よb
て
関
聯
し
て
無

始
無
終
。

圃
性
の
本
。

相
待
の
規
底
を
統
一
す
る
根
底
本
質
は
、
物
質
論
者
は
物
質
原
子
の
且
ネ
ネY
M
Tと
、
ま
た
其
上

に

S
1
・
ァ
Y
な
る
も
の
を
立
て
統
一
原
開
を
説
明
せ
ん
と
す
。
恰
も
老
症
の
一
大
元
素
を
以
て
寓
物



の
根
底
を
説
明
す
る
と
相
似
な
り
。
こ
の
元
気
な
る
る
の
は
一
局
部
な
る
人
類
に
云
は
立
身
慨
に
充

る
元
気
な
り
。
何
故
に
人
の
元
気
の
根
本
は
精
神
な
る
こ
と
を
認
め
F
る
。
且
1
-
7
Yの
百
尺
竿
頭

一
歩
を
進
め
て
宇
宙
高
有
の
相
待
規
定
の
根
底
本
性
は
一
大
心
霊
の
理
性
た
る
こ
と
を
認
め
5
る
。

若
は
空
間
に
若
は
時
間
に
相
待
の
閥
聯
を
離
れ
て
高
物
一
も
あ
る
こ
と
な
し
。
平
等
性
を
根
底
と

す
る
世
界
に
相
待
規
定
因
果
律
存
在
す
る
は
、
こ
の
相
侍
規
定
な
る
も
の
は
、
相
待
そ
れ
白
か
ら
存

在
す
ぺ
き
に
あ
ら
今
、
之
を
統
一
す
る
秩
序
の
根
底
な
か
る
ぺ
か
ら
歩
。
之
を
固
成
賞
性
と
す
即
も

卒
等
性
な
り
。

闇
成
貫
性
。

相
待
的
規
定
の
一
切
局
部
は
闘
係
に
よb
て
存
在
す
。
こ
の
相
待
な
る
も
の
は
こ
の
闘
係
を
統
一

す
る
理
性
な
り
。
一
切
の
局
部
と
有
機
物
を
統
一
す
る
は
地
球
、
地
球
は
太
陽
系
に
統
一
せ
ら
れ
、

各
天
館
は
全
一
に
統
一
せ
ら
る
。
之
を
統
一
す
る
理
法
は
、
相
待
的
規
定
の
根
底
は
物
質
に
あ
ら
歩

し
て
、

一
大
心
霊
の
平
等
理
性
な
り
此
一
大
心
霊
に
統
一
せ
ら
る
。

-
Z
-一九
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一
切
寓
有
は
こ
の
絶
掛
現
性
に
統
揖
せ
ら
る
る
故
に
、
宇
宙
の
内
性
は
大
理
性
な
h
y
o

普
偏
的
怯

則
の
存
在
は
是
宇
宙
の
内
性
が
理
性
な
る
故
に
、
寓
有
を
構
造
す
る
す
ぺ
て
の
部
分
は
其
活
動
の
現

法
一
番
な
b
o

教
皐
の
怯
則
重
畢
の
法
則
機
械
皐
の
法
則
の
如
き
皆
之
を
示
す
@

国
賓
性
の
寓
有
に
封
す
る
特
性

コ
統
一
原
理
、

二
、
普
遁
法
則
、

コ
一
、
接
展
目
的
。

一
、
寓
有
相
待
の
聞
係
の
統
一
。

宇
宙
現
象
界
生
滅
起
伏
せ
る
寓
有
は
相
待
の
関
係
に
規
定
せ
ら
る
。
即
因
縁
所
生
な
り
。
此
相
待

に
規
定
す
る
秩
序
の
統
一
は
困
賞
性
と
す
。
い
か
な
る
微
塵
ば
か
り
な
る
も
の
も
貫
性
に
よ
ら
守
し

て
有
る
も
の
な
し
。

高
有
の
闘
聯
は
無
窮
に
し
て
平
等
性
に
統
一
せ
ら
る
。
い
か
な
る
微
塵
も
之
を
離
れ
て
濁
立
鑓
化

す
る
能
は
余
。

一
ケ
の
塵
一
芥
る
其
因
た
と
へ
ば
庭
の
微
細
な
る
草
は
、
土
地
に
よ
ら
ぎ
れ
ば
生
活
す



る
能
は
子
、
土
地
は
地
球
に
よ
り
、
地
球
は
太
陽
系
に
よ
る
、
太
陽
系
は
全
一
一
絶
封
の
統
一
を
離
れ

て
存
在
す
ぺ
き
に
あ
ら
少
。

宰
聞
に
存
在
せ
る
物
質
分
子
一
と
し
て
孤
立
す
る
も
の
な
し
。
皆
来
合
の
統
一
的
活
動
の
膿
系
を

な
す
。
各
々
の
統
一
運
動
は
金
一
睡
系
の
部
分
運
動
と
し
て
包
括
せ
ら
る
。
人
の
五
官
四
肢
等
時
凡

て
自
髄
の
統
一
系
に
よ
り
て
各
職
能
を
な
す
。
宇
宙
寓
有
の
相
待
規
定
の
統
一
は
平
等
の
一
性
に
あ

b 
o 二

、
普
偏
的
法
則

宇
宙
の
内
性
は
一
大
理
性
なb
o

寓
有
を
構
造
す
る
一
切
の
部
分
は
其
活
動
の
理
法
悉
〈
啓
一
な

b

一
K

し
て
普
偏
的
膏
一
の
理
法
存
せg
る
な
し
。
ま
た
此
の
法
則
を
離
れ
て
活
動
す
る
も
の
な
し
。

戴
皐
の
法
則
機
械
皐
の
法
則
重
力
の
法
則
の
如
〈
寓
有
い
か
な
る
も
の
も
此
法
則
を
離
れ
て
活
動

す
る
も
の
な
し
。

一
一
切
の
獲
態
に
ち
物
理
を
臆
用
す
る
に
誤
る
こ
と
な
し
。
宇
宙
の
法
則
は
秩
序
整

藩
に
し
て
大
理
性
に
随
っ
て
動
{
。
こ
の
法
則
の
存
在
す
る
は
宇
宙
の
闇
貫
性
は
一
大
理
性
な
り

t
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附
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回
二

去
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
や
J
O

三
、
高
有
の
因
縁
相
待
作
用
は
平
等
の
園
性
よb
差
別
の
調
和
的
麓
態
に
接
展
し
内
的
目
的
論
的

必
然
性
に
自
殺
的
な
り
。
即
ち
寓
有
に
内
存
す
る
理
性
が
平
等
の
一
よ
b

差
別
の
麓
態
に
殺
展
す
る

は
、
向
上
し
て
相
待
の
規
定
営
脱
し
て
絶
卦
無
規
定
の
自
性
に
向
上
す
る
理
性
あ
りτ
、
必
然
的
、

自
殺
的
、
目
的
あ
る
理
性
な
り
。
即
も
、

一
、
相
待
を
統
一
す
る
揖
到
の
理
。

二
、
普
偏
法
則
。

、
天
則
の
理
性
に
終
局
目
的
の
理
性
あ
b
o

高
有
紳
論
に
は
、
高
有
の
内
的
存
在
な
る
・
質
性
が
、
天
則
秩
序
に
差
別
の
鑓
態
に
礎
展
す
る
天
川

の
中
に
、
恰
も
目
的
設
計
を
も
て
な
す
如
き
の
自
然
の
理
性
存
在
す
。

原
子
論
は
、

一
般
の
物
理
的
法
則
に
随
て
運
動
を
替
U
原
子
の
自
礎
的
結
合
に
よ
り
て
起
り
、

も
外
部
よ
り
此
原
子
を
按
排
配
置
す
る
智
力
を
要
せ
歩
、
無
数
の
原
子
は
盲
目
運
動
を
替
み
種
々
穀



多
の
結
合
配
置
よ
り
偶
然
に
ち
動
植
物
の
精
妙
な
る
も
の
生
守
主
す
。

然
ら
ば
一
の
人
を
構
成
す
る
原
子
偶
然
相
依
り
て
突
如
と
し
て
人
を
現
今
る
か
。
進
化
設
に
よ
れ

ば
、
自
然
淘
汰
環
象
の
影
響
に
よ
り
て
、
因
果
必
然
の
理
に
基
き
、
自
然
に
生
起
準
化
し
、
今
日
最

も
複
雑
精
妙
を
極
め
た
る
生
物
躍
は
突
然
に
無
数
の
原
子
集
合
し
生
起
せ
し
に
非
子
、
単
純
な
る
生

物
の
原
始
よ
り
無
数
の
時
聞
を
以
て
進
化
の
結
果
に
し
て
、
因
果
的
機
械
的
に
生
起
す
と
云
ふ
ち
、

進
化
論
と
原
子
論
と
は
親
密
な
る
闘
係
あ
る
に
あ
ら
歩
。

原
子
猫
立
自
存
の
も
の
が
互
に
相
影
響
す
と
す
る
は
矛
盾
な
り
。
個
々
の
要
素
を
以
て
終
極
の
車

位
と
し
、
之
を
以
て
絶
封
的
濁
立
自
存
の
ち
の
と
し
、
是
等
の
要
素
合
し
て
全
腫
を
構
成
し
て
な
す

と
云
ふ
時
は
、
共
嬰
素
が
互
に
影
響
す
と
い
ふ
こ
と
は
大
な
る
矛
盾
な
ら
ぎ
る
ぺ
か
ら
今
。

若
し
個
々
の
要
素
杢
〈
濁
立
自
性
なh
と
せ
ば
、
他
の
潟
に
因
縁
に
よh
て
自
己
の
股
態
を
麓
壱

ダ
』
る
ぺ
し
。
替
し
他
の
因
縁
に
よ
り
て
自
性
を
襲
守
主
せ
ば
、
決
し
て
濁
立
の
自
性
と
い
ふ
ぺ
か
ら

すも
。

-
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三
四
四

寓
有
は
膏
一
の
接
則
に
揖
理
せ
ら
れ
、
其
聞
に
相
制
の
闘
係
あ
る
こ
と
は
、
高
物
の
要
素
が
、
原

子
論
者
の
設
の
如
く
、
濁
立
無
関
係
の
も
の
に
非
歩
、
高
有
は
全
一
の
理
性
に
統
一
せ
ら
れ
る
に
あ

ら
ぎ
れ
ば
、
相
聞
の
事
貫
は
説
明
す
る
こ
と
能
は
十
。

今
有
機
慨
を
見
る
に
其
一
局
部
に
全
然
弧
立
せ
る
麓
化
あ
る
こ
と
を
許
さ
子
。
例
せ
ば
杭
物
の
一

黙
に
獲
動
あ
ら
ば
之
に
臆
じ
て
他
の
部
分
に
襲
動
を
及
ぼ
す
。
世
界
ち
全
一
の
慢
系
に
し
て
中
に
於

て
弧
立
を
許
『0
・
子
。
こ
の
過
程
は
他
の
一
切
の
遁
穫
と
閥
係
す
。

此
の
全
一
の
一
切
の
相
制
的
作
用
は
平
等
性
智
に
よ
り
て
起
る
。
要
す
る
に
世
界
は
濁
立
せ
る
無

教
要
素
の
集
会
に
あ
ら
歩
、
全
一
の
部
分
に
過
ぎ
歩
。
物
質
過
程
は
内
的
過
程
を
有
す
。

宇
宙
あ
ら
ゆ
る
運
動
が
相
闘
に
統
一
せ
ら
る
、
は
、
全
一
の
精
神
統
一
的
内
性
の
顕
現
な
b

と
云

ふ
ぺ
し
。

卒
等
性
の
特
徴



一
知
の
戴
性
、
一
大
心
霊
内
性
、

絶
封
の
理
性
よ
b

差
別
の
雑
多
の
形
を
以
て
現
れ
し
も
の
は
、
欲
望
意
志
は
、
終
局
目
的
に
平
等

理
性
に
結
合
統
一
せ
ら
れ
ぎ
る
ぺ
か
ら
す
。
す
ぺ
て
の
内
的
生
活
の
統
一
あb
て
、
所
有
る
個
々
の

性
向
は
平
等
理
性
の
自
己
礎
展
自
己
現
化
中
に
包
含
せ
る
も
の
と
す
。

平
等
性
智
の
特
徴
。

一
、
世
界
的
内
性
全
一
の
理
性
なb
。

差
別
の
一
切
の
局
部
の
個
々
は
絶
艶
猫
立
自
性
を
有
せ
守
。
個
冷
は
平
等
性
を
自
性t
し
、
平
等

性
の
相
待
的
差
別
の
一
員
なb
o

世
界
は
絶
劃
の
理
性
な
り
、
高
物
は
一
理
性
の
襲
性
なb
o

二
、
平
等
性
は
質
碍
及
び
意
識
の
ニ
性
の
下
に
差
別
の
性
に
接
展
す
。

但
し
意
は
異
の
本
性
に
し
て
物
質
は
戚
性
に
映
令
る
現
象
の
み
。

三
、
客
観
界
に
於
る
因
縁
卸
も
相
制
作
用
は
平
等
性
が
自
己
を
差
別
の
調
和
的
鑓
態
に
接
展
す
る
自

位
、
目
的
論
的
必
然
性
の
現
象
なb
と
す
。
剛
も
絶
劃
理
性
の
自
宙
なbo

理
性
は
論
理
的
に
必
然

-
一
四
五
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大

性
を
以
て
自
己
の
本
質
を
殺
展
す
。

平
等
理
性
。

一
、
相
制
の
統
一
性
会
一
。

一
切
の
差
別
は
平
等
の
性
内
面
よ
り
自
然
自
礎
的
の
調
和
を
保
つ
・

三
、
金
慢
と
し
て
の
寓
有
は
外
的
の
制
裁
を
受
り
令
其
自
接
的
性
能
。

平
等
性
の
必
然
的
理
性
は
目
的
論
的
平
等
金
一
よb
相
待
差
別
に
接
展
す
る
は
、
向
上
の
目
的
ゐ

れ
ば
な
b
o

約
し
て
云
は
堂
、
一
よb

一
切
に
閲
癒
し
、
一
切
は
平
等
の
一
に
鯨
す
。
平
等
性
智
が

差
別
ぞ
按
展
す
る
は
終
局
の
全
一
に
蹄
せ
し
め
ん
が
手
段
なb
o

其
目
的
と
は
地
球
の
礎
展
は
生
命

現
化
を
目
的
主
し
、
生
命
の
接
展
は
心
霊
の
現
化
を
目
的
と
し
、
心
霊
に
よ
り
て
平
等
理
性
に
一
致

す
る
こ
之
を
う
れ
ば
な

b
o

平
等
調
性
智
の
光
明
に
よh
v

て
自
己
の
理
性
は
一
一
切
寓
物
と
制
和
す
る

こ
と
を
う
。

進
化
の
理
性



宇
宙
の
本
性
は
平
等
理
性
と
し
、
現
性
は
寓
有
の
内
性
と
し
て
存
在
し
.
高
物
を
向
上
様
展
せ
し

む
る
性
の
根
底
は
平
等
性
智
の
智
能
なb
と
い
は

F
る
ぺ
か
ら
や
'
o

地
球
の
礎
展
を
見
て
も
草
純
な

る
ち
の
よ

b

複
雑
に
接
遣
し
、
此
の
耽
棋
連
の
理
性
は
、
寓
有
が
自
己
の
根
底
に
、
性
能
を
本
能
的
に

伏
戒
し
、
環
象
と
共
に
接
遣
す
る
理
性
含
有
す
。
生
物
の
進
化
の
理
に
つ
き
で
考
ふ
る
ち
、
原
始
動

物
の
細
施
の
中
に
種
々
の
階
級
に
向
上
す
ぺ
き
性
能
を
潜
伏
す
主
云
ふ
も
不
可
な
か
ら
ん
。
高
物
の

生
命
は
平
等
性
を
根
底
と
す
れ
ば
な
り
。
生
物
生
命
が
内
性
を
有
し
て
、
ぞ
れ
が
性
智
を
性
と
し
て
、

共
内
面
に
向
上
す
ぺ
き
性
能
を
有
し
、
原
始
生
物
の
中
に
其
高
等
な
る
人
類
に
成
ち
う
ぺ
き
伏
能
を

有
し
た
る
も
の
と
云
は
F
る
ぺ
か
ら
歩
。

高
有
の
内
的
存
在
の
理
性
、
寓
物
と
共
に
漸
弐
に
向
上
せ
し
む
。

平
等
差
別
の
性
と
な
る
は
向
上
の
手
段
。

相
待
世
界
の
接
展
差
別
性
と
な
る
は
向
上
の
手
段
な
れ
ば
、
理
性
の
現
化
た
る
生
物
生
命
は
、
表

酸
窒
水
の
化
合
物
の
形
質
に
酸
化
と
揮
按
力
あb
c

酸
化
ぺ
生
活
力
の
元
気
、
嘩
按
は
穀
動
の
元
、

二
四
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ま
詑
消
耗
の
原
なb
o

此
酸
化
と
嘩
按
に
よb
て
消
化
と
分
殖
作
用
起
る
。
滑
化
は
自
己
を
保
存
し

分
殖
は
種
族
を
保
存
す
。

此
ニ
作
用
は
生
物
を
向
上
せ
し
む
る
機
能
なb
o

進
化
に
五
則
あ
b
o

一
生
物
の
生
存
努
力
。
分
殖
の
錦
に
生
存
競
争
の
努
力
。
ニ
襲
易
。
身
館
組

織
の
物
質
が
自
然
に
獲
易
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
よh
て
種
類
を
生
今
。
三
臆
化
。
身
躍
が
外
界
の
刺

裁
に
戚
臆
す
。
之
を
臆
化
の
理
法
と
云
ふ
。
四
遺
惇
。
形
質
遺
停
の
理
法
。
五
遁
種
生
存
。

生
命
を
寓
物
の
外
部
よ
り
研
究
す
れ
ば
、
五
則
に
よb
て
生
物
の
進
化
の
理
明
なb
o

こ
の
物
質

を
内
的
に
規
定
す
る
理
法
は
自
焦
律
の
根
底
た
る
平
等
性
と
云
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
歩
。

内
存
の
理
法
に
よ
b

て
寓
物
向
上
進
化
す
と
は
、
外
面
よ
り
は
因
果
的
に
義
遣
し
、
内
面
よ
b

は

内
性
の
目
的
必
然
性
よb
、
平
等
性
が
目
的
性
を
内
部
よ
り
接
展
す
る
なb
。
外
部
に
は
因
果
的
の

準
化
を
見
る
。
分
顕
す
る
は
競
辱
に
よ
り
て
目
的
た
る
向
上
の
震
な
b
o

ま
す
f

、
券
類
の
差
別
の

多
〈
な
る
に
随
っ
て
競
等
し
‘
競
争
す
れ
ば
接
蓮
す
。



分
身
せ
F

れ
ば
相
互
の
刺
激
に
よ
り
て
向
上
す
る
こ
と
な
し
。

生
物
生
命
の
同
一
理
性

宇
宙
は
平
等
理
性
な
り
。
此
理
性
表
頴
し
て
物
質
と
な
b
o

物
質
は
理
性
を
根
底
と
す
る
が
故
に

一
切
の
生
物
と
顕
る
。
平
等
の
理
性
は
一
切
の
差
別
と
頴
現
す
る
も
相
待
的
に
統
一
の
膿
系
を
な
し

て
存
す
。

一
健
の
準
化
。
原
始
生
物
の
一
細
胞
に
も
濁
立
統
一
の
慢
系
を
な
す
。
絶
劃
の
理
性
を
根
底
と
す

る
内
性
を
有
す
れ
ば
な
り
。
故
に
極
小
の
生
命
は
極
大
の
個
程
現
な
り
。
極
大
開
性
が
大
な
る
造
化

な
る
如
〈
鰻
小
も
小
造
化
な
h
y
o

極
小
の
生
物
に
内
存
の
理
性
は
、
一
微
細
の
元
形
質
よ
り
、
炭
酸

化
合
物
の
一
個
は
分
れ
て
二
個
と
なb
各
ま
た
分
れ
て
分
類
し
、
雌
雄
雨
性
を
分
つ
に
至
つ
て
は
合

髄
し
て
n
T類
す
。
最
微
少
な
る
生
物
よ
り
分
殖
し
臆
化
し
種
々
に
鐙
易
し
遺
惇
し
て
、
自
然
淘
汰
の

理
性
に
準
化
せ
ら
れ
て
、
車
細
胞
生
物
よ
b

複
細
胞
、
水
母
、
脊
推
、
陸
棲
と
な
り
晴
乳
動
物
之
進

三
四
九



三
五
O

み
一
健
の
分
子
前
の
元
形
質
よb
分
れ
て
、
分
探
し
て
つ
ひ
に
世
界
の
生
物
と
な
h
v

、
ま
北
人
綴
と

な
る
。

一
慢
の
分
身
に
し
て
時
間
的
に
子
子
相
縦
し
、
昼
間
的
に
分
殖
探
生
し
て
世
界
全
面
に
蔓
延

す
。
時
間
的
に
は
子
々
相
績
し
て
一
系
連
綿
花
b
o

昼
間
的
に
は
分
糠
蓮
絡
し
て
綱
の
如
〈
に
連
な

り
、
生
命
一
慢
の
分
身
、
斯
〈
表
面
に
は
個
々
差
別
の
波
浪
を
舟
別
す
れE
も
、
同
一
の
平
等
性
の

海
水
に
統
一
せ
ら
る
。
一
切
の
階
級
を
聞
は
今
、
す
ぺ
て
の
生
物
は
、
悉
〈
個
々
皆
濁
立
の
統
一
的

韓
系
を
な
す
と
雄
、
寓
有
内
性
が
即
も
絶
艶
理
智
と
名
づ
〈
ぺ
き
理
性
の
存
在
を
承
認
せ

g
る
ぺ
か

ら
や
'
o
自
然
界
の
寓
有
は
局
部
は
自
礎
的
の
調
和
を
保
つ
も
の
に
し
て
、
外
部
よ
り
規
定
せ
ら
れ
今
、

そ
の
運
動
は
自
接
運
動
。

目

的

高
有
の
小
部
分
な
る
物
は
目
的
設
許
は
意
識
的
に
あ
ら
守
し
て
、
白
か
ら
目
的
に
趨
合
す
る
理
性

存
殺
す
る
は
其
目
的
は
何
ぞ
と
い
ふ
に
、
地
球
の
礎
展
は
生
命
の
賓
現
を
目
的
と
し
、
生
命
の
向
上



は
意
識
の
貰
現
を
目
的
と
し
、
意
識
の
向
上
は
心
霊
の
賓
現
を
目
的
と
し
、
此
心
霊
の
礎
展
を
世
界

。
目
的
と
せ
ば
、
斯
〈
世
界
に
必
然
的
に
向
上
し
て
心
霊
の
賓
現
せ
る
は
、
宇
宙
の
平
等
性
よ
り
差

別
の
鍵
態
を
捷
展
し
、
向
上
の
終
局
に
は
宇
宙
の
内
容
自
性
天
異
の
光
明
仁
一
致
せ
し
め
ん
と
す
る

目
的
な
h

と
云
F

る
ぺ
か
ら
子
。
人
の
小
児
の
不
識
的
意
思
が
漸
々
に
接
達
し
て
意
識
的
に
現
化
す

る
は
、
外
界
よ
b

之
を
補
助
し
て
居
る
に
あ
ら
す
、
小
児
の
自
己
に
伏
能
が
接
遣
し
た
結
果
意
識
的

に
な
る
。
宇
宙
に
自
然
界
地
球
及
植
物
等
は
眠
れ
る
精
神
に
し
て
、
人
類
は
他
の
生
物
に
比
較
す
る

時
は
畳
醒
し
た
る
も
の
と
云
ふ
ぺ
し
。
然
れE
も
人
類
の
畳
醒
は
相
待
的
に
し
て
、
他
の
生
物
に
針

す
る
が
故
に
云
ふ
。
絶
掛
的
の
費
醒
は
宗
教
最
絡
目
的
に
あh
o

目
的
と
は
各
自
己
の
霊
性
は
絶
謝

な
る
平
等
性
と
一
致
す
る
庭
に
あ
り
。
平
等
性
智
を
接
見
し
、
性
智
と
一
致
し
、
性
智
を
金
〈
自
己

の
内
容
と
な
す
慮
に
あ
り
。
性
智
を
躍
得
し
た
る
時
自
余
の
高
有
と
本
質
内
容
全
然
調
和
す
る
こ
と

を
得
。
平
等
性
智
に
よ
り
て
高
有
の
内
的
生
活
の
起
元
主
存
在
を
ば
能
〈
理
曾
す
る
を
得
。

宇
宙
の
内
容
本
質
は
絶
針
理
性
即
も
平
等
性
智
な
・
9
0

平
等
に
し
て
性
は
無
定
相
。
而
も
一
切
差

ニ
五



=
五
二

別
の
性
能
を
有
し
て
、
而
も
常
に
平
等
な
り
。
本
質
内
容
を
性
と
云
ふ
。一
切
差
別
の
高
有
の
性
能

を
具
備
し
て
而
も
平
等
、
こ
れ
平
等
霊
性
な
り
。

此
平
等
霊
性
に
よ
ら
ぎ
れ
ば
高
有
の
元
理
を
説
明
す
る
こ
と
能
は
や
，
。
此
平
等
霊
性
を
離
れ
て
唯

物
論
に
よ
ら
ば
精
神
の
起
元
及
寓
有
の
秩
序
調
和
等
を
説
明
す
る
能
は
や
'
O

平
等
性
の
異
理
を
韓
得

す
る
時
は
吾
人
は
・
』
、
に
あ
り
な
が
ら
榊
の
中
に
安
立
し
絶
針
的
に
自
由
を
得
。

宇
宙
の
性
は
絶
針
平
等
。
現
象
の
高
物
は
千
差
高
別
。
こ
の
差
別
の
も
の
は
絶
封
意
志
に
賓
現
せ

ら
る
る
般
相
な
り
。
相
待
に
約
束
せ
ら
れ
、
力
に
動
か
さ
る
、
も
の
は
、一
・
と
し
て
偲
性
な
ら
ぎ
る

は
な
し
。
瓜
有
の
異
性
は
常
に
平
等
一
如
な
り
。
一
切
の
差
別
は
悉
〈
暇
性
、
賞
性
は
永
し
へ
に
平

等
一
如
。
異
性
は
絶
卦
に
し
て
規
定
を
離
る
、
が
故
に
平
等
一
如
な
り
。

差
別
の
相
を
離
れ
て
超
然
に
絶
劃
の
平
等
を
求
む
ぺ
か
ら
歩
。
差
別
の
観
相
に
執
着
な
〈
、
自
性

実
異
の
絶
針
的
心
霊
を
自
己
の
性
と
す
る
時
は
本
来
生
保
一
却
な
り
。



平
等
性
智

園
智
は
如
来
の
本
質
一
大
心
霊
を
相
の
方
面
よ
り
見
た
る
も
の
に
し
て
観
念
態
と
せ
り
。
性
智
は

如
来
の
一
心
霊
の
性
と
し
て
絶
封
理
性
態
と
す
。
同
一
の
一
切
智
慧
を
観
念
的
に
相
と
し
、
ま
た
理

性
的
に
性
'
と
し
て
、
相
は
表
象
に
し
て
、
性
は
内
質
な
b

。
人
の
精
神
に
て
云
は
ば
甲
は
観
念
に
し

て
乙
は
理
性
な
b
o

人
が
隈
想
観
念
す
れ
ば
、
物
躍
を
徹
し
て
、

一
慌
の
観
念
態
と
な
る
は
、
宇
宙
の
一
大
観
念
態
中

の
個
人
な
れ
ば
、
回
形
の
物
櫨
あ
る
に
拘
ら
守
し
て
観
性
ら
れ
る
と
共
に
、
宇
宙
寓
物
は
高
物
の
理

性
に
よ
り
て
系
統
せ
ら
れ
、
市
内
物
は
互
に
隔
離
せ
る
も
の
に
あ
ら
歩
。
若
し
理
系
あ
る
に
非
ら
歩
ぽ

吾
人
は
如
何
に
し
て
解
し
得
る
事
を
得
ト
ル
。
理
系
あ
る
に
よ
ふ
り
て
現
性
の
普
遁
を
推
し
て
、
特
種
の

寓
物
を
推
論
す
る
事
を
得
。
宇
宙
寓
物
は
平
等
な
る
現
性
に
統
ぺ
ら
る
、
が
故
な

b
o

本
如
来
は
絶

日
一
五
=
一



二
五
回

齢
制
理
性
なb
と
は
、
此
の
理
性
の
先
明
に
よ
り
て
、
宇
宙
寓
有
を
照
鑑
す
る
こ
と
、
平
等
性
智
と
名

づ
〈
。

卒
等
理
性

の

秩

序

絶
齢
制
理
性
に
統
一
せ
ら
る
宇
宙
な
れ
ば
宇
宙
は
一
大
理
性
な

b
o

宇
宙
は
一
大
理
性
に
係b
允
る

を
以
っ
て
、
高
物
を
一
貫
し
て
一
理
に
障
す
。
人
が
理
性
を
以
っ
て
推
理
し
た
る
原
則
は
襲
態
多
き

寓
物
に
も
何
れ
に
し
も
臆
用
す
る
事
を
得
。
其
の
推
論
す
る
慮
宇
宙
寓
物
は
厳
皐
の
理
、
物
理
皐
に

一
切
高
物
が
規
律
の
整
然
た
る
健
理
あ
る
は
一
大
理
性
に
随
つ

し
て
も
推
理
誌
な
ら
Y
る
は
な
し
。

て
動
〈
も
の
な
れ
ば
な
h
v
。

秩

序

高
物
天
則
秩
序
盤
然
記b
。
宇
宙
に
常
恒
に
建
設
的
衝
合
の
行
は
れ
、
永
久
の
自
動
自
活
を
な
す
。

太
陽
系
の
み
を
見
る
も
遠
心
力
主
求
心
力
主
能
〈
調
和
し
、
ま
た
遊
星
の
運
行
の
如
き
秩
序
在
る
統



一
の
規
律
正
し
き
天
鰻
が
序
を
あ
や
ま
允
子
。

人
を
解
剖
皐
仁
よ
b

て
見
る
も
、
脳
髄
紳
経
の
構
造
、
管
養
機
閥
生
殖
機
闘
に
至
る
迄
如
何
に
奇

妙
を
極
め
た
る
か
。
人
類
の
み
仁
あ
ら
や
'
植
物
を
構
造
す
る
細
胞
組
織
、
柔
軟
組
織
、
繊
維
組
織
よ

b

純
子
の
蔚
畿
、
根
の
外
に
、
数
多
な
る
細
施
よb
花
咲
き
呆
賓
を
結
び
、
替
養
生
殖
の
理
に
至
る

迄
。
動
物
串
の
理
に
於
い
て
も
如
何
に
細
な
る
も
小
は
小
に
し
て
之
を
組
織
す
る
秩
序
あ
ち
。
例
へ

ば
種
々
無
量
に
分
額
す
る
と
も
誕
の
中
に
其
を
構
造
す
る
に
親
系
を
失
は
守
し
て
、
こ
の
生
物
の
組

織
誌
を
以
っ
て
他
の
生
物
の
理
を
も
推
理
す
る
事
を
得
ペ
し
。
宇
宙
如
何
な
る
植
物
生
物
礁
物
に
も

理
系
の
存
せ
ぎ
る
な
し
。

宇
宙
は
理
性
智

自
然
則
と
は
天
地
運
行
の
秩
序
じ
闘
す
る
異
理
を
観
察
し
て
、
或
る
現
象
の
原
因
結
果
の
理
を
推

し
て
、
そ
の
現
象
の
精
細
な
る
観
察
に
よb
て
理
を
識
見
し
、
麗
ら
に
遊
ん
で
ま
た
一
則
の
大
な
る

二
五
五



三
五
六

を
生
守
る
所
以
の
理
を
考
へ
自
己
の
想
像
よ
り
推
し
て
皐
設
を
立
つ
る
に
あ
ら
や
'
や
。
理
事
の
原
則

は
宇
宙
寓
物
に
存
在
す
。
宇
宙
は
理
智
に
よ
り
て
秩
序
を
以
っ
て
原
因
結
果
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
な

れ
ば
、
宇
宙
に
存
在
す
る
則
を
以
っ
て
原
理
と
す
。
人
の
理
皐
は
宇
宙
に
基
かF
る
ぺ
か
ら
や'
o

宇

宙
の
理
智
に
問
ひ
彼
に
皐
ぷ
。

宇
宙
が
寓
物
を
造
化
し
構
成
し
組
織
す
る
に
理
智
に
よ
ら
ぎ
る
な
し
。
宇
宙
が
理
系
に
よ
h

て
遺

化
し
組
織
し
た
る
も
の
を
離
れτ
自
然
科
皐
あ
る
こ
と
な
し
。

宗
教
は
理
事
に
あ
ら
や
'
o

理
智
が
自
然
界
を
天
則
秩
序
的
に
整
へ
た
る
も
之
を
識
る
の
み
に
し
て

は
、
理
智
が
放
も
た
る
或
8

一
面
の
成
績
を
見
る
に
止
ま
り
で
、
未
だ
理
智
に
誼
入
し
た
る
も
の
に

あ
ら
や
'
o

人
は
同
じ
〈
理
性
に
よ
っ
て
賦
せ
ら
れ
、
ま
た
組
織
せ
ら
れ
た
る
自
性
な
れ
ば
、
自
己
理

性
の
本
源
に
入
b

て
、

一
大
理
性
と
冥
合
し
、
こ
の
理
智
を
以
っ
て
自
己
の
性
と
し
て
、
理
智
の
光

に
よ
・
9

て
、
宇
宙
の
玄
底
を
照
ら
す
。

現
象
界
の
寓
物
に
盟
系
の
存
す
る
は
理
智
の
成
績
に
は
相
違
な
舎
も
、
理
智
の
真
面
目
に
非
ら
や

'
e



理
智
の
自
性
に
非
ら
ぎ
る
な
り
。
例
へ
ば
人
が
作
b

た
る
秩
序
正
し
き
文
章
を
見
る
も
、
共
の
文
章

に
於
き
て
、
之
を
作
b

し
人
の
理
性
を
推
す
事
を
得
る
ち
、
丈
章
そ
の
も
の
が
人
の
理
性
に
非
ら
ぎ

る
が
如
し
。

宇
宙
は
一
大
理
智
を
以
っ
て
天
則
秩
序
を
整
へ
て
、
能
〈
寓
物
を
構
造
す
。
又
宇
宙
は
寓
物
の
事

貨
の
上
に
大
理
想
を
示
す
。

宇
宙
は
理
性
あ
り
て
一
館

宇
宙
は
現
象
の
方
面
よb
是
を
見
れ
ば
、
天
瞳
無
数
の
星
宿
よb
寓
物
一
と
し
て
別
冷
な
ら
F
る

ち
の
な
し
。
然
れ
E

・6

理
系
よ
h

推
し
て
観
守
れ
ば
、
一
と
し
て
孤
立
す
る
も
の
に
非
ら
子
。
宇
宙

会
館
は
一
理
性
に
統
ぺ
ら
る
。
審
へ
ば
人
の
五
官
五
臓
六
蹄
は
各
別
の
職
を
司
る
ち
貨
は
人
の
身
謹

に
属
し
て
一
健
な
b
o

か
〈
五
官
の
作
用
は
反
針
せ
る
官
能
な
る
も
、
若
し
そ
の
身
憶
を
離
れ
て
は

そ
の
官
能
の
作
用
な
き
が
如
し
。
日
月
及
地
球
に
於
て
も
宇
宙
を
離
れ
て
濁
立
に
活
動
す
ぺ
き
に
ゐ

三
五
七



日
】
五λ

ら
令
ヲ
。
混
ん
や
生
物
に
於
い
て
を
や
。
宇
宙
は
一
鰭
な
り
。

生

命

フじ

地
球
の
寓
物
そ
の
類
多
し
と
錐
も
動
物
植
物
積
物
の
三
類
に
遁
ぎ
歩
。
積
物
は
金
石
空
気
の
線
稀

即
も
無
機
物
な
り
。
動
植
物
は
共
に
有
機
物
に
属
す
、
各
機
関
あ
h

て
生
存
生
活
生
殖
生
活
を
矯
す
、

故
に
生
物
と
云
ふ
。
動
物
及
植
物
は
高
等
な
る
も
の
に
至
‘
。
て
は
剣
然
記
る
如
〈
な
れ

E

も
、
其
の

原
始
に
遡
っ
て
見
れ
ば
共
の
差
別
排
じ
難
き
あ
b
o

動
植
物
は
其
元
一
つ
の
細
胞
な
る
、
水
中
に
一

個
の
球
形
小
粒
健
ゐ
れ
E

も
潤
立
の
生
活
を
錯
す
、
替
養
し
生
殖
す
。
此
物
は
原
形
質
と
い
ふ
。
濃

厚
な
る
液
憾
の
知
き
物
質
、
外
に
薄
膜
あ
り
躍
の
一
部
に
球
館
あ
り
。
動
物
と
植
物
と
区
別
な
き
動

物
の
原
始
な
る
最
小
の
細
胞
に
あ
り
で
は
無
生
有
生t
綿
し
難
き
あ
り
。

生
命
一
健
と
は
、
原
始
の
最
下
等
の
動
物
よ
り
準
化
し
分
類
し
繁
殖
し
、
生
物
の
身
は
個
々
に
分

る
と
雄
も
一
韓
よ
り
分
身
し
、
同
一
生
命
が
分
類
し
、
叉
分
身
せ
ぎ
れ
ば
繁
殖
せ
今
。
介
類
し
繁
殖



す
る
は
競
争
し
進
化
せ
る
な
り
。
分
獅
は
準
化
の
手
段
な
り
。
個
々
の
生
命
は
自
己
は
自
己
の
目
的

と
謂
ひ
居
れ
ど
、

一
部
は
全
部
の
手
段
な
り
。
一
慢
が
競
争
準
化
の
た
め
に
数
多
に
升
類
し
た
る
故

各
個
韓
は
倒
躍
と
し
て
の
責
任
を
な
す
ぺ
し
。

横
に
数
多
に
分
類
す
る
は
競
争
に
よ
り
て
向
上
せ
ん
錦
な
り
。
竪
に
子
孫
に
遺
惇
す
る
は
代
今
時

間
的
に
準
化
せ
ん
錦
め
な
り
。
同
一
理
性
を
異
髄
と
す
る
生
命
、
進
化
の
手
段
た
る
個
人
は
、
向
上

に
努
力
し
て
義
務
を
壷
す
は
、
菅
に
個
人
の
錦
め
の
み
に
あ
ら
歩
、一
大
生
命
の
錦
な
・90
生
命
進

化
の
階
級
は
人
類
に
至
る
ま
で
甚
多
し
。
原
始
草
細
胞
生
物
よ
ち
複
細
胞
、
水
母
形
、
脊
雄
、
陛
棲

晴
乳
よ
り
人
に
至
る
ま
で
同
一
生
活
の
形
式
が
漸
々
に
進
化
し
て
人
類
と
な
る
。
生
物
生
命
の
因
果

的
相
績
は
同
一
理
性
の
則
に
基
げ
る
な
り
。

生
物
生
命
が
進
化
の
階
級
あ
b

て
其
類
は
種
々
に
分
る
れ
E

も
、
同
一
生
命
が
相
績
し
来
た
る
。

無
核
患
有
核
と
な
れ
ば
生
命
は
核
に
あ
b

て
、
核
の
外
は
生
命
を
助
〈
る
に
止
まb
、
分
殖
作
用
は

其
の
核
が
分
る
る
な
b
o

核
に
含
h
u生
命
が
分
れ
て
ニ
つ
と
な
る
。
七
八
四
分
殖
す
る
時
に
は
生
命

二
五
九



二
大
O

稀
薄
と
な
L
P

、
生
物
が
雌
雄
の
別
あ
る
に
至
れ
ば
、
進
め
る
生
物
の
生
命
は
技
中
に
あb
雌
雄
の
捗

を
合
し
て
舟
殖
す
。
而
し
て
生
命
は
核
中
に
あ
れ
ば
外
包
は
度
冷
代
る
と
も
生
命
有
る
核
は
一
系
漣

綿
と
し
て
、
養
ふ
て
は
分
殖
し
、
千
寓
代
に
高
億
歳
を
も
績
き
て
連
綿
し
て
生
命
一
。

横
に
人
類
は
一
髄
の
分
身
と
し
て
、
時
間
に
昼
間
に
全
世
界
と
通
じ
、
億
寓
年
を
徹
し
て
同
一
の

生
命
に
し
て
同
一
の
閥
聯
た
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
同
一
理
智
は
生
物
生
命
の
理
に
ち
額
は
れ
し
を
知

る
。

Z霊

性

人
の
性
格
記
憶
寓
象
は
十
人
は
十
人
な
が
ら
同
じ
か
らg
れ
E

、
理
性
に
至
b

て
は
百
千
人
理
系

に
よ
b

て
共
遁
す
。

吾
人
の
理
性
は
絶
劃
理
智
の
光
明
が
吾
人
に
交
徹
霊
越
し
て
個
人
の
理
性
と
大
理
性
と
の
闘
係
未

だ
密
な
る
ち
の
に
あ
ら
4
7
0



プ
大
理
性
は
意
識
不
一
誠
に
か
、
は
ら
今
、一切
の
人
類
を
貫
通
し
て
遣
す
な
し
。
人
類
の
み
な
ら

ん
や
、
宇
宙
全
韓
に
虚
徹
霊
遁
せ
る
理
性
な
り
。

理
智
は
異
理
な
り
奇
人
は
純
・
待
理
智
に
つ
な
が
る
に
於
て
宇
宙
異
理
と
共
に
語

b

之
と
相
遁
十
。

理
性
は
一
切
人
類
b
zつ
〈
し
、
空
聞
を
蓋
し
、
一
切
寓
物
を
貫
き
、
時
聞
を
徹
し
、
永
恒
襲
る
こ

主
な
し
。
天
地
位
し
高
物
秩
序
を
あ
や
ま
た
歩
、
天
則
あ
り
、
秩
序
あ
b

、
僚
理
ゐ
h

リ
法
爾
の
理
あ

h 
o 理

智
は
心
霊
の
最
深
に
し
て
、
絶
針
理
智
に
交
通
し
同
化
す
る
は
倫
理
の
極
致
。

吾
人
の
理
性
は
一
大
理
性
の
分
に
し
て
、
其
聞
に
は
事
の
隔
つ
ぺ
き
な
し
。
吾
人
終
局
の
鯖
す
る

所
は
こ
の
一
大
異
現
に
蹄
す
る
に
あ
り
。

此
の
理
性
に
つ
な
が
る
が
故
に
如
来
に
冥
合
す
る
事
を
得
。
十
方
三
世
の
諸
備
と
理
性
を
同
う
す
、

一
一
切
の
衆
生
に
此
理
性
あ
れ
ば
な
h
y
o

同
一
六
-



ご
占
ハ
コ

卒

等

性

智

絶
艶
不
識
大
精
紳
。
無
蓬
光
に
は
平
等
湛
然
と
し
て
大
海
の
如
〈
、
如
来
の
魔
性
は
法
界
に
周
偏

し
て
平
等
費
性
な
る
も
世
界
性
に
は
無
明
の
錦
め
に
種
々
世
界
無
量
の
差
別
の
境
界
を
額
は
す
。

十
界
の
依
正
宛
然
と
し
て
頴
現
す
。
是
暫
〈
現
す
鏡
中
の
影
像
の
み
。
信
論
に
三
界
は
虚
俄
喉
心

の
所
作
、
心
を
離
れ
て
は
則
六
塵
の
境
界
な
し
。一
切
の
法
は
皆
心
よ
り
起
り
妄
念
よ
り
生
歩
。

切
の
分
別
即
も
自
心
を
分
別
す
。
心
心
を
不
す
、
相
の
得
ぺ
き
な
し
。一
切
世
間
の
境
界
は
衆
生
無

明
妄
心
に
依
っ
て
住
持
す
。
一
切
の
法
は
鏡
中
の
像
の
腫
の
得
ぺ
き
な
き
が
如
し
。
唯
心
の
虚
妄
、

心
生
十
れ
ば
種
ι
干
の
法
生
じ
、
心
滅
す
れ
ば
種
々
の
法
滅
す
る
を
以
て
の
故
に
。

畳
の
義
と
は
、
謂
は
〈
心
韓
念
を
離
れ
、
離
念
の
相
は
虚
空
界
に
等
し
く
偏
せ
ぎ
る
蕗
な
〈
、
法

界
一
相
、
即
是
如
来
の
平
等
法
身
、
此
法
身
に
依
て
説
い
て
本
畳
と
名
づ
く
。
何
を
以
て
の
故
に
、

本
質
の
義
と
は
始
費
の
義
に
針
し
て
説
く
。
始
畳
は
即
も
本
費
に
同
じ
き
を
以
て
。
乃
至
不
且
閣
の
故



に
諸
の
種
々
差
別
の
相
を
見
る
。
一
切
衆
生
を
畳
と
名
づ
げ
Y
る
は
本
よ
り
来
念
冷
相
績
し
て
未
だ

脅
て
念
を
離
れ
中
、
故
に
無
明
と
名
づ
く
。
若
し
無
念
を
得
れ
ば
而
も
賓
に
始
血
匹
、
の
異
あ
る
こ
と
な

し
。
四
相
倶
時
に
し
て
而
も
有
り
。
皆
自
立
な
し
。
本
来
平
等
に
し
て
同
一
畳
な
る
を
以
て
の
故
に
。

如
来
の
絶
卦
精
神
は
無
意
識
に
し
て
性
智
周
偏
せg
る
慮
な
き
、
十
界
差
別
の
境
界
は
悉
〈
世
界

的
心
理
よ
り
種
ム
ザ
の
種
類
を
現
今
れ
E

も
、
平
等
の
性
智
の
大
海
に
無
明
の
風
よb
動
や
る
波
の
如

し
。
風
と
波
と
は
賓
程
あ
る
仁
非
子
。
風
や
む
と
き
は
波
止
み
て
湛
然
た
る
卒
等
性
智
頴
現
す
ぺ
し
。

我
ら
自
己
の
根
底
も
こ
の
世
界
の
根
底
色
、
み
な
如
来
性
智
の
海
な
ら
ぎ
る
は
な
し
。
自
己
の
根

底
に
我
な
〈
絶
艶
理
性
の
光
の
み
な
る
を
知
ら
ん
。

如
何
に
せ
ば
我
等
及
び
人
類
も
此
世
界
ち
悉
〈
捕
陀
の
本
智
海
の
浪
花
る
を
誼
明
す
ぺ
き
。

先
巳
に
如
来
妙
観
察
智
に
よ
h

て
人
格
精
神
の
根
底
は
如
来
の
深
き
信
仰
の
中
に
恩
寵
と
機
能
致

一
に
開
示
せ
ら
れ
た
b
o

各
自
己
意
識
が
之
を
誼
明
せ
ば
個
人
の
意
識
は
他
人
と
同
じ
〈
庚
〈
は
一

切
衆
生
と
同
一
の
悌
性
。
認
識
観
念
に
は
世
界
も
同
じ
〈
絶
艶
な
る
神
の
中
なbo
然
れ
ば
精
神
の

穴



-
ヱ
ハ
困

内
界
も
外
国
抑
も
表
面
よ
り
見
れ
ば
大
に
異
る
も
、
其
根
底
に
至
つ
て
は
同
一
平
等
性
に
し
て
差
別
な

き
こ
と
は
、
観
念
と
悌
知
見
と
に
て
自
ら
謹
明
す
る
臓
な
ら
や
J
や
。

然
れ
ば
世
界
も
観
念
的
に
し
て
未
だ
意
識
な
〈
色
、
心
理
意
識
と
は
其
本
質
に
於
て
は
同
一
性
な

L
リ
と
い
へ
E

も
、
現
象
に
は
異
な
り
、
一
は
観
念
に
し
て
一
は
意
識
賞
現
な
れ
ば
なb
o

本
性
は
平
等
な
れE
・6

、
現
界
差
別
昇
と
は
一
に
非
歩
、
異
に
非
争
。
信
論
に
舞
と
不
費
と
二
種

相
あ
b
o

岡
相
と
異
相
。

同
相
主
は
普
へ
ば
種
々
克
器
皆
同
じ
〈
微
塵
性
相
な
る
如
〈
、
無
漏
と
無
明
と
の
種
々
の
業
(
心
}

相
皆
閉
じ
〈
真
如
の
性
相
なb
。
色
相
は
唯
随
染
業
幻
の
所
作
な
り
。
是
智
性
英
も
の
に
は
非
守
。

異
相
と
は
種
々
の
克
器
各
冷
不
同
な
る
如
〈
無
漏
と
無
明
随
染
幻
の
差
別
性
差
別
の
故
に
。

衆
生
の
本
健
も
世
界
の
根
底
に
は
同
一
一
性
に
し
て
捕
陀
の
身
中
。

此
平
等
性
智
の
光
明
に
よb
て
吾
等
が
賞
際
の
根
底
は
主
我
に
非
子
。
一
切
の
世
界
も
其
根
底
に

至
つ
て
は
、
同
じ
〈
絶
卦
な
る
捕
陀
の
自
中
存
在
な
る
こ
と
を
顕
照
し
党
ま
ふ
。
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